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プロローグ



　北きた見み鈴すず音ねは、生徒会室の隅に体育座りし、ひとり頭を抱えていた。

　文化祭が終わったあと、まとわりつく生徒たちを振り切り、ここへたどり着いたのだ。

　電気をつける気力もなかったため、月明かりが彼女のしなやかな肢体を照らしている。

　閉会式で、しかも全校放送で八はつ平ぺいへの告白を行ったものの……後から思い返してみれば、顔から火が出るほど恥ずかしい。

“〝私は薩さつ摩ま八平君が好きだ!!　彼にならなにをされてもかまわない!!”〟

「いらないだろ、後半……」

　自分自身につっこみ、「うわぁ～!!」と叫んで激しくかぶりを振った。ポニーテールが頬ほおに往復ビンタのように当たる。

　この高校の文化祭は、来場者からの投票によって優勝チームが決まる。

　八平のクラスは、彼、佳よし乃の、万まん石ごく浦うらの活躍で、鈴音率いる生徒会チームを得票数で抜き去ったものの、八平が鈴音の股こ間かんに顔を突っ込んだことで減点され、敗北してしまった。

　八平はそれをクラスメイトの一部から責められ、鈴音を支持する生徒たちからも白眼視されてしまった。彼が鈴音にそういうことをしたのは、三度目だったのだ。

　鈴音には知る由もないが、それらは全て八平についた呪のろい「ラブコメ現象」のためである。

　彼の窮地を救いたい一心で、鈴すず音ねは告白したのだが……。

「なにをされてもかまわない……ということは……し、下着を……」

　鈴音の脳裏にめくるめくバラ色の妄想が展開される。

「結婚して、八はつ平ぺいくんが下着を脱ぎ散らかしても、文句を言えないのか!?」

　えらい先のことを心配しているようだ。

「または……八平君に無視されても、私はかまわないだろうか？」

　俗に言う放置プレイである。鈴音は「かまわない！　二日くらいなら！」と言った。多少Ｍだったらしい。

「それ以上やったら許さない！」

　Ｍなのはあくまで多少である。八平がもし鈴音とつきあうなら、そのさじ加減に注意せねばならないだろう。



　鈴音のキャラ崩壊が急速に進む中、薩さつ摩ま八平は、彼女に謝るべく屋上から校舎内へ戻っていた。

　すれ違う生徒たちが、視線を向けてくる。だが、それは八平が予想していた侮ぶ蔑べつのまなざしでなく、どこか畏い怖ふのようなものがこもっていた。

（……？）

　傍かたわらを飛ぶ香か月づきに視線で問いかけても、気まずそうにうつむくだけである。

　生徒会室にたどり着くと……鈴音がいた。

　月明かりに照らされた部屋で一人、両手を上げて「あ～れ～」と言ってくるくる回ったあと、小指を噛かんで女の子座りになり、「“〝よいではないか”〟はされてもかまわないな……えへへ……」などと笑っている。

　八平は、その異様な姿を見たあとダッシュし、鈴音の前に土下座した。友人である自分からの度重なるセクハラに、心を壊してしまったのではないかと思ったのだ。

「え……八平君、見てたのかっ!?」

「ごめんなさい！　許してください！」

「よ、“〝よいではないか”〟、したくないの？」

　ずれたことを言う鈴音に、八平は「いえ、したいですけど」と前置きしたあと、床に額ひたいをつけ、

「こんなこと言うのは、勝手かもしれませんが……俺、会長とずっと友達でいたいんです！」

　香月は、まずい、と叫んだ。さっき告白した鈴音に対して、これは……。

「……そ、そう、か……」

　鈴音の口元が笑顔をかたちづくる。そして、その表情のまま双そう眸ぼうから大粒の涙がこぼれた。

「あ、あれ……」

　鈴すず音ねは両手で頬ほおを撫なで、笑顔を崩してうつむき、激しくかぶりを振って、

「……と、友達、いや……」

　八はつ平ぺいは顔を伏せた。

（そりゃそうだ、無理もないよな……）

　嫌われて当たり前だ。あまりにもムシがよすぎる……。

　八平がもう一度謝ってから、立ち上がり、鈴音に背を向けたとき……Ｙシャツの裾すそをきゅっと掴つかまれた。

　振り返ると、鈴音が座ったまま、迷子の子供のように背を丸めている。そこには凛りんとした生徒会長の面影はない。

「八平君、放送……聞いてた？」

「え、何のことですか？」

　戸惑う八平を見て、鈴音は救いを見つけたようにほほえんだ。月光に照らされ、ぞっとするほど美しい。

　八平は、香か月づきの前にもかかわらず心を奪われるのを抑えることができなかった。

　しばしの間、言葉を失っていると……佳よし乃のと万まん石ごく浦うらが入ってきた。二人ともまだ着物を着ている。

　鈴音はあわてて八平から離れ、不自然に窓の外を見た。

　佳乃はそれを一いち瞥べつしたあと、八平を笑顔で見上げてきた。肩口で切りそろえられた黒髪が日本人形を思わせる、小柄な少女だ。

「八平さん！　よかった。ここにいたんですか」

「あ、佳乃……その、ありがとう。かばってくれたって聞いたけれど……」

　香月の話によると、佳乃は八平をクラスメイトの糾弾から、懸命に弁護してくれたという。

　彼女はそれをあっさりと「なんでもないですよ」と流し、心配そうに、

「ところで、頭をしきりに気にしていましたが、大丈夫ですか？」

「ああ、あとで病院に……」

　そう八平が言おうとしたとき、万石浦が抱きついてきた。

　といっても、友達同士がやる力強い抱擁ではなく、八平の胸元を軽くつかむ形である。

「ごめん、ごめんよ、八平、ボク、怖くて君をかばえなかった……」

　見上げてくる潤んだ瞳。とても男とは思えない整った顔立ち。普段は金持ちを全面アピールする女好きなのだが、女装してからどうも様子がおかしい。

　八平は「気にするな」と言って万石浦が流す涙をティッシュでぬぐってやると、彼はえへへと泣き笑いを浮かべた。

「ボク、君に感謝してるんだ。それなのに……」

　感謝？　俺の家に招待したことかな、と八平が思っていると、

「女装のすばらしさを教えてくれたから……」

「そっちか……」

「それに、大好きな人に出会わせてくれたから」

「……」

　八はつ平ぺいは、姉さんのことだろう、うん……と思おうとしたが、胸に頬ほおをすりよせてくる万まん石ごく浦うらを見ると、何か違う気がする。立ててはいけないフラグを立ててしまったのでは……。

「その……八平君、頭がどうかしたのか？」

　目元を赤くした鈴すず音ねがおずおずと聞いてくる。

「その、少し前に、頭をぶつけて……」

「え、大変じゃないか！」

　鈴音は八平の手を引き、患部を刺激しないよう膝ひざ枕まくらをしてくれた。

　そして素早く携帯を操作し、電話する。「あ、ママ？　あの……」どうやら母親に車を出してもらうようだ。

　鈴音は「もうすぐ車がくるからな」と言って八平の頭を撫なでてくれる。

　佳よし乃のと万石浦は仏頂面だが、なにも言わない。八平は知らないが、全校生徒の前で告白し、彼を救った鈴音にここは譲る気なのである。

　鈴音の膝枕は心地よく、疲れた体に沁しみいっていくようだ。

　見上げれば鈴音の優しい顔がある。

　この感じ、どこかで……と思ったが、以前、香か月づきが消える前、花見会場で石を使い、疑似膝枕をしたことを思い出す。

（会長には、実体があるんだよな……）

　そんな代用をする必要もない。

　そこまで考えて、八平はハッとした。香月の思い出と比べてしまうなんて。ごめん、香月……。



　八平は、病院のベッドの上で目を覚ました。

「あ……八平くん、おはよう……といっても、もう夜だけど」

　傍かたわらの椅い子すに座っているのは、義姉の霧きり子こだ。「安心したわ」と言い、大きな胸に手を当てている。

　他にも鈴音、佳乃、万石浦、そして香月がいた。皆、よかったと顔を見合わせている。

　ここはどうやら個室らしく、他にベッドは一つもない。窓の外は真っ暗だが、打ち上げ花火が空を飾っているのが見えた。

「え!?」

　八平が腕時計を見ると、文化祭の翌日の日付……葛か西さい市し最大の祭りが行われる日だった。どうやら丸一日、寝ていたらしい。

　病院へ来たあと、ＣＴスキャンを撮ったことまでは覚えているのだが。

「あの、早速ですが、私、八はつ平ぺいくんと話しますので……早く言わないと、勇気が萎なえてしまいそうなので、申し訳ありません」

　鈴すず音ねが声をかけると、皆しぶしぶといった様子で部屋を出ていく。香か月づきに視線で問いかけると、「……では、あとでの」と、気まずそうに壁をすりぬけていった。

「や、やっぱりダメ！」

　霧きり子こが鈴音にダッシュで近づき、ポケットからファスナー付きの小さなビニール袋を取り出す。

　八平が危険を感じそれを奪うと……袋の中にはガーゼが入っていた。

「姉さん、これはクロロホルム？」

「……ご、ごめんなさい！」

　鈴音を眠らせるつもりだったのだろう。霧子は慌てて外へ出ていった。

　すいません会長、と八平が袋をしまい、ベッドに戻ると、鈴音は部屋をうろうろしたり、外の花火を見たりしていた。

（……何か、おかしくねーか？）

　最近は病院も忙しいから、そう簡単に入院させないと聞いたことがある。

　もしかして、俺、かなり悪いんじゃ……そういえば昨日頭をぶつけたあと、結構痛かったし。

　手術とか必要なんじゃ……？

　鈴音を見てみれば、いつも自信に満ちた彼女が全く目を合わせず、顔を蒼そう白はくにし、手と足を同時に動かして近づいてくる。

　背中を丸めて椅い子すに座り、言葉を詰まらせながら、

「あああ、あの、私、君に大事な話が……」

（お、俺の具合、そんなにやばいの!?）

　八平は、よくドラマで見る「あなたは余命半年です」などと言われるシーンを思い出した。

　姉さんはそれを知っていて……俺に知らせないために、クロロホルムで会長を眠らせようとしたのではないか？

　八平はおずおずと、

「あ、あの……お話の前に、俺の両親も呼ぶべきじゃないでしょうか」

「なんでだ!?」

　なんでって……入院とか色々あるだろう。

「普通そうじゃないですかね？」

「そ、そうなの？　八平くん、やっぱりこういう話経験あるの……？」

「？　いや、もちろん初めてですよ？」

　死の告知なんて、されるのは生涯一度だろう。

「そ、そうなの……普通、はじめてこういう話するの、何歳くらいなのかな？」

「さあ、七十歳くらいじゃないでしょうか」

「遅すぎやしないか!?」

　八はつ平ぺいのマイナス思考は加速する。彼は中学時代ラブコメ現象でさんざんな目にあってきたから、その下降速度は相当ひどい。

　会長の様子からすると……重傷は確実だろう。手術とかもするんじゃなかろうか。

「会長……成功の見込みとかって、何パーセントなんですか？」

「君が聞くの!?　……ええと」

　鈴すず音ねは、君には他に好きな人がいるんだったな、とぼそりと言い、肩を落とし、

「正直、０パーセント……かな……」

「低っ！　低すぎる！　なんの希望も持てない！　じゃあなんでやるの!?」

「後悔はしたくないから」

「会長の気持ちじゃないですか！　俺を苦しませないでください！」

「……君を苦しませるかもしれないことはわかっている。でも、私は……！」

　鈴音は目をぎゅっと閉じ、シーツを握りしめた。

　八平はそれを見て思う。

（会長だってつらい役回りなのに、どうして俺は……！）

　なぜ、この人を思いやることができないのか。

　そうだ、立ち向かわなければならない。俺はラブコメ現象という呪のろいとも戦っているじゃないか。

　どんなつらい現実でも……すべては受け止めることから始まる。

　八平は、鈴音の肩を抱いた。蒼そう白はくだった彼女の頬ほおが一気に染まり、「あ……」と熱い瞳で彼を見つめてくる。

「会長……すいませんでした。俺は、あなたが何を言っても受け止めます」

「へ!?　なんで急に!?　でも受け止めてくれるの!?」

　やった……！　と鈴音の顔がほころんだとき、八平は、

「どんな病名だろうと……」

「病名？」

　鈴音は大きく首をかしげ、今までの会話を反はん芻すうしているのか宙を見たあと……脱力し、ベッドに顔を押し当てた。

「……違うよ、君の体はすこぶる健康。ＣＴ撮って異常はなかったが、かなり疲れているみたいだからベッドを借りて泊まってもらっただけだよ」

　ここの院長は、うちの空手道場に通っていたんだ、と言う鈴音に、八平は頭をかき、

「いやお恥ずかしい……じゃあ会長は、何の話をしようとしていたんですか？」

「い、いやその……」鈴音は両手の指を胸の前であわせ、上目遣いで、「やっぱり余命の話にしない？」

「やっぱりって何ですか!?」

「うぅ……わかった。言うぞ。薩さつ摩ま……八はつ平ぺいくん、私は……君が……」

　鈴すず音ねはへその下……丹たん田でんに軽く手を当て、大きく息を吸い……。

「好きだ！」

　そう言った瞬間、ドーン!!　と大きな花火の音がして、鈴音の声はかき消されてしまった。

　先ほどまでも花火の音は鳴っていたが、よりによって告白と同時に巨大花火が上がったらしい。

「お、花火すごいですね。見ながら話しませんか」

　八平は窓際へ移動する。鈴音はふらふらとついてきて、

「な、なんだ、今のタイミング……？　もしかして、私、何か、呪のろわれてるの……？」

　当たらずとも遠からじだ。呪われているのは八平である。

「ところで、聞こえませんでしたけど、さっき何て言ったんですか？」

「う……」

“〝ちょっとエッチなラブコメ漫画のようなハプニングが起こる呪い”〟……ラブコメ現象。

　八平は気づいていないが、今のは“〝告白しようとすると遮られる”〟である。絶妙のタイミングで誰かが入ってきたり、音が鳴ったりして邪魔されるアレだ。

　鈴音は潤んだ瞳で窓の外を眺め、

「なんで……私の告白、余命の宣告と勘違いされたり、奇跡のタイミングで大きな花火が鳴ったりして邪魔されるんだよぉ……」

　窓枠に手をつき、うずくまる。

「はは、花火、きれい……だなあ……」

「その体勢では見えないんじゃ……」

「いいんだ。私の一世一代の花火は散った」

　鈴音の心は折れかけていた。彼女が今一度告白しても、ラブコメ現象は一日最大二回起こるので遮られる可能性が高い。そうなれば、その心は完全にポッキリいくであろう。

　けたたましいサイレンの音とともに、救急車が到着するのが窓から見えた。

　鈴音はそれを死んだ目で見たあと、力ない足取りでドアへ向かっていく。

「……あ、会長」

「八平くん、好きな時間に帰っていいらしいよ」

「あの、さっき何なんて……」

「いや、もう……いいんだ……」

　言葉を失う八平に、鈴音は「ええい！」と叫んだあと、ポニーテールを大きく翻ひるがえしてこちらを向いた。

「や、やっぱりもう一度！　八平くん、私は君が……」

　一日二回まで起こる、ラブコメ現象――。

「好きだ！」

　その呪のろいに、今度は遮られなかった。

「……え？　会長……」

「い、言えたぁっ……」

　鈴すず音ねは両こぶしを握り、何度もかみしめるように目を閉じた。

「やった、やった……！」

　ラブコメ漫画なら「なんでもない」で流すところを鈴音はその意志で押し切った。

　呆ぼう然ぜんとする八はつ平ぺいを見て、鈴音は、「じゃ、じゃあまた！」と言って去っていく。

　八平はふらふらとベッドまで行き、くずれ落ちるように腰を下ろした。

「ま、マジで……？」

　一体俺にどんな奇跡が起こっているんだ。

　中学時代、ラブコメ現象で病原菌のように嫌われまくった俺に、幽霊、美人の義姉、可愛かわいいクラスメイトに続いて、皆のあこがれ会長にまで惚ほれられているだと？

　実は俺、死んでいるんじゃないか？

「ああそうだ、この楽しい高校生活そのものが天国なんだ。実は中学卒業を待たず自殺していて――」

「っておいおい、卑屈になりすぎじゃろが！」

　香か月づきが八平の際限のないマイナス思考を慌てて止めた。

「……鈴音の気持ちは本物じゃぞ。皆の糾弾からおまえを救うために、“〝私は薩さつ摩ま八平くんが好きだ！　彼にならなにをされてもかまわない！”〟……そうステージの上で、しかも全校放送で言ったからの」

「……そこまで」

　八平は言葉をうしなった。俺はそこまで会長に……。

（……いや、本当は俺、気づいていたんじゃないか？）

“〝あの会長が、俺なんかに、ないない”〟と思っていたけど、香月への気持ちが変わるのをおそれて、気づかないフリをしていたんじゃないか？

　そんな八平の姿を見て、香月は顔を伏せ、つぶやいた。

「これで……よかったのかの……？」

　八平は気づいていないが、先ほど、鈴音の二度目の告白が呪いで遮られなかったのは、香月がアシストしたからであった。

　香月は「八平、私と結婚しておくれ！」と叫んでいたのである。その時に二度目のラブコメ現象が消化され――救急車のサイレンの音だ――鈴音のリトライはうまくいったのだ。

　先ほど大きな花火が鳴ったとき、ラブコメ現象で鈴音の告白が邪魔されたのではないかと思い、こっそり戻ってきていたのである。

　身を削ってまで八平を救ってくれた鈴音への、せめてもの礼であった。



    

  
    
      
一章



　八はつ平ぺいは自室で正座し、目を閉じ、一～二十五までの数字が書かれたカードをよく切り、床に並べた。

　目を開くと同時に、腕時計のストップウォッチを押し、数字を一つずつ指さしながら「いちにさんしごろくしちはちきゅうじゅう……！」と数えていく。

　野球部時代から行っている、反射神経を鍛えるための訓練である。ラブコメ現象は突然起こることが多いので、筋トレと同じく大事なメニューだった。

　二十五まで数えたあと、八平はタイムを見て苦い顔をし、膝ひざを叩たたいた。いつもより〇・五秒ほど遅い。

「……くっ」

“〝八平くん、私は君が……好きだ！”〟

　鈴すず音ねの姿が、何度も脳裏に浮かぶ。

　まさか全校放送で告白し、自分を守ってくれたとは。

（だけど、俺には香か月づきが……）

　香月は八平と背中合わせで正座し、読書マシーンで本を読んでいた。八平の手製の器具で、モーターと連動した棒が一定の時間をおいてページをめくるものだ。

　八平が腕立、腹筋百回を行い、ようやく鈴音のことを意識の外に置くことができたとき……読書マシーンが空回りしているのに気づく。読み終えたため、めくるページがなくなったのだ。

「……あ、次は何を読む？」

　本棚を物色しつつ、考える。

（……香月に次の目標を用意したいな……）

　正直言って、実体化の有力な手がかりはない。

　だから八平は、香月が霊体のままでも充実感を味わえる方法を模索していた。

　文化祭で任せた着物選びも、その一つ。

　彼女はそれを必死で行い、生徒や来客から高い評価を得ることができたのだ。

　結果的に八平のミスで負けてしまったが、落ち込む彼に香月は、こう言った。

「おまえ以外誰にも認識されない私に、頑張る機会をくれた。私でも、人を喜ばせることができるのだと、わからせてくれた。その充実感も、お前の優しさも……」彼女は己の胸を見て、「私のここに、永遠に残るから」

　その充実感を、一時のものにしてはならない。

　むしろ着物選びをテストケースととらえ、そこで得た充実感を拡大していくべき。

　実体のない香月でも、目標を持って頑張る事ができ、誰かを喜ばせることができるもの。

　小説――である。

（俺が口述筆記すればいい）

　八はつ平ぺいが、かねてから考えていた、香か月づきが世界とつながるための手段であった。

　香月は大変な読書家だ。八平と出会う以前でも、盗み読みしてまで活字を求めていた。

　香月の天職はファッションデザイナー等かもしれないが、八平は彼女のイメージを形にすることができない。いくら彼が努力しても、そこには齟そ齬ごが生じてしまうだろう。

　だが、言葉なら、香月が言ったことをそのまま形にすることができる。

　幽霊が書く小説というのも世界初だろう。それが大きな強みになるかもしれない。

　でも、文化祭で頑張ったあとだし、もう少し経たってからでもいいかな……と八平が思ったとき、

「八平……私、小説が書きたいのじゃが……」

「え……」

　八平が振り向くと、香月が正座し、どこまでも真剣なまなざしでこちらを見ていた。

「ど、どうして？」

　香月は八平の考えていたことをなぞるように言った。

　もう一度あの充実感を味わいたい。精一杯頑張って、その成果を人に喜んでほしい。

　八平は、彼女の両肩に手を添え、大きな瞳を見つめて言った。

「……実は俺も、それを考えてたんだ！」

　八平は力強く立ち上がると、パソコンの前に座り、電源を入れ、ワープロソフトを立ち上げた。

　香月は、「私たち……以心伝心……えへへ……」と涎よだれを垂らしてから、キリっと真剣な表情になり、

「八平、一日二十分ほど……私が言う話を口述筆記してくれぬか？」

「いいよ。継続するのは得意だからな」

　ランニング、筋トレ……続けるのは八平の十八番だ。

「“〝その鬼はいつも一人だった。奥深い山のなかから、いつも人里を見下ろしていた”〟……」

　香月はとうとうと語り始めた。今までためていたものを吐き出すように、言葉をつむいでいく。八平のブラインドタッチはかなりの速さだが、それでも追いつかない。

「ちょ、ちょっと待ってくれ。速い。句読点で区切るか、ゆっくり話すかしてくれ」

「お、おお、すまぬ……では……」

　香月は、部屋中をゆっくり飛んで思し索さくしながらも、二十分、ほとんど喋しやべりっぱなしだった。その字数、二千字……かなりのハイペースである。

「二十分は短すぎないか？　倍の四十分にしてもいいんだぞ」

「い、いやそれは悪い。八平にこれ以上負担をかけたくない……」

「別に、気を使う必要はないぞ？　話は飛ぶが、香月ってノーパンなんだよな」

「お前が気を使え！」

　二人で話し合った結果、一日三十分ということに決まった。

（三十分でも短いな……でも、俺のキー打ちがもっと速ければ……そういえば、前に使った……）

　そう八はつ平ぺいが考えていたとき、玄関のチャイムが鳴った。

「お客さんじゃの」と言った香か月づきと一階へ降り、玄関のドアを開けると……そこにとんでもない美少女がいた。

　八平の胸ほどしか身長がなく、小動物のようにおずおずと見上げてくる。さらさらの髪が風にそよぎ、甘い香りがこちらへ漂った。

「ま、万まん石ごく浦うら……どうしたんだその格かつ好こう!?」

　八平の友人、万石浦ヒカルは、女の格好をしていた。

　黒を基調としたミニワンピース。そこから伸びた艶つややかな足……履いているのはヒールサンダルだ。髪は花のフリルがついたゴムでまとめている。

　そして、慎つつましいが確かにある胸の膨らみ。「まさか……」とつぶやく八平に、

「八平……ボク、女の子になっちゃったよ……」

　ラブコメ現象・女によ体たい化か……ついに起こったか……と八平はおののいた。

「一体どういうことだ!?」と驚いたフリをしつつ、万石浦を家に入れる。なんでも、今日起きたら女になっていたらしい。

「ところで、なんで女の格好してるんだ？　切り替えが早すぎるだろ……」

「だって、女の子が男の格好してるって、不自然でしょ？　目立つじゃないか」

「いや、その格好の方が目立つと思うけどな」

　そんなに可愛かわいければ……思わずそう言いかけた八平に、万石浦は「どうして？」と期待のこもったまなざしで聞いてくる。

　その熱さに、思わず八平はたじろぐ。そうだ、万石浦は文化祭で女装したとき、異様に俺にベタベタしてきた……。

　香月が不安げに、

「八平……万石浦の格好、どう見ても目立ちたくないからっていう次元ではないぞ。お前にアピールする気全開って感じなのじゃが……」

　いやまさか……普通なら、女体化するだけで大騒ぎのはずだ。すぐさま意識を切り替えて、俺を落としにくるなど考えられない。

　トイレの前を通ったとき、万石浦は足を止め、もじもじし始めた。どうやら小用らしい。

「万石浦、今日起きてからトイレ行ったか？」

「い、行ってないよ……」

　もしかして、女の子のやり方を知らないのでは……そう八平は思ったため、万石浦に「ちょっと待っててくれ」と言ったあと香月を物陰につれていき、手を合わせ、

「あのさ……本当に悪いけど、やり方教えてくれないか？」

「し、知らん、私はしたことがない！」

「すげーな、お前アイドルみたいだな……」

「アイドルはするわいっ！」

　なんとかトイレを終えさせ、自室に案内すると、万まん石ごく浦うらはきょろきょろ中を見回して、

「わぁ……これが男の子の部屋なんだね……」

「いや、おまえが住んでるのも男の子の部屋だけどな……」

　万石浦は敷きっぱなしの布団を見つけると、頬ほおを染めてあからさまに目をそらした。バリバリに意識している感じである。

「ど、どうしたんだよ。知り合った初日にエロ本を探したおまえは、どこへ行ったんだよ」

「エ、エロ本なんて……男子って、女子をそんな目で見てるの!?」

「自分の胸に聞けよ！」

　八はつ平ぺいはツッコみつつも、どうしたものかと頭を悩ませる。ラブコメ現象でこうなってしまった以上、あまり無む下げにもできない。

　そのとき、万石浦が何かぼそりとつぶやいた。目で問うと、彼女（まぎらわしいのでこう表現する）は慌てて「う、ううん、なんでもない」と言った。

「……」

　こ、これは……“〝ううん、なんでもない……”〟

　ラブコメにおいて、このセリフがでてきたときは大概本音を漏らした後である。

　普通なら聞き逃してしまえばそれまで。だが八平には相方の幽霊がいる。

「コーヒー淹いれてくるよ」と言い、香か月づきと一階の台所へ行き、お湯を沸かしつつ質問する。

「香月……さっき万石浦、“〝ううん、なんでもない”〟の前、なんて言ってた？」

「え」

「教えてくれないか。たぶん本音を漏らしたと思うんだ。方針を立てる上で参考になると思う」

「う……八平のためか？」

　そうだ、と彼がうなずくと、香月は耳まで真っ赤にして、

「は、八平、大好き……」

「か、香月……」

　万石浦、ガチで俺のことを……という恐怖心は芽生えたものの、香月がたどたどしく言う様子に八平は打たれた。

　……しかし。

「八平……ボ、ボクを襲って滅め茶ちや苦く茶ちやにしてくれないかな」香月は目をぎゅっと閉じ、両こぶしを握って、「汁という汁を流し込み、毛穴という毛穴から八平のにおいがするまで染めてくれないかな!!」

「長っ！　そして思った以上にディープだ！」

　八平は「マジか……」とつぶやきながら、ガクガク震えだした。

「まじじゃ……あの格かつ好こう見ると、完全に今日、勝負に来とる感じじゃの」

「しかし切り替え早すぎるだろ……女によ体たい化かしたその日に、俺を落としにくるか？　普通……」

　いつもの万まん石ごく浦うらなら、八はつ平ぺいが一階に降りたのを幸いに、霧きり子この部屋へ行き服をくんかくんかするのではないか。彼女は今日、佳よし乃のと出かけたため留守なのだ。

　今日だけは、それをしていて欲しい……と八平が思い二階へ戻ると、霧子の部屋から声がした。

　もしや、と思い中を覗のぞくと万石浦が座っていて、霧子のＴシャツを鼻に当て泣きながら、何かブツブツつぶやいている。

「お、おお、香か月づき、やはり万石浦は姉さんが好きなんだ！」

　香月はドアをすりぬけ、万石浦のそばへ飛び、そのつぶやきを聞いて戻ってきた。相変わらず顔を真っ赤にして報告する。

「は、八平、好き……」

「な……」

「駄目だよお……抑えきれないよお……霧子さんの部屋へ来て服をかいだら止まるかと思ったけど、自分の気持ちに嘘うそはつけないよお……」

「予想を遥はるかに超えていた！」

　万石浦は、霧子のシャツを掻かき抱いだき、イヤイヤしていたが……八平と目が合い、表情が凍りつく。

「あ……！」



    

  
    
      



    

  
    
      　あわてて立ち上がり、顔を曇らせて「ご、ごめん、気持ち悪いよね……」と言って八はつ平ぺいの脇わきを通り過ぎた。

　どうやら帰ろうとしているようだ。八平はその細い肩をつかみ、

「待てよ。せっかくコーヒー淹いれたんだ、冷めるじゃねーかよ」

「え……」

「飲んでゆっくり話してから、帰れよ」

　万まん石ごく浦うらの顔が、ぱあっと輝く。「う……うん！」とうなずいて八平の横に並び、「優しいね……」と言った。八平は「バッキャロー、そんなんじゃねえよ……」と言って鼻の頭をかく。

　香か月づきはそれを見て、「なんじゃその突然のぶっきらぼうキャラは……」と唖あ然ぜんとしていた。

　万石浦は、きちんと正座をして、カップを両手で包み込むように持ち、ふうふうと冷ましつつ飲む。

　その可か憐れんさにくらくらしながらも、八平は「万石浦、どこか行きたいトコとかないか？　つきあうよ」と言った。彼女はラブコメ現象に巻き込まれた被害者である。できるかぎりのことはしたい。

　万石浦は人差し指を顎あごに当てて、にこっと微笑ほほえみ、

「ええとね……銭湯！」

　八平は、その答えを聞いて安心した。

「おまえ、女湯に入る気か！　やっぱり、その姿でも女好きなんだろう！」

「違う！　そんなやましい理由じゃないよ！」

「え……」

　万石浦のまっすぐな瞳に、八平は気け圧おされたが……。

「身を清めてから、八平に抱かれたいんだ！」

「やましいよ！　つうか抱かれたいって言っちゃったよ！」

　八平は大きく息を吐いて、

「ていうか、それなら俺んちの風呂でも十分じゃねえか……って、おいおいおい、行くな！」

　万石浦は、足をダン！　と鳴らして、「じゃあ、どうすればいいのさ！」と叫んだ。

　八平は万石浦の二の腕をつかみ、優しく声をかける。

「お、落ち着けよ万石浦。俺たち、友達だろう？」

「友達、友達って……いつまでそんな都合のいい言葉で誤ご魔ま化かすつもり!?」

「いや、何も誤魔化してないよ！　むしろいいセリフ言ったと思うんだけど……」

「どうして、ボクに期待を持たせるようなことしたの!?」

「え、なんのことだ……？」

　全く心当たりがない。万石浦は指を一本ずつ折りながら、

「ええと、一緒に帰ったり、ごはん食べたり……」

「友達なら普通じゃね!?　つうか一緒に帰ってる時に、期待してたのか!?」

　驚きよう愕がくの事実である。なんだよこの修羅場は！　と八はつ平ぺいは泣きたくなった。

「抱くつもりがないなら、早く言ってくれればよかったじゃないか！」

「いや、言ったら逆におかしいよ！　なんで友達に、“〝お前を抱くつもりはないからな”〟ってわざわざ言うんだよ！」

「やっぱり八平は、ボクのことをいつまでも女として見てはくれないんだね……」

「いや、そんな妹キャラみたいに言われてもな……」

　いつまでもの期間が、万まん石ごく浦うらが今日家に来てから、今この時間までしかない。

　しかし……こうして見ると、かなり完かん璧ぺきに近い美少女である。長いまつげ、ほのかな花のような香り、抱きしめると折れてしまいそうな体……。

　だが、誘惑に負けてはならない。

　香か月づきが大事だし、もしも変な関係になったら、男に戻る明日から途と轍てつもなく気まずいだろう。男友達の中で一番仲がいいのだ。

　万石浦が女によ体たい化かしたときだけに、逢おう瀬せできる。斬ざん新しんすぎる織おり姫ひめ彦ひこ星ぼしである。

　万石浦は八平の掌てのひらを柔らかい頬ほおに導き、子猫のようにすりすりしながら、

「八平、据え膳食わぬは男の恥、とも言うよ？」

　女性の方からそういうことを望んできたら、男は誘いに乗るのが当然、という意味のことわざだ。

「いや、でも……そんな……」

「もう、八平、ケツの穴が小さいよ？」

「やめろ！　この状況でその慣用句を使うな！」

「ご、ごめん……」

「……いや、声荒げて悪かった……」

　ちょっと過剰反応だったな、と八平が反省していると、

「八平はケツの穴が小さくてもいいんだよね。ボクのケツの穴が大きければいいんだから」

「俺が受けなことを怒ったわけじゃねえよ！」

　なかなか危険な会話になってきた。根が純情な香月は、体育座りをして顔を隠している。おそらく真っ赤になっているに違いない。

　とりあえず……家にいつまでもいるのは危険だ。度重なる誘惑に、自制心がいつまで持つかわからない。

「万石浦……今日はいい天気だぞ。どこかに出かけないか」

「え……それって、デートってこと？」

「ま、まあそうなるかな……」

「やったあ！　八平、大好き！」

「もうお前、何の迷いもねえな……」

　そして、それを可愛かわいいと思う自分に戦慄する八平であった。



　八はつ平ぺいは万まん石ごく浦うらを連れて、映画館へ向かった。「ホラー映画が見たい」という彼女のリクエストに応えてのことである。

（やはりこれ、抱きついてくるパターンだよな……）

　そう思いつつ鑑賞していると、ゾンビが登場するシーンで案の定万石浦がしがみついてきた。

「八平、怖いよ……」

「ああ、俺も怖いよ」

「あは、男の子なのにだらしないよ。こういうの怖いんだ？」

　いや、怖いのは不覚にもドキドキしている自分にだ……と八平が思っていると「おい……」と底冷えする声が下から聞こえた。

　八平の腹から香か月づきが顔を出している、

「きさま……何をデレデレしておるんかの……？」

　八平は彼女をなだめるべく、落とし物したフリをしてかがみ、香月に顔を寄せた。

　右手を座席の下に伸ばし、「し、心配するな。誰が好きなのかは、わかってるだろ？」とささやく。

　頬ほおを染める香月に、ほっとしたのもつかの間……右手が、何か柔らかいものに触れた。

「もう、八平君、大胆ね……」

　突然の声に香月が飛びすさると、八平は、座席の下から霧きり子こが顔を出しているのを見た。

「おおおおおあああああああああ!!!」

　人知を超えた恐怖に、万石浦に抱きつく。うっとりと目を閉じる彼女。周囲の客から、「あんな可愛かわいい子と、あの野郎……」という視線が浴びせられる。

　霧子はその姿勢のままで、声をかけてきた。

「もう、八平君、誰が好きなのかはわかってるだろって言いながら私の胸を揉もむなんて……しかも映画館で……どれだけ大胆なの？」

　霧子の目が蛇のように光を失い、万石浦を見つめ、

「でも、今抱き合ってる、その子は誰かしら……？」

　ひい、と八平は思った。万石浦はさらに強く抱きついてくる。力一杯、四本の手で……。

（え、四本？）

　八平がそう思ったとき、

「全く、私をさしおいて」

　映画の光に照らされ、左隣から佳よし乃のが抱きついているのが見えた。

　ひい！　と再び声を出す八平。再び客たちが彼に注目し、美少女二人から抱きつかれているのを見て、あからさまな殺意を向けてくる。

　おまけに。

「じょ、女装した万石浦君とデート……八平君、やはり君は同性愛だったのか……」

　振り向くと、鈴すず音ねまでいた。告白以来会うのは初めてであるが、状況はそのことを吹っ飛ばすほど緊迫している。

「あ、会長、これはですね……！」

「い、いや、いいんだ……人には色々な価値観があるから……」

　八はつ平ぺいが弁解しようとしたとき、万まん石ごく浦うらが立ち上がった。

「違うんです。会長さん、八平は同性愛ではありません」

　おお、誤解を解いてくれるのか、と八平が思ったのもつかの間、

「ボクは八平のため、女になったんですから！」

「おおおいいいいい!?」

　周りの観客から、人を殺せそうな視線が飛んでくる。

　八平がみんなを連れて映画館を出ると、佳よし乃のが横に並んできた。その楚々とした可憐な顔立ちを見れば、八平との関係を“〝友達以上・肉奴隷未満”〟と自称する子とはとても思えない。

「八平さん、私とこれから二人で、どこかに行きませんか？」

　万石浦を放ほうってそれはできないし、皆の誤解も解いておきたい。彼が首を振ると、佳乃はあからさまに肩を落として、

「じゃあ、今度私とも、二人で遊びましょうね」

　それくらいならいいか、と八平は頷うなずく。佳乃が「計算通りです」とガッツポーズした。

　八平は首を傾かしげたものの、皆に説明できそうな場所を探して歩き始めた。

　今度は、鈴すず音ねがうつむきながら並んでくる。告白した相手が同性愛でないか不安なのだろう。白いブラウスに、デニムのショートパンツ。美脚がさらに強調され、直視できないほどまぶしい。

　こんな人に告白されたのか……と改めて思いつつ、八平は切り出した。

「あの、ところで、なんで映画館に？」

「街を歩いてたら、染そめ谷やさんからメールがあって……」

　へえ、佳乃とアドレス交換したのか、と八平が思っていると、鈴音がデパートのショーウインドウに目を止めた。

　上半身だけのマネキンに、ネックレスがかかっている。

「……会長、そういうの好きなんですか？」

「……うん、やはり憧あこがれるな」

　頬ほおを紅潮させる鈴音に、八平は、

「わかりました。ではパールのような物を持ってデパートに突入します」

「強盗!?　というかパールのような物じゃなくて、バールのような物じゃないのか!?」

「つまり、人造真珠ですね」パールは真珠のことである。「これの本物をください、と言います」

「普通の客だなっ！」

　最初から、真珠くださいと言えばいい気もするが。

「しかし八はつ平ぺいくん……君は普段通りだな。私が、一世一代の告白をしたというのに……」

　唇をとがらせる鈴すず音ね。八平はその手を取り、己の左胸に当てた。

「あ……八平くん……」

「ほら……こんなにピクピクしてます」

「ドキドキじゃなくて!?」

「俺、大胸筋動かせるんですよ。すごくないですか？」

「なんでこんなタイミングで、ウザい体育会系みたいな自慢を!?」

「……いやその」

　何を話せばいいのかわからないので、ボケまくっているだけだ。ピクピクで紛れたかもしれないが、かなりドキドキもしている。

「あれ、ドキドキしているな……ふふ」

　全然紛れていなかった。鈴音は自分の胸にも手を当て、「私だけではなかったのか……」と目を細めている。

　八平は、「あ、あえ」と変な声を出したが、他の四人が絶対零度の瞳でこちらを見ているのに気づき、慌てて再び歩きだした。

　目についたファミレスに入り、席に座る。万まん石ごく浦うらが「八平の隣はボクの場所」と言って横に座った。

　八平は皆を見回して、

「ええと、万石浦の話によると、今日起きると、なぜか体が女になっていたそうです」

　あまりにも正直すぎる説明だが、女になったのは誤ご魔ま化かしようがない。ここは正面突破で押し切ってしまおう。

「そ、そんな馬鹿な……」

　絶句する鈴音たちを、万石浦は冷笑する。

「ふふふ……みなさん、これが愛の力です。あなたたちは、八平のために自分の性を変えられますか？」

「いや、変える必要ないだろ！　みんな女なんだから！」

　鈴音が、「いや」とつぶやいたあと、

「八平君が同姓好きなら……確かに変える必要があるのかもしれない」

「え？」

「私は……その……その選択肢も……なくはない、と思う……」

「ま、マジですか……」

　どれだけ健気けなげなんだ。こんな健気アピールは史上例がないだろうけど。

「わかったわ、鈴音さん……協力するわ。手術は私がする」

　なんと霧きり子こが手を挙げた。手術もなにも、彼女は物理学専攻なのだが、鈴音の姿に胸を打たれたらしい。

「き、霧きり子こさん……」

　霧子は鈴すず音ねの手を握り、八はつ平ぺいの首にも手を当て、

「任せて……ちゃんと、八平君を女にするから」

「なんでだよ！」

「八平君が同性好きなら、あなたを女にすれば私たちにとって万事解決じゃないの」

「おおおおおおいいいいい!!」

　八平の叫びをよそに、佳よし乃のが「では、八平さんの手術をするかどうか、決をとりましょう」と手を挙げると、霧子……そして鈴音もおずおず挙手した。

「ええと、賛成過半数により、手術が決まりました……見苦しいですよ八平さん。日本は民主主義国家なんですから」

「民主主義以前に俺の人権は!?」

「ナチスドイツも、民主主義による選挙で選ばれたのですよ？」

「過ちと知りながら、暴走しようとしている！　……ていうか、会長まで……」

「いや、だって、その方が私たち三人にとってフェアだし……」

「俺が男のままでもフェアだから！」

　八平は叫んだものの……このままでは多数決で女にされてしまうだろう。どうしたものか、と悩んでいると、

「じゃあ、こういうのはどうかしら」

　霧子が、そう言って携帯を取り出し、少し操作したあとテーブルの上に置く。ディスプレイには数値が表示されていた。

「これは、八平君の体内に埋め込んだ心拍数計なんだけど……あら、急激に上昇しているわね」

「そりゃするよ！　知らぬ間に器具が体内に埋め込まれていたら！」

「ふふふ、冗談よ。さっき首を触ったとき、つけたものよ」

　八平が首筋を触ると、確かに薄いテープのようなものが貼はられている。

「八平君にアピールして、一番ドキドキさせた人が、八平くんを一日自由にできる権利を得る、というのはどうかしら？」

「そ、そんな！」

　万まん石ごく浦うらが抗議した。

「あら、万石浦君、怖いのかしら？」

「は、はい、怖いです……ボクは昨日まで男でしたし……女らしさという面では、負けると思います。武器は八平が好き、ただそれだけですから……」

　ピピピピ！

「ああ、数値が急激に上昇しています！」

　佳乃の報告に、霧子は舌打ちしたものの……一度深呼吸をして、八平に向き合った。

「八平君……昨日私、怖い夢を見たの」

「うん？」

　そうか、怖い夢の話をして、ドキドキさせようという魂胆だな、と八はつ平ぺいは思った。

（さすが姉さん……この勝負は心拍数を上げれば勝ち。別に恐怖でもいいってわけだ）

　やはり発想が柔軟だな、と感心した八平に、霧きり子こは、

「夢の中では、私と八平君は水溶液で満たされたビーカーの中で、脳だけの存在になってコンピューターとつながり、永遠に愛し合ってるの」

「……え？　それって姉さんの理想じゃないか……」

　常識ではありえないが、霧子はそのビーカーを「愛の巣」と呼び、その未来を実現させるため努力しているのだ。

　八平は、はたと合点した。

「なるほど。異常さに気づき、自分が怖くなったってことだね？」

　霧子は「え？」と首をかしげたあと、花嫁のように微笑ほほえみ、

「ううん。幸せすぎて怖い夢ってことよ」

「その価値観が怖いよ……つうかそれ、俺にとって怖い夢だよ！」

「ふふふ、私、そんな未来図を描いてるの。健気けなげな女でしょ？　ドキドキしたでしょ？」

　どうやら真剣にそう思っているらしい。

「八平君、怖い夢を見たから、今日一緒に寝ていい？　ゆっくり眠れるはずよ。そう……ゆっくりね……」

「何その思わせぶりな感じ！」

　気づいたらビーカーの中ということもありえる。

　我が家のサイコホラーぶりを再確認し、八平の心拍数はかなりの上昇を示した。

「俺、ドキドキ大会っていうから、ポッキーを両サイドから食べていったりとか、“〝あーん”〟してくれたりすると思ったんだけど……」

　霧子はぷいっと顔をそむけて、

「そ、そんなの恥ずかしいじゃない」

「姉さんの羞しゆう恥ち心しんの基準はどこにあるんだ……？」

「じゃ、じゃあ八平……」

「お前がやるのか！」

　フライドポテトをくわえた万まん石ごく浦うらに、八平はつっこんだ。

「万石浦さん、あなたの番は既に終わっています……次は私ですね」

　佳よし乃のが手を挙げるも、珍しく目を泳がせて、

「でも、私、どうしたら……霧子姉様のようにセクシーでもないですし、会長さんのようにスタイルもよくないですし……」

「……普段の佳乃のままで、いいと思うよ」

　イイ事を言う八平に、佳乃は「わ、わかりました……」とゆっくり立ち上がり、可か憐れんな唇をそっと開いて、

「では、八はつ平ぺいさんが使っているコップを舌で……」

「時と場所を選べ！」

　確かに普段の佳よし乃のだし、時と場所を選ばれても困るが。

「冗談です……で、では薩さつ摩まさん……」

　佳乃はフライドポテトを口にくわえ、おずおずと差し出してきた。

「な……」

　ポテトの先端が、かすかに震えている。佳乃の緊張が伝わっているのだ。八平が魅み入いられたように口を差しだし、その端をくわえようとしたとき……。

　佳乃はいきなり方向転換し、霧きり子ことポテトを食べた。確かに霧子も、薩摩さんである。

　アホ面づらをさらす八平に、佳乃はニヤリと笑い、

「あは、ひっかかりましたね」

「く、くそお、こいつぅ……！　しかしさすが佳乃……！」

「まだまだ八平さんも甘いですね」

　佳乃はそう言ったあと、うつむいて顔を真っ赤にし、左胸を押さえた。細い首には汗が浮かんでいる。

（染そめ谷やさん、実はいっぱいいっぱいだったんだな……）

　鈴すず音ねと霧子はほっこりしている。

　一方、八平は目をぎゅっと閉じ、膝ひざの上で手をガクガクさせながら感動に震えていた。



    

  
    
      



    

  
    
      　なにこれ？

　文化祭の最後、クラスメイトからゴミを見るような目で見られたことを思い出す。つらかった……暗黒の中学時代の再現だった。

　だが今日は、皆のあこがれの生徒会長、美人の義姉、可か憐れんなクラスメイト……こんな面々に囲まれている。

　なんだろう。俺、死ぬんじゃなかろうか。

　ともあれ、香か月づきのことも心配だ。あまり寂しがらせるわけにもいかない。

　八はつ平ぺいはトイレに立ち、個室に入って香月と向き合った。

　彼女は大きな胸の前で腕を組み、そっぽを向く。

「ふん、順調にハーレムを拡大しておるのう？　まさか男までメンバーに入れるとは思わなかったわい……戦国武将か？　お前は」

「い、いやそれは……」

　香月は濡ぬれ羽ば色いろの髪を人差し指にからませ、上目遣いで、

「じゃが……その、本妻は私じゃぞ？　あまり、ないがしろにしないで欲しいな……」

「か、香月！」



　八平がトイレから戻ると、鈴すず音ね以外の全員がジト目で睨にらんできた。

　霧きり子こが頬ほお杖づえをつきながら、

「八平君……なんで男子トイレに行って、私たち三人のアピールよりも心拍数が上がるのかしら……」

「……はっ！」

　八平が浮遊する香月を見ると、舌を出している。どうやらさっきのあざといセリフは、ちょっとした腹いせらしい。

「さて、次は会長さんよ」

　霧子が鈴音に目配せした。「は、はい」と彼女は視線を泳がせる。どうしていいか困っているようだ。

「あの、あの……」

　鈴音は八平の隣に移動してきて、彼の左手を両手で包み込むように握った。彼女の手は冷たいが、八平の体温が移っていくのがわかる……そして、「大好きです」という声が彼の耳に届いた。

　ピピピピピ！

「ああ！　かつてないほどの上昇です！　さっきのトイレを上回っている！」

　佳よし乃のの報告に、香月は絶句した。さっきの香月のアピールはあくまで計算……だが今の鈴音の言葉は、心情を素直に吐露したものだ。心に届かないはずがない。

「……？　あれ？」

　鈴音が首をかしげ、「失礼します」と言ってトイレに行った。皆が怪け訝げんに思っていると、呆ぼう然ぜんとした表情で戻ってきて、

「あの……私、男になった……」

「「「「「えええええ!?」」」」」

　霧きり子こですら絶叫する展開である。

　確かに鈴すず音ねのブラウスごしの胸がぺたんこになっていた。どうやら今日は「女によ体たい化か」ではなく、「性別転換」だったらしい。

　鈴音は「うっ……う……」と泣き始めた。八はつ平ぺいはあわてて駆け寄り、その背を撫なでる。ラブコメ現象のせいで会長を悲しませてしまった……そう思ったのだが。

「これで、同姓好きな八平君と結ばれる……」

「どこまで健気けなげなんだあなたは！」

　八平は驚きよう愕がくし、佳よし乃のの持つ心拍数計がさらなる上昇を示す。

「か、会長さんの優勝です！　これで八平さんを、一日好きにする権利が与えられます！」

　そうか……と鈴音は八平の顎あごをつかみ、

「よし、では……結ばれよう」

「だ、だめですよ！　なんで俺の周りは、チャンスを生かそうとする人間ばかりなんだ……」

「もう、八平君、ケツの穴が小さいぞ？」

「俺は受けなの!?」

「当たり前だろう」

「なんで!?」

　八平の絶叫が、ファミレスにこだまする。

　かなりのピンチだが、ラブコメ現象によって迷惑がかかっている鈴音と万まん石ごく浦うらを放ほうって逃げるわけにもいかない。

　どうすべきか……と思っていると、窓の外を魅み剣つるぎ柚ゆず姫きが歩いているのを見つけた。

　目にかかるほどの長い前髪に、野や暮ぼったい二つおさげ。

　ジーンズと、黒いシャツという地味すぎる格かつ好こうにもかかわらず、その抜群のスタイルから周囲の注目を集めていた。

　その左手を恋人のように掴つかんでいる小柄な少女は、護衛の長は谷せ部べ忍しのぶだ。

　本気で愛する柚姫の顔をチラ見し、「はぁぁ……」と感嘆のため息をついては、両りよう膝ひざをすりあわせる。シャツの胸がダダ漏れされたヨダレにより光っていた。

　ミニスカート姿が新鮮だが、太ふと股ももに何かで刺したような古傷が見える。

　八平は携帯を取り出し、机の下で画面を見ずに打だ鍵けんした。学校で香か月づきとコミュニケーションするために、こういう訓練もしていたのだ。

“〝俺をドキドキさせる対決”〟をしていて、今のままでは大事なものを失ってしまうのだ、という文章を作る。

　そして、机の下を少しだけ見て、柚姫に送信……彼女が気づいてくれ、ファミレスに入ってきた。

「あ、ああ、魅み剣つるぎさん！」

　八はつ平ぺいはしらじらしく挨あい拶さつし、状況を説明した。無論鈴すず音ねと万まん石ごく浦うらが性別転換したことは黙っているが。

　柚ゆず姫きは大きな胸を押し上げるように腕組みして、

「なるほど……薩さつ摩まさんをドキドキさせればいいのですね？」

　忍しのぶが「ゆ、柚姫様、なぜあなたがそんな対決を……」と愕がく然ぜんとしている。

　八平は隣に座った柚姫に、「すいません」と小さく言うと、「いいんです、あなたを疑ってしまったお詫わびです」と返された。

　八平はなんのことかわからなかったが、

「魅剣さん、あとでしっかり、礼をしますから……」

「そんなの結構ですが……参考までに、何をいただけるんです？」

「好きなときに、俺に牛乳をぶっかけてください。そのための人形になりましょう」

「それはもういいですわっ！」

　柚姫は数々の不運から、八平に“〝白濁した飲み物を口から噴射して人にかけるのが大好き”〟な子だと思われている。

　物語のキーパーソンなのだから、そろそろぶっかけキャラから卒業したいところだろう。

　八平は大きくうなずいて、

「魅剣さん、わかってますよ、フェイントなんでしょう？　一度それでやられましたからね……」

「なんか私、あなたを救いたくなくなってきましたわ」

　柚姫はぶつぶつ言いながらも、細い指を額ひたいに当てて思案を始めた。

　だが、飛び入り参加の彼女に、鈴音を上回る結果は期待しづらい。

　だから……八平は、再び机の下で打だ鍵けんし、香か月づきに指示を出した。

“〝もう一度、全力を尽くして俺をドキドキさせてくれ。俺もドキドキするようがんばる”〟

　香月はそれを読み、頭をひねり始めた。

　柚姫は熟考の結果、長めのフライドポテトをくわえて、「ど、どうぞ……」と八平に差し出してきた。佳よし乃のの二番せんじだが、おとなしい柚姫がそこまでしてくれたことに八平の心拍数はかなりの上昇を示す。

　だが鈴音の時の心拍数には及ばない。八平は横目で、香月を窺うかがった。

　彼女は羞しゆう恥ちに唇を噛かみながら、浴衣の両肩をはだけ、その巨乳の上半分を見せてくる。以前遊園地で食らったことのある攻撃だが……今の八平は知っている。彼女が下着を一切つけていないということを！

（か、香月！　お前はそこまで可愛かわいくて、エロい体なのに、どうして触れないんだ!!）

　それは……海で漂流したときの苦しみに似ている。喉のどは渇いても、周りにいくらでもある水は飲めないのだ。

　八はつ平ぺいの心拍数は、欲望と運命に対する怒りのためにどんどん上昇していく。

「……？」

　そして、彼は気づいた。眼がん前ぜんの柚ゆず姫きが放つ、圧倒的な怒りに。

　フライドポテトは噛かみ砕かれ、きれいな歯がぎりぎりと軋きしんでいる。

（え……なんで怒ってるの!?）

　八平には知る由もないが、柚姫だってそりゃ怒る。恥ずかしさをこらえてこんなことをしているのに、頼んできた本人が他の女性を見ているのだから。

「え？」

　八平の唇が、柚姫のそれに塞ふさがれた。

　一瞬、何がなんだかわからなかった。

　皆の悲鳴が聞こえる。心拍数は、これ以上上がると死んでしまうのではないかというほどだ。

　柚姫は自分の行動に驚くように目を見開いたあと、慌てて離れた。

「ふ、ふん、ですわ。私の優勝ですね」

　なんでもないフリを装っているようだが、全身はぶるぶる震えている。そして、動揺を誤ご魔ま化かすようにフライドポテトを勢いよく食べはじめた。

　そして、佳よし乃のがドリンクバーから持ってきていたホワイトソーダを飲む。いよいよぶっかけられるか、と八平は身構えたが、柚姫は半分ほど飲んで、不敵に笑った。何か一つ壁を乗り越えたかのように……彼女はあえて白濁した飲み物を飲むことで、ぶっかけキャラのイメージを払ふつ拭しよくしたかったのである。

　以前、八平の家で香か月づきが彼にキスした時……驚いて噴射してしまったが、今はあらゆる事態を想定し、心構えをしている。

　……が、そのとき万まん石ごく浦うらが「く……ボク、八平のため女になったのに負けた……」と言い、膨らんだ胸元を無念そうに見た。

　柚姫は噴射しかけたが、ぎりぎりで思いとどまった。がんばって柚姫！　ここで変なキャラを払拭するのよ！　と自分に言い聞かせながら。

　しかし、現実は無情だった。鈴すず音ねが「私なんか、男に変身したのに……」と引き締まった胸元を見せたとき、

「ぶ―――っ!?」

　さすがにこらえきれなくなり、柚姫はホワイトソーダを噴射した。

　鈴音にかかろうとしたが……八平はカード指さしで鍛えた反射神経で間に飛び込み、顔面でもってガードする。

　柚姫が噴射しないのはフェイントに違いないと確信し、どこに飛んでも受け止められるよう構えていたのだ。

　ぶっかけの人形と化すと言った以上、受け止める義務がある。

「は、八平くん、ありがとう！　私をかばってくれて……」

　鈴すず音ねの礼を受け取らず、八はつ平ぺいは両手を高く突き上げた。

「うわあぁ！　またぶっかけられちゃった！　最高！」

　魅み剣つるぎさんはキスまでしてくれたのだ。ここは全身全霊を尽くして演技をしなければならない。そんな彼を見て、香か月づきが「八平、お前という奴は……」と感動している。

　ふう、男に変化した会長と、変な関係になるよりは安いものだ……と八平が安あん堵どした時、

「八平君……ぶっかけられるのが好きなの？」「なるほど、そうだったのですか……」

　霧きり子こ、佳よし乃のの穏やかな声が聞こえる。二人はすでに、お冷やを思い切り口に含んでいた。

「い、いや、違うよ？　俺はその……」

「「ぶ――っ！」」

　ぶっかけ祭りが開幕した。



　ファミレスに出入り禁止を食らいつつ、皆で帰路につく。八平と柚ゆず姫きは、一番後ろを歩いていた。その脇わきを、不安げに香月が浮遊している。

「いや、ご迷惑をおかけしました……でも、魅剣さんにとっても、ぶっかけ祭りに参加できたんだから、いい休日になったのではないですか？」

「できれば一生参加したくなかった……というか、そんな祭りはあってはなりません！」

　柚姫は思い切り顔をそらし、

「ファーストキス……だったんですから……」

「え……あ」

　ドタバタ騒ぎで忘れていたが、八平は柚姫にキスされていたのである。

　ファーストキスがぶっかけにかき消されてしまうとは、かなり悲劇のヒロインといえよう。

「魅剣さん、どうしてあんなこと……」

　柚姫は明後日あさつての方向を向いている。自分でも理由をつかみかねている様子だ。

「あの……魅剣さんには俺を一日好きにする権利があるらしいのですけど、いります？」

「は、はあ……では来週、私たちに力を貸していただけませんか？」

　柚姫は立ち止まり、大きな胸の前で手を合わせ、

「実は生徒会が、野球部と試合をすることになりまして……負けたら、鈴音さんと私が野球部のマネージャーにならなくてはならないのです」

　葛か西さい高校の野球部は、県でベスト16に残るほどのチームだったが、去年起きた暴力事件による出場停止から士気が落ちており、練習をほとんどせず、部員たちの間にも亀き裂れつが走っているらしい。

　それを見かねた鈴音が一言申したところ、“〝じゃあ生徒会と野球で勝負しましょうよ。そっちが負けたら……”〟となったという。八平はあきれた。

「な、なんて臆おく面めんもないんですか。うちの野球部は……」

　鈴音が会話に入ってきて、神妙な顔をした。

「確かにハンデは大きいが、そういう状況で勝ってこそ彼らの目を覚ますことができるかもしれないと思ってな……」

　八はつ平ぺいは苦笑し、「会長がその方が燃えるからでしょう？」と言うと、鈴すず音ねはニコっと笑った。彼女は高校から家の事情で空手に転向したが、それまでずっとエースで四番だったのである。

「ふふ、八平君はやはりわかってるな……君は中学時代かなりやっていたんだろう？　どこを守っていたのだ？」

「ええと、センターですね。地元の塩しお崎ざき市しではちょっとした有名選手でしたよ」

「ほう」

「“〝日本のイチロー”〟の異名がありました」

「それはイチローだ！」

　イチロー以外に名乗ることは許されない称号である。

「そうだ、実は私にも“〝レッドソックスの松坂”〟の異名があったな」

「それは松坂ですよ！」

　なんで変な対抗心を燃やすのか、よくわからない。

　ともあれ、久しぶりに野球ができるチャンスだ。ラブコメ現象で中学時代のように退部になるのが怖くて、部には入らなかったが……対抗戦くらいなら……。

「喜んで。会長と魅み剣つるぎさんの力にならせてください」

「よかった！　一度君と野球がしたかったんだ！」

　そう言ったあと、鈴音はうつむき、

「しかし、男になってしまったの、どうしよう……」

　明日になれば戻りますよ。そう八平が言うと、「うん、君が言うなら信じる」とあっさりうなずいた。

　この人、悪徳商法とかに騙だまされないかな……と心配になる。

　時間を確認するため、携帯を取り出そうとしたところ、ポケットの中に入っていない。

「あれ？」

「これは薩さつ摩ま君のか？　さっき、ファミレスで落ちていたのを見つけたのだが」

　そう言って、前を歩いていた忍しのぶが渡してくれた。

　ありがとうございます、と言って受け取る。しかしいつの間に落としたのか？

　そういえばこの人、ガチで愛してるはずの魅剣さんが俺とキスしたのに何も言わない……なぜだろう？

　忍はうつむいて、何かを考えているようだ。



    

  
    
      
二章



　香か月づきはその日、八はつ平ぺいと朝早くからパソコンに向かった。

　小説の執筆を始めてから一週間が経過している。いつものように、香月がゆっくりと言葉を発しようとしたとき、八平が言った。

「香月、今日からは、少し早めに言っていいぞ」

　香月は首をかしげたが、言われたとおりいつもより速いテンポで文章を言っていく。

（……む？）

　確かに、八平が文字を打ち込むスピードが速い。なぜだろう、と思って彼の手元を見ると、いつものローマ字打ちではなく、ひらがな打ちになっていた。

　ひらがな打ちになると、速度がかなり速まる。ローマ字打ちなら「ま」を打ち込む場合「ＭＡ」と二回打たねばならないが、ひらがな打ちだと「ま」のキーを打つだけで済む。小説のように膨大な字を打つ場合、その差はかなりのものになるだろう。

　香月は、八平に打ち込んでもらう時間を、「一日三十分」と決めている。打つスピードが速まれば、書ける量がそれだけ増える。

「八平……練習したのか？」

「ん？　おお」八平は顔を伏せて、頭をかきながら、「前に使ってたタイピングソフトがあったからな」

　香月は顔をほころばせ、八平の背に頬ほおを寄せた。

　ここまで応援してくれるのだから、絶対に期待に応えなければならない。

「八平……ありがとう。私はがんばるぞ！」

　力強く両こぶしを握って言った、が……。

　十分後、彼女は大きな胸を押し上げて腕組みし、考え込んでいた。先ほどからまったく言葉がでてこない。

　辛抱強く待っていた八平に、

「のう……味、とは、どういうものなのじゃ？」

「え？」

　香月が書いているのは、人里離れた山に住んでいるひとりぼっちの鬼が、人と仲間になろうと奮ふん闘とうする話だ。

「鬼が人を助け、そのお礼に料理を作ってもらうシーンじゃが……うまく書けぬ。私は何かを食べたことがないから」

「味か……ええと……」八平は額ひたいに手を当て、うなった。「まったりとコクがあるとか……いや、そういうことじゃないな…………ええい！」

　立ち上がり、叫ぶ。

「香月、おまえのために料理を作る！」

　驚く香か月づきを、八はつ平ぺいは一階の台所につれてきた。

「香月、料理をおいしく作るコツを知ってるか？」

　香月は少し考えたあと、上目遣いで、

「だ、大事な人が喜んでくれるよう、一生懸命作る、とかかの？」

「……え？　いや、その……料理の本通りに作るということだ」

　素で返された。うわー！　恥ずかしい！　と香月は両手で顔を隠す。黒髪を振り乱して悶もだえる彼女に、

「いや、誰かのことを思って作ることも大事だぜ？　うん」

「慰なぐさめられた！」

「でも、スポーツでもなんでも、精神論に頼るのはよくないと思うぞ」

「慰めてからの追い打ち!?」

　俺もそんなに料理が得意なわけじゃないがな、と八平は料理の本を開き、

「普通の朝飯作ったんじゃありがたみがないからな。ちょっと手の込んだもの作るよ」

　香月は居間に正座し、台所に立つ八平の姿を眺めた。

　一時間ほどして……「お待たせー」という声とともに、八平がお盆を持ってくる。

　彼はテーブルに、ご飯、具だくさんの味み噌そ汁しる、コロッケ、付け合わせのサラダを置いた。

「おおお……手が込んでいるのう」

　香月は目を輝かせて、テーブルの上を眺める。

　八平が箸はしをとり、コロッケを割ってつまみ、香月にさしだしてきた。

　香月は大きく口をあけて、食べるしぐさをする。

　自分には、味の描写はできない。

　だけど、感謝の気持ちを描写することはできる。

　この世に現れてから初めて、八平が自分のために作ってくれた料理……今の気持ちを文章にすればいいのだ。

　香月は勢いよく立ち上がり、

「八平……料理を作ってもらう鬼の気持ちが分かった！　いい文が書けそうな気がする！」

「おお、そうか」

「しかし食べられないのが悔しいの……」

「見た目だけよくて、味は大したことないかもしれないぞ？」

　香月が食べられないからといって、手を抜いた？

　八平はそんなことしない、と香月が言おうとしたとき、霧きり子こが帰ってきた。大学に泊まり込んでいたため疲れた表情だったが、料理を見た瞬間ダッシュし、テーブルを眺め、

「まあ！　八平くん、こんなの作って待っていてくれたの？」

　そう言って座り、勢いよく食べ始めた。

「おいしい！　とってもおいしいわ！　コロッケはとてもホクホクしてるし、味噌汁もすごく丁寧にお出だ汁しをとってる」

　八はつ平ぺいは顔を真っ赤にして、奥歯を噛かみ、

「そりゃ、料理の本通りにやったからね。ものすごい読んだからね」

「なんでそんなに強調するの……？」

　首をかしげる霧きり子こをよそに、香か月づきは先ほどの「料理をおいしく作るコツ」について自分が言ったことを思い出し、柔らかく微笑ほほえんだ。

　八平は霧子に抱きつかれながら、

「ところで姉さん、朝帰りなのに大丈夫？　これから運動しなきゃならないけど……」

　今日は、八平が鈴すず音ねたちの助すけっ人ととして参加する生徒会vs野球部の試合の日である。



　ジャージ姿の八平は、自軍ベンチからグラウンドを見渡し、久々の試合に気持ちを高揚させていた。

　葛か西さい高校近くにある市営球場。客席には、生徒たちがたくさん来ていた。美少女の鈴音と柚ゆず姫きがマネージャーになるかを賭かけて戦う……確かに見み物ものだろう。

　八平は今日のためにバッティングセンターに入り浸り、壁当てなど守備練習も行ってきたが……勝てるかといえばちょっと厳しいメンバーだ。

　八平、鈴音はともかく、霧子、佳よし乃の、万まん石ごく浦うら、柚姫、忍しのぶは素人である……残りの二人は鈴音と万石浦がつれてくると言っていた。

「しかし会長。どうして生徒会のメンバーがいないんですか？」

「え、あ、その……」

　八平は口ごもる鈴音を見て悟る。自分は生徒会メンバーに相当嫌われている。鈴音の人徳をもってしても、集めることができなかったのだろう。

　鈴音は気を使ってくれているらしく、目を泳がせながら、

「あの、八平くんがかっこ良すぎて、一緒にプレイなんかできないって……」

「気の使い方ヘタですねっ！」

　鈴音はあわあわして、

「でも私は、君がいれば勝てると信じているんだ」

「気を使っていただきありがとうございます」

「うう……今のは本当なのに……」

　肩を落とす鈴音をうながし、ベンチの前でキャッチボールをする。

　彼女の着ているユニフォームは中学時代のものらしい。何度も全国大会に出場している強豪チームである。

　しばらく軽めに投げあっていたが……鈴音の本気の球を見たいと思い、八平はグラブをキャッチャーミットに変えて座った。

　鈴音は不敵に微笑み、大きく振りかぶってボールを投げてきた。ビシィ！　と八平の肩にまで響くキレと速さを併せ持ったボールだ。

　す、すげえ……と八はつ平ぺいが唸うなっていると、観客席のざわめきが聞こえた。

「み、見ろ、北きた見み会長が投げるみたいだぜ」「“〝レッドソックスの松坂”〟が再び見られるのか……」

　どうやら異名は本当だったらしい。

　八平はキャッチボールを終えると、鈴すず音ねに歩み寄り、

「会長、ところでメンバーを連れてくるとおっしゃってましたが……」

「紹介しよう。かえで先生、どうぞ！」

　八平の担任・二十九歳独身のかえで先生がベンチから出てきた。

　驚く八平に鈴音は、

「八平くん、かえで先生は貴重な戦力だぞ」

　会長と同じように経験者かな、と思ったが、

「野球部の副顧問をしておられるからな。チームの弱点を熟知している」

「そういう戦力!?　つうかいいんですか!?　さらに野球部がバラバラになる気がしますけど……」

　かえで先生は整った顔を悲しげに伏せ、

「薩さつ摩ま君。創造の前には破壊が必要なのよ。私も苦渋の決断だったけれど、北見さんの提案を受け入れたの」

「先生、その手に持っているのは、会長が文化祭で獲得したハワイ旅行ペア券では……」

　生徒会チームが優勝したあと、鈴音がジャンケンで勝ち取ったものだ。これで買収されたらしい。

「いいじゃない！　私、ひとりでハワイ行くって決めたのよ！　苦渋の決断だったわよ！」

「知りませんよ！」

　確かに苦渋かもしれないが。

　八平はメンバーを見回し、

「しかし、俺たちほとんど生徒会じゃないけど、生徒会チームって名乗っていいのかな？」

　ぶかぶかのユニフォーム――八平の小学校時代のお古である――を着た佳よし乃のが近づいてきて、

「ご安心ください、八平さん、我がチームにふさわしい、士気が上がる名前を登録してきました」

　見てください、と佳乃が指さした電光掲示板に、敵チーム名が“〝葛か西さい高校”〟そして……自軍は“〝薩摩ハーレム”〟と表示された。

「おおい！　なんだあのチーム名！」

「我がチームにふさわしいでしょう」

「ふさわしくねえよ！　なんでハーレムの中に先生いたりするんだよ！　それに、むしろ敵の士気が上がってるよ！」

　野球部は、八平を親の敵かたきのように睨にらみつけてくる。客席からも、「野球部、頑張れよー！」「薩さつ摩まを倒せ！」などの声が聞こえてきた。完全にアウェーだ。

　万まん石ごく浦うらが憮ぶ然ぜんとして言う。

「全く……何でボクが薩摩ハーレムの一員なんだ？　つきあってられないね。失礼するよ」

　そして、ベンチ裏に歩いていったが……髪を結んで女装モードになると、「はっぺー！」と言って抱きついてきた。

「八はつ平ぺい、がんばろう、ハーレムの繁栄のために！」

　切り替えの早さに突っ込む気すら起こらず、八平は黙って頭を撫なでた。客席からの怒号がさらに大きくなる。美少女が増えたと思っているらしい。

　しかし、万石浦が女装したと気づく者もいるだろう……八平が彼に、それでもいいのか、と聞くと、

「大丈夫。社会的には死んでも君を、愛するよ」

　お前が使うのかよ！

　八平が突っ込んだらメタフィクションになることを言った。

　にこにこ笑う万石浦を見て、八平の心にある疑問が浮かぶ。

（こいつまた……女によ体たい化かしたんじゃないだろうな？）

　八平はそう思ったため、万石浦の胸に手を当て、撫で下ろし、ほっとした。

　男のままであったため、安心したのだ。

　近くでなりゆきを見ていた香か月づきが、耳打ちしてくる。

「それをするなら、“〝ほっと胸を撫で下ろした”〟ではないのか……？」

「ほおおっ!!　んほおぉおおおおっ!!　と万石浦の胸を撫で下ろした方がよかったか？」

「意味がわからんわっ！」

　ただのテンションの高い痴漢である。周囲がほっとできなさそうな人だ。

「ところで万石浦……お前、メンバーを連れてくると言っていたけど……」

　万石浦は、「安心してよ」と胸を張った。珍しく頼りになるなあ、と思った八平だったが、

「野球部のマネージャーを、金で引き抜いておいたよ」

「おまえ、野球部の亀き裂れつをさらに広げてどうするんだよ！　しかも薩摩ハーレムの厚みが増すよ！」

　万石浦が、ショートカットの活発そうなマネージャーを連れてきた。胸の前で力強く両こぶしを握り、

「私、この試合に勝って、野球部の皆を目覚めさせてみせます！」

「君が目を覚ませ！」

「ハーレムの一員としてもがんばります！」

「万石浦、おまえいくら払ったんだ!?」

　八平が野球部の方を見ると、もはや殺意すら込めた視線を送ってくる。バットの手入れを全員でしており、それが凶器的な意味で使われそうな気配すら感じる。部員たちの結束は強まっているかもしれない。

　ともあれ、こっちはギリギリ九人しかいないのだ。このメンバーで戦うしかない。

　八はつ平ぺいたちは車座になって、作戦会議を始めた。霧きり子こと佳よし乃のは隣りあい、「野球のやりかた」という本を読んでいる。

　その姿に不安を覚えつつ、八平は言った。

「ではまず打順を決めましょう。一番から……」佳乃が、ハイと手を挙げた。「へえ、佳乃、積極的だね」

「ええ、この本を読むと、“〝チーム内で最速の選手が務める打順である”〟と書いてあります」

「佳乃って、足速かったっけ？」

「いえ、我が薩さつ摩まハーレムにおいて、最速で八平さんにデレたのは私ですから……」

「そんな理由!?」

　確かに高校初日の通学でデレたけれども。

「それに、薩摩ハーレム、一番というのは心惹ひかれる響きですからね」

　そう言った佳乃に対抗してか、霧子が「はい」と手を挙げた。八平の中学時代のユニフォームを着ている。丈は合っているが、かなり胸がきつそうだ。

「じゃあ私は、四番がいいわ」

　八平は意外な気がした。姉さんなら、この流れで一番を譲らないと思ったのだが……。

「この本を読むと、もっとも破壊力のある選手、と書かれているわ。この胸を見れば誰だってそう思うでしょう？」

「おいおいおい！　野球は!?」

「野球の前に、ここは薩摩ハーレムでしょう！」

「う、うん？　俺が間違っているのか……？　しかし……」

　八平は、鈴すず音ね、佳乃と共に霧子の爆乳を見て「確かに……この破壊力は……」とおののいた。

　柚ゆず姫きがそんな彼を見て、むむっと頬ほおを膨らませ、手を挙げる。

「あ、あの……私の方が胸は大きいと思います！」

　薩摩ハーレムに衝撃が走った。皆からの視線を一身に浴び、柚姫は身を縮こまらせる。

　信じられない、という表情の霧子が近づいていき、柚姫と少し話し合ったあと……両手両りよう膝ひざをついて、

「わ、私の唯一の個性が奪われたわ……」

　いやいや、マッドサイエンティストとか、ほかにいくらでもあるから、と皆が思いつつ、柚姫が四番に決定した。霧子は五番だ。

　万まん石ごく浦うらが、八平に話しかけてくる。

「確かにこの四、五番は、洋モノくらいの破壊力があるね」

「いや、助すけっ人と外人って言えよ……」

「八平、じゃあボク、六番がいいな。ボ、ボクだって、胸がないわけじゃないんだよ？」

「いや、ねえよ、なんの見み栄えだよ！　つうかその胸のでかさで決める流れはなんなの!?」

　八はつ平ぺいはため息を一つついたあと、万まん石ごく浦うらに聞いてみる。

「あのさ、魅み剣つるぎさんも長は谷せ部べさんも、ユニフォーム着てるよな。この試合のために、買ったのかな？」

「魅剣家の令嬢と、その護衛だよ？　造作もないんじゃない？　日本でも五指に入る大金持ちだし……なんたって、あの店の創業者一族だからね」

　万石浦は、以前八平が香か月づきとスイカを買いにいった大型ショッピングモールの名を出した。全国どころか、世界展開までしているチェーン店である。

　八平は驚きつつも、作戦会議に意識を戻した。

「かえで先生や長谷部さん、それにマネージャーさんの得意なことは何ですか？　なんでもいいので、言ってください」

　三人が顔を見合わせていると、柚ゆず姫きが口を出した。

「ええと、忍しのぶは足が速くて、変装も得意ですが……」

　変装のことを言うのですか……!?　と目を見開く忍に、柚姫は、

「でも、野球で変装は役に立たないですよね。ごめんなさい………忍の技術は、天下一品だと思いますけど……」

　忍は、「いやぁ～!!　照れますね柚姫様ぁ～!!」と顔をだらだらに崩し、グラウンドをのたうち回る。新品のユニフォームが砂まみれだ。

　八平は、「まあ、確かに変装は……」と言いかけたが、しばし考えたあと、メンバー表にある書き込みをした。

　打順は、二番鈴すず音ね、三番八平、六番以下かえで先生、マネージャー、万石浦、忍に決まった。

　続いて、ポジション決めである。ピッチャーは、“〝レッドソックスの松坂”〟の異名を持つ鈴音で決まりだろう。

　霧きり子こが本を見ながら言う。

「ええと、ではキャッチャーね。この本によると、ピッチャーとの信頼関係が大事で、女房役と呼ばれることも……」

　八平の右に座る鈴音が「私やりたい！」と手を挙げた。

「おおい！　レッドソックスの松坂！」

「それで、八平くんがピッチャーということで……」

「え」

　鈴音は顔を伏せ、八平のユニフォームの裾すそをきゅっと掴つかみ、

「私、野球の中だけでいいから、八平くんの女房になりたい……」

「……」

　なんて健気けなげな人なんだ。

　いや、根本的に何か間違ってると思うが、とにかく健気だ。

　佳よし乃のが腕組みをして、うなずく。

「なるほど、グラウンド限定の現地妻というわけですね」

「いねえよ、そんな現地妻！」

　世にも珍しいツッコミをする八はつ平ぺいを、鈴すず音ねは熱に浮かされた瞳で見つめてくる。

「私、正捕手じゃなく、二番手キャッチャーでもいいから……だから、グラウンドにいるときだけでも、女房にならせて……」

　バッテリーを組むだけなのだが、凄すごい浮気をするような気持ちになってきた。一応香か月づきに目で問いかけてみる。

「う、うん……野球じゃよな……？」

　ものすごく不安そうだ。

　八平はキャッチャーミットを手に取り、鈴音に渡そうとしたが……彼女は左手の甲を上に向け、八平に差し出し、

「八平くんが……はめて」

　言われたとおりキャッチャーミットをはめると、鈴音はピッチャーグローブを八平の手にはめてくれた。

「えへへ……」

　鈴音の中では指輪の交換的なものなのだろうか。薬指の部分を大事そうに撫なで、花の咲くような笑顔で、

「ずっと大事にするね」

「いや、野球部からの借り物ですから……」

　二十九歳独身のかえで先生は「次こそ私が……」となぜか拍手をしていた。

　打順とポジション等をメンバー表に書き終えると、佳乃が「私が審判へ渡してきます」と言ったので、お願いする。

　佳乃は表を見て、一度小首をかしげたあと、「やれやれ……少し会長さんに塩を送りましょうかね」と言って駆けていった。

　八平は鈴音にキャッチャーの防具をつけようと、彼女の後ろに回った。薩さつ摩まハーレムは先攻だが、速やかに攻守交代をするため、装着に慣れておかなくてはならない。

「あ、あの……優しく……」

　鈴音は長いポニーテールを手でアップにした。白いうなじは見えるし、プロテクターのホックを締めると「んっ」「あ……」などと艶なまめかしい声が聞こえてきて精神衛生上非常によろしくない。

　鈴音は後ろを振り向き、

「あの、これ、ホックが後ろにあるタイプだから……」

「ホックが前にあるプロテクターがあるんですか？」

　ブラジャーか何かとごっちゃになっているのだろうか。

「大丈夫？　私が外そっか？」

「今つけてるんですよ!?」

　アホなやりとりをしていると、場内放送が始まった。放送部が協力してくれているらしい。ゆったりした口調で、

『薩さつ摩ま、ハーレムメンバーの、発表を、行います』

　言葉の句切りがおかしいぞ、ちゃんとスターティングメンバーと言え、と八はつ平ぺいは思った。

『一番、セカンド、染そめ谷や佳よし乃の……』

　そして。

『二番、キャッチャー薩摩鈴すず音ね』

　スタンドから悲鳴が上がった。鈴音はキャッチャーマスクを上にずらし、佳乃を見る。

「今日だけです。今日だけですからね……あなたは現地妻とはいえ、女房ですからね……」

　佳乃はぷいっと顔をそむけ、

「それに、あなたは文化祭の時、八平さんを助けてくださいましたし」

「そ、染谷さん！」

　鈴音は佳乃に駆け寄り、抱きしめた。佳乃は「なんですか……もう」などと言いながら、まんざらでもない表情をしている。

　二人の少女に友情が生まれた瞬間であった。そして、

「薩摩八平！　くたばれー！」「死ねばいい！」

　八平にとって完全にアウェーになった瞬間であった。

　心配そうな香か月づきに八平は、大丈夫だ、と軽く手を上げた。

　野球ができる喜びに比べれば、これくらい大したことないし、自分よりもっと不安な人がいる。

　頼りない素振りを繰り返している柚ゆず姫きだ。八平が近づいていくと、こころなしか顔がほころんだように見える。

「すいません、魅み剣つるぎさん、四番なんかにしちゃって……」

「お気になさらないでください……あの、胸が大きい者の務めなら仕方ないです……」

「いや、本当は野球って、胸がでかい人を主軸にするスポーツじゃないですよ!?」

　そういうスポーツはどこにもないが。柚姫は口元に手を添えて笑った。

「ふふふ、冗談ですよ。薩摩さんが謝ることはありません。もともと、私と鈴音さんの戦いなのですから……」

　八平は頼りがいのある笑顔で言った。

「大丈夫。大船に乗ったつもりでいてください。タイタニック的な」

「沈みますねっ！」

　このメンバーvs野球部なら、覚悟をきめておいたほうがいいだろう。

「では、ノアの方はこ舟ぶね的な大船に乗ったつもりでいてください」

「想像できませんが……」

「すげえ洪水だし、人類俺たちノア一家だけになっちまったよ。どうなるんだこれから……という感じですね」

「不安ですっ！」

　まあそれはともかく、と八はつ平ぺいは仕切りなおして、

「その前髪、見づらくないですか？　死球性のボールがきたとき、危ないですよ」

「え!?　あの……その……！」

　柚ゆず姫きは一歩引いて、手をばたばたさせた。近くにいた香か月づきが、「まずい！」という表情をする。

　八平はそれに気づかず、

「それに魅み剣つるぎさん、凄すごい美人だって聞きましたよ。なんかもったいない気がするな」

「あ、ありがとうございます……」柚姫は桜色の唇をほころばせて、「その、色々と事情がありまして……それに、私は自分の顔がコンプレックスなのです」

　シンデレラ役で客から大評判だったじゃないですか、と聞くと、

「あの方たちは、私の顔が好きなだけなのです」

「うわー、一度言ってみたいな、そのせりふ」

「いえ、言ってみてもいいと思いますよ？」

　え？　と首をかしげる八平に、

「世界中の皆が笑っても、私だけは笑いません」

「それで十分傷つくよ！」

　柚姫は、「ふふ、ごめんなさい」と口元に手を添えて笑った。

（……あれ、この人本当は楽しい人なんだな）

　返しもおもしろいし、ツッコミも切れる。

　それなのに、ぶっかけキャラというイメージがついてしまって……実力があるのにキャラ芸で売れてしまい、のちに苦しむ若手芸人のようだな、と思った。

　八平の強い視線に、柚姫は身を縮こまらせる。両の二の腕で挟まれた胸が大変なことになっていた。

「さ、薩さつ摩まさん、あまり見つめないでください……」

「魅剣さん、そろそろぶっかけキャラから脱皮してもいいんじゃないかな」

「後輩に道を諭されましたっ！」

　八平は愕がく然ぜんとする柚姫に、がんばりましょう！　と声をかけ、ベンチへ向かった。

　その傍かたわらを飛ぶ香月は、ほっと息を吐き、

「ふう……魅剣柚姫、超美人な上に、八平の大好きな爆乳お姉さんじゃからな……それに、どうもあの顔、八平の好み・どストライクな気がするんじゃ……」

「どうした、香月？」

「な、なんでもないっ」

　そうか……と八平は五歩ほど歩いたあと、

「しかしそんなに美人なのか？」

「聞こえとったんかいっ!?」

　八はつ平ぺいは不敵に笑う。「な、なんでもないっ」の前は重要セリフ……万まん石ごく浦うらが来たときにも言ったラブコメの初歩だ。

　八平は香か月づきとベンチ裏にあるトイレへ行き、個室に入って、柚ゆず姫きの美び貌ぼうがどれだけ凄すごいかを聞く。

「まさに傾国にして絶世の美女じゃ。世界美女コンテストに参加したらぶっちぎりで優勝。いや、あの神に愛されているとしか思えぬ容姿を、人間が評価するのは傲ごう慢まんというものじゃな……」

　香月は、桜色の唇を震わせながら続ける。

「それに柚姫、この前お前にその、キスまでしてきたし……あいつも八平のことを……」

　八平は、不安げな彼女の頭に手を添え、撫なでるように動かした。

「大丈夫だ。俺のお前への一いち途ずさは、東洋のガラパゴスと評されるほどだからな」

「むしろ薩さつ摩まハーレムの多様性を評しとるな！」

　幽霊をはじめとして、マッドサイエンティスト、ストーカー、生徒会長、男の娘こなど多様な属性を見ることができる。

　八平は、香月以上の美形なんているのかな、と思いつつも、

「俺の好み・どストライクはお前だぞ？」

　八平……と頬ほおを染めた香月は、安心したのか笑顔になって柚姫の容姿を説明する。

「あいつ、服ごしでも胸でかいが、脱ぐとさらに凄いんじゃ」

「さて、魅み剣つるぎさんに、みっちりねっとりバッティングコーチしてくるか」

「そんなに爆乳好きなのぉっ!?」

　怒りのあまり口癖すら忘れる香月に、八平は、

「好きだ！」

「言い切った！」

「だがそれ以上にお前が好きだ！」

「丸め込まれた！」

　香月は八平の胸に額ひたいを預けてきた。バカップル健在である。

　試合開始の時刻になり、放送部がアナウンスを始めた。

『一回の表、薩摩ハーレムの攻撃は、一番、セカンド染そめ谷や』

　よろしくお願いいたします、と佳よし乃のがヘルメットを取って一礼し、バッターボックスに入った。

　八平は、一塁コーチャーズボックスから状況を見守る。

　初球の速球に、佳乃は全くタイミングが合わず、バットの重みに振り回されるようなスイングをした。

　やはり無理か、と八平が思ったとき、佳乃がキャッチャーに何か話しかけはじめた。気になったので、香月に聞いてきてもらう。

　彼女は大声で、二人の会話を伝えてくれる。

「“〝申し訳ありませんが、四球で歩かせていただけませんか？”〟“〝いや、そんなことできないよ……”〟“〝わかりました。では、せめてスローボールを投げていただけませんか？　バットにかするくらいはしたいのです”〟」

　確かに、さっきのスイングを見る限り佳よし乃のはヒットを打てそうもない。

　続いて二球目。山なりに近いボールがくると……佳乃のスイングは急に鋭くなり、痛烈な打球をレフト前にとばした。

　やりました！　と一塁ベース上で飛び跳ねる佳乃と、八はつ平ぺいはハイタッチした。

「すげえ佳乃！　初球の空振りはフェイクだったのか！」

「そのとおりです。ここ三日ほどバッティング練習を繰り返しました」

「さっきの会話にも、何か秘密が……？」

「あれはドア・イン・ザ・フェイスという心理テクニックですね。最初、断られるのを覚悟で無理な要求を言い、つぎに真の要求を言うのです」

　相手には最初の要求を“〝断った”〟という罪悪感が生まれ、後の要求を受け入れやすくなるという。

「これは訪問販売などに使われる手法ですね」

「そうなのか、俺も引っかからないよう気をつけないと……」

「先週、映画館でお会いしたあと、私は八平さんにこれを使いましたね」

「もう引っかかっていた！」

「少しでもあなたに振り向いていただきたいですから。一生懸命心理学の本で勉強したのです」

「……かわいい！」

　ところで、なぜ私とキャッチャーとの会話の内容を……？　と佳乃が聞いてきたとき、快音が響いた。

　糸を引くような打球が、右中間に飛んでいく。「ナイスバッティング！」と言うと、鈴すず音ねはにへらと笑い、鋭くベースランニングしていった。

　二塁打である。八平はあわててバッターボックスに向かった。

「薩さつ摩ま――!!　凡退しろ――!!」

　スタンドからすさまじいブーイングが聞こえる。

（しかし、すごいアウェーだな……はぁ……）

　八平が小さくため息をついて足場を均ならしていると、香か月づきの大声が聞こえた。

「は、はっぺー！　しっかりー！」

　内野スタンドを見ると、その最前列に彼女がいる。

　いつも身につけている白いリボンと帯を外し、何度も折ってポンポン状にし、両手に持ってチアガールのように振っていた。

　帯を外しているためヘソがチラ見でき、際どい部分も見えそうになっているが、顔を真っ赤にしつつも足を高く上げて、ブーイングに負けないよう声を張り上げている。

（……）

　八はつ平ぺいはゆったりと構えを取り、ピッチャーを剣豪のような眼光で見据えた。

　脳から快楽物質がとめどなく分泌されている。彼はアスリートにとって究極の集中といわれる、ＺＯＮＥゾーン状態に入ったのだ。

　初球のストレートを、八平はジャストミートした。ライトスタンドに飛び込むホームラン。狭い球場なのが幸いした。

　八平がホームインすると、ネクストバッターズサークルにいた柚ゆず姫きが笑顔で、

「薩さつ摩まさん、ナイスホームランです！」

　そう言ってハイタッチを交わす。鈴すず音ねたちとも交わしたあと、グラウンドに舞い降りてきた香か月づきともしようとしたが……彼女は八平が周りから変に思われないようにするためか、一歩離れている。

　八平は彼女の前に行き、ありがとな、と呟つぶやいて軽く拳こぶしをかざした。香月は目を輝かせ、拳を合わせてくる。これなら変に思われることはないだろう。

　柚姫はそんな八平を見て、うつむきながらバッターボックスに向かった。

　全力で振るも、あえなく三振。続く二人も切ってとられ、交代となった。

　ピッチャーの八平はマウンドに登り、久々の実戦に感激しながら、一球目を投じる。外野手をやっていただけのことはあり、肩は強い。

　先頭打者は三振に取ったが、二番打者にゴロを打たれた。ショートの柚姫はよく取ったが、送球が大きくそれてしまう。

　八平はタイムをとり、キャッチャー鈴音を手招きしてマウンドへ呼んだ。口へグラブを当てて、敵に何を話しているか悟られないようにする。

　鈴音は「はい……」と両手をへその前に置いて、「なんですか？」と夢見心地で聞いてくる。女房役という響きにトリップしているらしい。

　セカンドの佳よし乃のが皮肉げに、

「やれやれ、キャッチャーやってるからって、女房気取りですか？」

「いや、だって女房役だから……」

　と八平が言うと、鈴音は、ぱあっと顔を輝かせ、「女房……！」と言う。

　佳乃は肩をすくめて、

「会長さん、新婚気取りで、裸エプロン……いえ、裸プロテクターなんてしないでくださいよ？」

「裸プロテクター!?」

　八平は佳乃の発想に驚きよう愕がくした。鈴音は顔を真っ赤にして、

「そ、そんなことするわけないじゃないか」

「ですよねえ……」

「家でならともかく」

「家でなら裸プロテクターやんの!?　大事な所はプロテクターにプロテクトされてるよ!?」

　八はつ平ぺいもだんだん何言ってるのかわからなくなってきた。口にグラブを当てておいて本当によかったと思った。

　ともあれ、本題に入らなければならない。

「会長、俺がピッチャーでは無理です」

　八平の球でもそこそこ抑えられるだろうが、それではだめなのだ。

　守備があまりにも脆ぜい弱じやくなため、内野ゴロ、凡フライすら許さない投球をせねばならない。

　つまり……“〝レッドソックスの松坂”〟とさえ言われた鈴すず音ねの力が必要なのだ。

「わ、私っ……八平くんの女房役じゃなくなるの!?」

　トリップしている鈴音は、変な抵抗をはじめた。

　八平の胸元を、右手、そして左手のキャッチャーミットできゅっと掴つかみ、潤んだ瞳で見つめてくる。

「どんな荒れ玉も受け止めるから！　ワンバウンドでも平気だから！　お願い……！」

「会長……」

「下着脱ぎ散らかしても文句言わないから！　放置プレイも二日までなら、耐えるから！」

「何の話ですか!?」

　八平はつっこみつつも、鈴音の背をさすった。先ほどかけたホックが手に当たる。

　会長には申し訳ないが……ここは絶対に投手交代をしなければ。八平は鈴音のヘルメットを撫なでて、



    

  
    
      



    

  
    
      「鈴すず音ね……俺がおまえの女房役になるよ」

「え、それって……」

「最近は、主夫という生き方も認知されてきている。俺は家ホームを守る。このピンチを、二人で乗り切ろう」

「八はつ平ぺいくん……！」

　鈴音はよくわからない状態が続いているらしく、ホームベースまで一度八平と移動してから、

「じゃあ、いってきます」

　と言ってマウンドに行った。どうやらホームを家ホームに見立てているらしい。

　そして、鈴音の投球はすさまじかった。

　百四十キロを超えるストレート、そしてスピードがほとんど変わらない高速スライダー。

　もしも野球を続けていたら、球史に残る投手となっただろう。

　二者連続、三球三振……野球部のやる気を奪うのではないかというピッチングだ。

　八平が自軍ベンチに戻って座ると、佳よし乃のがタッパーを差し出してきて、

「八平さん、レモンの蜂はち蜜みつ漬づけです。疲れがとれますよ」

「おお、ありがとう」

「ふふふ、肉奴隷として当然の務めですよ」

「レモンの蜂蜜漬けを作るのが、肉奴隷当然の務めなのか……？」

　肉奴隷業界に詳しくないので、よくわからない。

「昼休み中と、五時以降は働きません」

「肉奴隷、意外とお役所仕事！」

　深夜こそ働き時な気もするが。

「好きな人を名前で呼ぶのに、結構ためらいます」

「それ、肉奴隷っていうか、佳乃だよね」

「は、八平さん……ついに私を、肉奴隷ではなく、一人の人間として……」

「最初っからそう見てるよ！」

　試合は薩さつ摩まハーレムのペースで進むかと思われたが……二回以降は野球部が露骨な戦法をとってきた。

　鈴音を打ち崩すのは無理と判断したか、ほとんどバントか、プッシュバントをしてくる。

　打球処理する鈴音の疲労、そして佳乃、柚ゆず姫きという脆ぜい弱じやくな内野陣のミスを狙ねらっているのだ。

　しかも、八平はバント処理をすることができない。

　内野陣と交錯し、胸を揉もむなどのラブコメ現象を起こしてしまうことが怖くて、思い切ったプレーができないのだ。

　鈴音は一本のヒットも許さないが、少しずつ点を返されていく。

「すまない八はつ平ぺいくん、私と君の愛の巣を敵に踏ませてしまって……」

「なんで俺の愛の巣は、ビーカーとかホームベースなんだ……」

　攻撃においては、鈴すず音ねと八平は敬遠される。

　八平は勝負を避けられる展開も想定し、バッティングセンターで外れたボールを打つ練習もしていたが……ここまであからさまにやられると、どうしようもない。

　あまりにも勝利のみに固執する姿勢に、スタンドからブーイングが起こる。それに少しも動じないのが葛か西さい高校野球部監督であった。

　美少女二人をマネージャーにできるか、決まる一戦……「この試合に監督生命をかける」と負けたら辞任をほのめかし、学校中をどん引きさせた男である。今週末には夏の甲子園県予選が控えているのだが。

　対・鈴音を想定し、バッティングマシーンを百四十五キロに設定しバント練習ばかりしてきた。

　野球部を改革するには監督と、買収された副顧問を辞めさせるのが一番であろう。

　スタンドの空気が変わってくる。非情な采さい配はいに苦しむ薩さつ摩まハーレムを、皆応援し始めた。

「薩摩八平、あなたのことは大嫌いだけど、鈴音姉様を守って！」「あんな監督がいる野球部に、鈴音姉様を入れてはいけないわ！」

　四回裏、薩摩ハーレムは三―三の同点に追いつかれた。キャッチャー前にバントされたボールを、八平が処理を遅らせたことが原因となったものだ。

　バックネット際に飛んだフライをスライディングキャッチしたものの、溜りゆう飲いんは下がらない。八平はベンチに座り、奥歯を噛かんだ。

「くそっ……俺のせいで同点に……」

　せっかく久しぶりの野球なのに、思い切りプレーできない。そのもどかしさに、太ふと股ももを強く叩たたく。

　ジャージに、わずかだが血がついた。先ほどのスライディングで右の人差し指を切っていたらしい。

　柚ゆず姫きが近づいてきて、

「薩摩さん、血が出てます」

「あ、大丈夫ですよ。これくらい……」

「化か膿のうしたらいけません。私、ほとんどお役に立ててないのですから、手当てくらいさせてください……」

　柚姫は八平の前にひざまずき、ペットボトルの水で傷口を洗いはじめたが……突然、目が怪しい光を帯び、八平の指を桜色の唇でくわえた。

「な!?」

　柚姫は、その口内で傷を丁寧に嘗なめたあと、「ん、ちゅ……」と指を何度も甘あま噛がみしてくる。

「ゆ、柚姫様、いったい何を!?」

　そう言った忍しのぶだったが……柚ゆず姫きの隣に座り、舌を伸ばし、主人と争うようにして八はつ平ぺいの指を嘗なめ始めた。

　放送部の絶叫が、グラウンドにこだまする。

『おおーっとお!!　薩さつ摩ま八平、魅み剣つるぎ家けの令嬢と護衛をひざまずかせ、指を嘗めさせている！　無敵の生徒会長に続き、今度は魅剣家まで陥落かぁ!?』

　八平はその放送に気づかず、

（そうか、これは……“〝傷口を嘗めてくれる”〟だ！）

　明らかに水で洗浄したほうがいいだろうに、なぜかエロく嘗めてくれるもの。

　今日のラブコメがこれならば、胸を揉もむなどを警戒しなくていいことになる。思い切り、野球ができる。

「ふははははは!!　やったぞ!!」

『おおーっとぉ!!　薩摩八平、高らかに笑う！　これは魅剣家を落としたことへの勝利の笑いなのかぁ!?』

　柚姫の目に光が戻ると、あわてて飛びすさり、唇を指先でなぞりながら、

「わ、私、一体何をっ……？」

「……あ！　魅剣さん、その……長は谷せ部べさんも、すいませ……」

　そう八平は言おうとしたが、忍はラブコメ現象がとけたあとでも、彼の指を一心不乱に嘗めてくる。柚姫と間接キスができるからに違いない。

「八平くん、守備につくぞ！」

　鈴すず音ねが珍しく不機嫌な声色で、八平をうながした。

　八平はグラウンドへ向かうが、忍は指に吸いついたまま、膝ひざで歩いてついてくる。

『おおっとおー!!　薩摩八平、魅剣家に仕える長谷部さんを、まるで犬の散歩のように!!　既存の価値観の破壊者！　まさに信のぶ長なが！　この世に再臨した第だい六ろく天てん魔王!!』

　放送部はもはや野球そっちのけで、八平の行動を実況している。

　試合は終盤に入り、七回の裏。ノーアウト一、二塁の場面。野球部の四番が打席に入ると、ブーイングはさらにひどくなったが……彼はスタンドに向けて叫んだ。

「うるせえよ！　美少女ツートップの魅剣さんと北きた見みさんがマネージャーになるんだぞ!?　弱点くらい攻めるだろうがよ！」

　魂の叫びに、スタンドは静まりかえった。

　マウンドの鈴音は肩で息をしている。バント処理に走り回らされて疲労がたまっているのだ。

「はあ……はあ……」

　スコアは三―四。すでに逆転されている。

　ヒット性の当たりは皆無だが、内野のエラーだけで失っている点数だ。

（でも会長……この人だけは注意です！）

　この四番だけ、バント戦法をとってこない。つまりは、鈴音の球を打てる可能性を、わずかでも持っているということだ。

　ふうっ、と大きく息をついたあと、鈴すず音ねが初球のスライダーを放ほうると……完全にすっぽぬけ、ど真ん中に入ってきた。

（まずい、失投だ！）

　球場に快音が響き、左中間……レフトよりに大飛球が飛ぶ。あれが抜けたら、走者一掃。致命的になる――！

　レフトは万まん石ごく浦うらだ。彼の動きも悪くはないが、素人ゆえに打球から「目を切る」ことができず、とても追いつくことができない。

（だめか……下へ手たしたらランニングホームラン……）

　そう八はつ平ぺいが思ったとき、パン、とグラブに吸い込まれる音が聞こえた。

「……え？」

　センターのかえで先生が、余裕で落下点に入り、取ったのだ。

　球場中が静まり返るなか、先生は二塁に入った鈴音に矢のような返球をする。タッチアップが成立せず、アウト。ついで一塁の忍しのぶに転送され、アウト。トリプルプレーの完成だ。

　野球部の面々も呆ぼう然ぜんとしているということは、彼らも知らなかったようである。グラウンド中で驚いていないのは、忍と、柚ゆず姫きだけのようであった。

（……？）

　忍は柚姫に向けるようなうっとりした視線を、かえで先生に送っている。

　香か月づきが、不思議そうに言った。

「八平、かえで先生と柚姫たち、何かつながりがあるのかの？」

　みんなに囲まれるかえで先生だが、「やーね、たまたまよ、たまたま」などと言っている。そんなたまたまがあるだろうか？

　あれ？　そういえば、かえで先生の名字って……。



　試合は九回の表に突入した。薩さつ摩まハーレム最後の攻撃である。

　スコアは三―四……打順は八番の万石浦からだ。

　八平は八回の時点である作戦を考え、その段取りをすでに打ち合わせている。

　柚姫が、ネクストバッターズサークルに座る忍に声をかけている。忍が塁に出ないことには、八平の作戦は始まらないのだ。

「忍……どうも今日、やる気がないようね。あなたの運動神経なら、すでにヒットの一本や二本、打てているはずでしょう？」

「まあそうですが……いまいちテンションがあがりません。私が欲しくてたまらないことを、柚姫様がしてくれたら、がんばっちゃうんですけどね……」

「う、うう……わかりました……」

　柚姫はアクエリ○スを口に含み、忍の顔面に噴射した。

　八平はそれをチラリと見たあと、メガホンで叫ぶ。

「万まん石ごく浦うら、打てるぞ打てる！」

　柚ゆず姫きは愕がく然ぜんとし、

「ついに反応されなくなりましたっ！」

「魅み剣つるぎさんは、俺が呼吸するごとに突っ込むのですか？」

「新陳代謝クラスに!?」

「それに俺、言ったよね？　ぶっかけキャラから脱皮したらってさあ」

「どこのプロデューサーですの!?」

　忍しのぶは仰あお向むけになり、痙けい攣れんしながら「あ、あへぁ……」と舌をだらしなく出して、白目を剥むき、

「柚姫様、私が欲しかったのは、“〝忍、打ちなさい”〟その一言です」

「嘘うそつきなさんなっ！」

　柚姫はすでに涙目である。

　ぶっかけられた忍は、その勢いのままにセーフティバントをした。一塁ベース上を楽々セーフで駆け抜けたあと……もんどり打って転び、足を押さえる。

「ひねってしまったようです……これでは走れません」

　臨時代走が認められ、先ほどアウトになった万石浦が代わりに一塁走者となる。

　忍は「魅剣家の主治医に治療していただきます」と言ってベンチ裏に引っ込んだ。

　つづく佳よし乃のは三振。鈴すず音ねは「今度こそ……！」と祈るようにバッターボックスに立ったが、またしても敬遠。最初の打席以外、すべて歩かされている。

「くっ……」

　唇をかみしめながら一塁へ歩く鈴音の姿に、観客席のブーイングは頂点に達した。

　八はつ平ぺいはバッターボックスに立つ前に、状況を整理する。

　ツーアウト、一、二塁。おそらく、ここでも敬遠されるだろう。となれば、次の打者は柚姫であるため、勝ち目がなくなる。

　なんとしても勝負してもらわなければ……打席に入った彼の願いもむなしく、キャッチャーが立ち上がった。

　畜生、と思ったとき、球場の上空に突然ヘリが飛来した。ホバリングしながら下ろした梯はし子ごを伝い、金髪碧へき眼がん・長身の少年が内野に降り立つ。呆ぼう然ぜんとする人々に、

「ようやく日本に到着！　ワタシ、ミツルギ家に金で雇ワレタ、リース・ヴァレンシュタインです！　メジャーリーガーの卵！　全米ドラフトで上位指名は確実の逸材！」

　怪しい日本語を話しながら、柚姫に突進し思い切り抱きついた。

「な、なにをするの!?」

「オー！　柚姫！　美しいネ！」

　柚姫が流りゆう暢ちような英語で叱しかると、少年も英語でいいわけを始める。

　八平は、少年の姿に度肝を抜かれていた。

（よ、予想以上にすげえ変装だ……）

　あれは、先ほど引っ込んだ忍しのぶであった。どこからどう見ても外人の少年にしか見えない。肌と目の色、身長、そして堪たん能のうな英語……変態としか思っていなかったが、相当スゴい人間らしい。

　忍には負傷したフリをさせ、裏で変装してきてもらったのだ。ヘリは魅み剣つるぎ家けのものである。

　監督が、審判に抗議を始めた。

「ちょ、ちょっと待て！　あいつも薩さつ摩まハーレムのメンバーなのか!?」

「はい、確かにメンバー表には“〝リース”〟という名があります。小さいですが、ほら、書いてあります」

　審判が見せたメンバー表に、監督は言葉を失った。

　八はつ平ぺいは、こちらのチームで鈴すず音ねと自分の力が突出していることを認識していた。そして、勝負されないことも十分ありえると思っていた。

　だから……試合前に、脅しの道具を仕込んでおいたのだ。実在しない、大リーガーの卵の名前を。

「ワタシ、薩摩ハーレムメンバーね！　八平にベンチ裏で抱かれるのもいとわないネ！　アメリカでは普通ネ！」

　性に奔放な先進国だ。

　余計な小芝居しないでくれと思いつつ、八平は監督を横目で見た。腕を組み、苦く悶もんの表情で考え込んでいる。

　メジャーリーガーの卵を金で雇う……魅剣家なら十分に可能だ。

　ここで八平を敬遠すれば、確実にあの外人が代打としてでてくるだろう。満塁だし、敬遠もできない。

　ならば、ここは一・二塁の今、八平と勝負すべきではないか。ホームランは打たれたが、彼はいま野球をしていないのだから……。

　八平には、監督の思考が手に取るようにわかった。

　試合が再開されると、キャッチャーは座った。ついに勝負してくれるらしい。

（ようやく打てるな……！）

　八平が気合いを入れたとき……忍がバットを手に取っているのが見えた。

（な、なんで!?）

　素振りをすれば、素人だとばれてしまうのに。

　ピッチャーが投球動作に入ったとき、忍が、へろへろとバットを振った。

　それを見たピッチャーは、とっさにボールをはずした。あの外人、怪しいと思ったのだろう。

（……だけど、甘い！）

　急に切り替えたため、外し方も、球威も中途半端だ。

　大きく外されればどうしようもないが、この程度なら……バッティングセンターで練習してきたのだ！

　八はつ平ぺいは腕を思い切り伸ばして、バットを振りぬいた。

　快音が響き、ボールはファーストの頭上を越え、ライト線ぎりぎりに落ちる。大歓声のなかを万まん石ごく浦うら、鈴すず音ねがホームインし、逆転。放送部が今日一番の絶叫をした。

『おおっとぉ―――!!　薩さつ摩ま八平、起死回生の一撃！　ハーレムの盟主の名に恥じず、メンバーを守り抜く奇跡の一振り!!』

　そんな名はねえよ！　と八平は小声でツッコみつつ、仲間たちへガッツポーズした。霧きり子こと佳よし乃のが手を取り合って喜び、万石浦は惚ほうけたように見つめてくる。

　鈴音は柚ゆず姫きと抱き合ったあと、こちらへ大きく手を振ってきた。

　飛んできた香か月づきと、拳こぶしを合わせる。

「八平、ナイスバッティング！」

　おう、と彼は笑った。やべえ楽しいなあ、と思っていると……自分を刺すように見つめる二つの視線に気づく。

（忍しのぶさんと、かえで先生……？）

　彼女たちだけ、テンションが普通だ。特に忍さんは、このどさくさで魅み剣つるぎさんに抱きついてもおかしくなさそうなものだが。



　八平は、仲間たちとともに帰路についていた。

　前方では鈴音が、霧子と佳乃に礼を言っている。

「今日はありがとうございました。あなた方にとって、私が野球部のマネージャーになり忙殺された方が、八平くんを落とすのにやりやすかったはずなのに」

　佳乃は珍しく言葉に詰まり、頬ほおを染めながらそっぽを向いた。

「ふ、ふん。会長さんがこんなことで脱落したら張り合いがないから、手伝ってあげただけです」

「ふふ、染そめ谷やさんはツンデレだな」

「お礼として、今度お買い物につきあってくださいね」

「本当にデレたな……喜んで！」

「でも霧子姉様は、ツンデレではないようですよ」

　佳乃が指した先では、霧子が「ああ！　そうだったわああ!!」と長いくせっ毛を振り乱している。どうやら素で思いつかなかったらしい。

　八平の傍かたわらで、柚姫が「くすくす……皆さん仲良しですね」と笑ったあと、顔をしかめ、お腹なかを押さえた。

「大丈夫ですか？　魅剣さん」

　九回の裏、彼女は敵の四番が放った痛烈な打球を腹に受けながらも、後ろにそらさず、見事にアウトにした。

「え、ええ。ちょっとまだ痛いですが」

「でも、すごい勇気ですね。経験者でもああいう打球は怖いのに、腹で受け止めるとは……」

「私と鈴すず音ねさんのための勝負なのに、逃げるなんてできないです。私、何のお役にも立てませんでしたし……それに」

　柚ゆず姫きはうつむきながら、

「……薩さつ摩まさん、さっきの試合、たぶん負けても、私マネージャーにはならなかったと思います」

「え、なんでですか？」

「私……お爺じいさまに、男の方に近づくのを禁止されていますの。魅み剣つるぎ家けは葛か西さい高校に多額の寄付もしていますし……その気になれば校長に圧力をかけることも可能でしょう」

「そういう風には、したくなかったのですか」

「ええ、少しずつですが、私は……運命と戦うことにしました」

「運命……」

　俺がラブコメ現象という呪のろいにかかったのも、運命なのだろうか。

　仲間たちはさっきの試合の話に花を咲かせている。これから鈴音の家で祝勝会が行われることになっていた。

　八はつ平ぺいは、離れて飛んでいる香か月づきを呼び寄せるため、携帯を耳に当てた。

「もしもし!?　ちょっとこっち来てくれ！」

「……む？　八平、どうした？」

「祝勝会終わったら小説書こうな。おまえの話おもしろくなってきたから、楽しみだよ」

「で、でも今日はよいぞ？」

「今日のノルマ三十分、まだ達成してないぞ。料理作って中断してしまったからな」

　八平が電話を切るフリをすると、柚姫が「あなたは……」と驚いていた。

　それを見て八平は首をかしげたが、鈴音が大きなスポーツバッグをかついでいるのに気づき、

「会長、持ちますよ……何が入ってるんですか？」

「あ、ありがとう。中身は……プロテクター……だよ……」

　は？　と首をかしげる八平に、鈴音は、

「い、いやその、自宅ならともかくって、言ったでしょ？　裸プロテクター……」彼女は再びトリップ状態になったらしい。「さっきの逆転タイムリーヒット、本当にすごかった……今日は、泊まっていくんでしょ……？」

　そう言って、左手につけたキャッチャーミットに頬ほおを寄せる。試合前、八平と交換したものだ。勝利の景品として野球部からもらったらしい。

　八平は、口をあんぐり開けたあと、ぶつぶつ呟つぶやいた。

「会長の家に泊まり、明日まであのトリップ状態が続いていたら、朝食を裸プロテクターで作っていただけるのか……？」

「はっぺえ……私と約束したばかりなのに……」

　香か月づきの髪が、無数の蛇のようにうねる。八はつ平ぺいは再び電話を耳に当て、彼女のそばでささやいた。

「だ、大丈夫だ。たとえ俺は、目の前に裸プロテクターの会長がいても、いやらしいことはしないよ」

「……ホントに？」

「ちゃんと俺も、審判のプロテクターをつけるから」

「前衛的過ぎるわい！」



    

  
    
      
三章



　香月の声が震え気味になり、高ぶってきた。緊張しているのだろう。

「“〝鬼は生まれて初めて、最高の笑顔を浮かべた。”〟……！」

　八平が最後の句読点を打ち終えた。香月が抱きついてくる。

「やった！　ありがとう八平。私たちの初めての小説ができた！」

「うん」

　八平は、香月の髪に手を添え、撫なでるように動かしながら、感慨に浸っていた。

（できるもんだな……）

　執筆を始めて二週間。一日三十分のルールを毎日守り、時々ペースは落ちたが約二万五千字の小説を完成させた。

　香月は部屋を踊りながら飛び回っている。

　八平はそれを見て、早くネットにアップしよう、と思った。香月を誰かとつなぎたい。一生懸命頑張ったんだから、認めてくれる人もいるはずだ……。

　八平がそのことを言うと、香月は踊るのをやめ、空中に正座した。

「八平よ、アップするのはまだ早いと思う。この小説に……ダメ出しをしてくれんか」

　ダメ出し？　八平が首をかしげると、

「私自身、この小説は完成度が低いと思う……欠点もなんとなくわかっておる。おぬしの客観的な意見と照らし合わせ、直したいのじゃ」

「いや、この小説、俺は結構いいと……」

　八はつ平ぺいはそこまで言って、思いとどまった。

　香か月づきが小説を書く目的を思い出したのだ。

　世界とつながるため……八平以外の誰かにも喜んでもらい、それで香月も幸福を味わう。

　完成できたから満足、というレベルにとどまってはならないし、ましてや八平が馴れ合うように誉めたって何の意味もない。

「……わかった。結構きついことも言うぞ。覚悟しててくれ」

「う、うむ……」

　八平はそれから十五分ほど考え、問題点を抽出した。

「主人公の鬼が人間の仲間になるきっかけの事件……これが唐突だ。何の前触れもなく人食い熊が出てきて、鬼がぶちのめすだけだからな」

「……む、なるほど」

「続いて二つ目……」

「い、いくつあるんじゃろうな……」

　八平は苦いものを吐き出すように続けた。描写が足りず情景がまるで浮かばない。そもそも人間側に魅力がなさすぎて、なんで鬼が仲間になりたがるのかわからない。それに……。

　香月は身を縮こませながら、「はい……」「そうですね……」などと、この世の終わりのような表情で相づちを打っている。

　八平が、「以上かな」と言うと、彼女は「はぁ～」と大きなため息をつき、黒髪をくしゃくしゃに掻かいた。

「香月、おまえが考えていた欠点と照らし合わせて、どうだ？」

「大体合っておるし、初めて気づいた部分もあるのう」

　八平は六つもあった欠点をＡ４の紙にプリントアウトし、壁に貼はった。

　いったいどれほど直せばいいのか……書き上げた時より時間がかかるかもしれない。

「でも、これを直せば、もっとよくなるはずだ」

「うん……」

　欠点ばかりあげたが、時折輝くような描写もあるのだ。香月が持つ孤独さを生かした……例えば、鬼が人に話しかけてもまるで相手にされない場面など、体験した者にしかわからない切なさがこもっている。これらをうまく使い、ハッピーエンドを引き立てたい。

　香月のツッコミ力を生かしたユーモアも散見できる。

　短所を補い、長所を伸ばしていけば……もっと誰かの心に届く話になるはず。

　八平はそれから、十キロのランニングと筋トレをしてから眠りについた。



　翌朝、八はつ平ぺいは香か月づきにラブコメ現象を警戒してもらいながら学校に向かう。

　彼女は自転車の上で浮遊し、真剣な表情で地上を見下ろしている。これを大事な仕事と思っており、一度も手を抜いたことがない。

「八平、後方から来る女子、自転車に乗りながらメールを打っておるぞ！」

　向こうの前方不注意でぶつかり、胸を揉もまないようにしないと……そう八平は思い、漕ぐ力を少し強めた。

　四時間目、八平が歴史の授業を受けていると、クラスメイトの一人が質問した。

「かえで先生、歴史って何のために学ぶんですか？」

「いい質問ね。歴史は、どんな危機的状況にも立ち向かった人たちのことを知り、己の生きる力とする……そういう希望に満ちた学問だと思うの」

　ほう……と教室が感嘆のため息に包まれた。先生は何を学んだんですか、という質問には、

「そうね、クレオパトラがその美び貌ぼうでローマのアントニウスを落としたのは、二十代後半にさしかかってからよ。先生もまだイケるな、という希望を持てるわ」

　えらい最近得た教訓だな、と皆が思った。

「女子のみんなも、覚えておいてね。二十代後半で独身を迎えたら、アントニウスを全力で落とそうとしたクレオパトラを思い出し、正気を保つのよ」

　希望どころか、後ろ向きに満ちた学問である。「そうよ私は！　私はまだいける！」とかえで先生は絶叫し、黒板に勢いよく板書を始めた。

　いつもこういう調子だが、かえで先生の授業はわかりやすく、今のような何気ない話で生徒たちに歴史を説明する。

（ああ……歴史はいいよなあ……平和だ……）

　八平は窓際の一番後ろの席で、先生の語り口に聞き入っていた。

　香月は八平の隣で正座し、教科書をのぞき込みながら真剣に授業を聞いていた。彼女の得意分野は国語と古典、それに英語だ。八平に英語の本を翻訳して読むのが目標らしい。

（でも香月、数学や美術の授業には、ついていけないんだよな……）

　手を使って書くことができないため、手持ちぶさたにしていることが多い。

　なんとかあの時間を有効に使えないかな、と八平が考えたとき、「ぬおおおぉあああああっ!?」と香月がいきなり叫んだ。

　びっくりして彼女を見ると、首まで真っ赤になり、思い切り目をそらしている。

「は、八平、服が……」

（服？）

　八平が自分の体を見てみると……なんと全裸だった。

「!?」

　声を殺して驚く。ありがたいことに、皆かえで先生の授業に集中しているようだ。席が窓際の一番後ろだったことも幸いし、まだ気づくものはいない。

「マジか……」

　八はつ平ぺいは頭を抱えた。ラブコメ現象史上初めての事態である。ラブコメマンガで、薬品や粘液で服が溶かされる、などはあるけど、まさかいきなり消えるとは……。

　だが、大事なのは落ち着くことだ。メンタル面も、ランニングで鍛えている。俺の心は決して折れない！

（期末に備えて、しっかり勉強しとかないとな）

　八平は再びかえで先生の言葉に耳を傾けた。

「落ち着き過ぎじゃ！　つうか現実逃避じゃ！」

　香か月づきのツッコミで我に返る。結構あっさり精神は折れていた。

「さて、この後クレオパトラは、アントニウスの政敵・オクタヴィアヌスに宣戦布告されちゃうんだけど――」

　かえで先生が黒板から振り向いた。八平はあわてて落とし物を取るフリをして、首から下を隠す。

　かえで先生は再び黒板に向き合い、板書しだした。

「あ、あぶねー……」

　こんな姿が見つかったら、本当に退学もありえる。

（……ん？）

　八平は床に、ズボンのポケットに入っていたものが落ちているのを見つけた。どうやら、消えたのは本当に「衣服」だけらしい。

　落ちていたものの一つをつかみ、耳に突っ込む。後で役に立つかもしれない。

（……俺は変態になるわけにはいかない……）

　文化祭の時に、ラブコメ現象でセクハラを起こした俺を「何かの間違い」と必死でかばってくれた佳よし乃の、告白してまで守ってくれた会長。

　彼女たちに報いなければならない。さっきはあまりにひどい事態につい現実逃避してしまったけれど……。

“〝香月、俺はもう逃げない。手伝ってくれ！”〟

　ノートに殴り書きすると、彼女は悲ひ愴そうな表情でうなずいた。

　八平は教室を見回し、脱出ルートを考える。

　廊下へ続くドア……あそこまで、ほふく前進していけば。

　だがドアを開ける時に音がするし、距離が遠すぎる……気づかれる可能性が高い。

（やはりベランダか……）

　ここは二階だが……選択の余地はない。だが窓を開けた瞬間、気づかれるはずだ。

　八平は机に置いていた携帯を高速で打だ鍵けんし、佳乃にメールした。文化祭後に席替えしたため、彼女の席は、中央前から三番目である。

“〝決して驚かず、こちらを見てくれ。そして先生たちの注意を引いてくれないか”〟

　佳乃は先生から隠れて携帯を見て、ごく何気ない調子でこちらを振り向き、目を見開いたあと……顔を真っ赤にして、うつむいてしまう。

“〝深い事情があるんだ”〟と送ると、“〝どれほど深いのか、想像すらできませんっ！　奈な落らくのような闇やみがある気がしますっ！”〟

　とすぐに返ってきた。

　調子よく授業を続けていたかえで先生が、佳よし乃のを見て、

「どうしたの？　染そめ谷やさん体調でも悪いの？」

「い、いえ、その、質問なのですが……」

　佳乃はふらふらと立ち上がり、黒板の前まで行って板書の一点を指さし、質問を始めた。

　いかにも具合が悪そうな佳乃の様子に、皆の注目が集まる。

　八はつ平ぺいは窓を開けるや、ベランダに飛び出しすぐに閉めた。

「な、なんてミッション・インポッシブルだ……」

　銃で撃たれたらではなく、誰かに見られただけで死ぬ。社会的な意味で。

「佳乃、本当にありがとう……！」

　校庭を見ると、二年生の女子が体育の授業でソフトボールを行っている。

「頼むから、誰も見てくれるなよ……！」

　八平は這はって移動をはじめた。隣のクラス・一年一組の前を通り、ベランダの端まで到着。そこには、屋上から地面にまで続く雨あま樋どいが設置されている。

　携帯を口にくわえ、雨樋に手をかけて降りはじめたとき……打球音が聞こえた。

　ふと香か月づきを見ると、高く浮遊して周囲を警戒していた彼女の頭に向かいソフトボールが飛来している。誰かが大きな打球を打ったらしい。

「危な……！」

　反射的に叫んでしまい、携帯を口から落としてしまった。地面に降りて拾ったが、壊れているようだ。

（しまった……！）

　香月は決して傷を負わないのに。

　八平は奥歯をかんだあと、香月の先導のもと校舎裏へ駆けだした。人目につかない場所を求め、庭木や建物の陰に隠れながら移動する。

「ちょっと止まるんじゃ。前方から用務員さんが来ておる……迂う回かいしよう！　弓道場の裏に回るんじゃ！」

　敷地の片隅まで来たとき、木造の小屋が見えた。使われなくなった体育倉庫だ。

「香月、あそこで一度打ち合わせしよう」

「打ち合わせって……隠れるだけではないのか？」

「それはあとで話すよ」

　八平は倉庫に入り、ドアを閉めた。中は教室の半分ほどの広さで、薄暗い。

　使われなくなった跳び箱や、古いハードルなどが置かれていた。

　煙草たばこの吸い殻が落ちているということは、不良などがたまり場にしているのだろうか。

「香か月づき、俺は何か着なきゃならないんだよ。どこかに服を探しにいかなくては」

「ど、どうして!?　服を着れたとしても、また消えるかもしれぬぞ!?」

「ラブコメ現象は一日二回……俺に“〝服が消える”〟が起こせなくなれば、誰かほかの人に向かうかもしれない。会長や佳よし乃の、姉さん、万まん石ごく浦うら、魅み剣つるぎさんがそんなことになったら……俺は悔やんでも悔やみきれない」

「あ……」

「だから、俺は服を着なきゃならないんだ。みんなにこの最悪のラブコメが起きる確率を、少しでも減らすために。できれば皆を連れだして、どこか安全な場所に避難させたい」

　香月は八はつ平ぺいの腕にしがみつくようにして、叫んだ。

「八平……やめて！　見つかったら、今度こそ社会的に死んでしまう……！」

　文化祭での失敗は、鈴すず音ねの告白で何とか乗り切れた。

　だけど、全裸で校舎内を動き回ったりしたら……言い訳のしようもない。

　八平の全身は震えていた。中学の時の侮ぶ蔑べつの視線は、消えようもないトラウマとして胸に突き刺さっている。

　だけど……今この時にも、鈴音、佳乃たちが全裸になっているかもしれないのだ。

　ここで膝ひざを抱えていることは許されない……優しくしてくれた人たちに報いなければ。

　八平がそのことを言うと、香月は、

「わかった……全身全霊をもって、周りを警戒する。ともにこの最悪のラブコメを乗り切ろう」

「ありがとな、香月」

　八平は、香月が流した涙をぬぐうように、その両りよう頬ほおへ親指を当てた。

　しかし、次の瞬間……ドアががらりと開いた。

「……」

　体操着を着た鈴音である。八平はあわてて前を隠した。

「は、八平くんっ、私はなにをされてもかまわない、と言ったが、君がなにをしてもかまわない、などと言ったわけではないぞ！」

　言い訳のしようがない。そう思っていると……鈴音の服が消失した。

「おああああああああ!?」

　彼女は気づかず、そのまま歩み寄ってくる。

「八平くん、私の目を見なさい！」

「で、できません！」

　八平は全力で目をそらしながら、後ずさる。鈴音はそれを後ろめたさのためと解釈したらしい。

「八平くん、私は全裸になったことを怒っているんじゃない。そのコソコソした姿勢を怒っているんだ」

　いや、全裸も十分に怒っていいと思うが……。

「だ、だめです。会長が見られません……」

「そんなに後ろめたいなら、なぜこんなことを……野球の時は、あんなにカッコよかったのに……大丈夫だ。私は、君の味方だから」

　八はつ平ぺいは、絞り出すように言った。

「か、会長、服……」

「え？」

　鈴すず音ねは己の体を見て、固まったあと……悲鳴をあげようとしたため、八平はその口をあわてて押さえる。

　絵的には犯罪者のそれだが、八平は鍛えぬいた腕力で鈴音を体育倉庫の奥に引っ張っていった。

　背中合わせになり、座る。

「は、八平くん、これは一体……!?」

「そ、その……」

　これはもう、ラブコメ現象のことを言うしかない。

　先日の性別転換といい、物理の法則を超えることすら起こっているのだ。

　何度もこの呪のろいに巻き込んで、全校生徒の前で自分を好きだと言い、かばってくれたこの人には……。

「会長……大事な話があるんです」

「は、はい……ちょっと、待ってください……」

　八平の後ろで、何か音が聞こえる。香か月づきが呆ぼう然ぜんとした声で、

「八平……鈴音の奴、髪を整えて、お前の方を向いて正座しておるぞ。多分告白の返事だと思っているのでは……」

「か、会長、今、全裸！」

「……はっ!?」

　鈴音は我に返ったらしく、再び背中合わせになった。

「ところで会長、どうしてここに？」

「……ソフトボールで打順を待ってるとき、この前の野球を思い出して、君がいるクラスを見ていたら……」

　全裸の八平が出てきたため、心配になり追いかけてきてくれたらしい。

　ご迷惑おかけします、と謝ったあと、彼は考えた。

（さて、どう言おう……）

　中学時代、呪いにかかってセクハラを繰り返した日々……実に言いづらい。

　その気持ちが、つい八平に回りくどい表現をとらせてしまった。

「……会長、その、俺の手は汚れているんです」

「手が汚れている……そ、そうか……」鈴音はちょっとわくわくした声で、「君の身体能力はずばぬけている……もしかして、悪の組織に幼い頃から育てられた暗殺者だったとか!?」

　何そのちょっとカッコいい設定！

「霧きり子こさんも、その構成員とすればつじつまがあう……」

　確かに、マッドサイエンティストっぽいが……怪人の一人や二人くらい作れそうなイメージだ。

「悪の組織から追っ手が来たら……私は空手で君とともに戦って……」

　鈴すず音ねの中で楽しい妄想がどんどん膨らんでいく。八はつ平ぺいはあわてて遮った。

「いえ、手が汚れているのは、性的な意味です！」

「性的な!?」

　八平は、中学時代のことを話した。

　呪のろいにかかり、一日二回ラブコメマンガっぽいハプニングが起こる体になってしまったこと。

　そのためにセクハラ行為を繰り返し、性犯罪者のように扱われたことも。

「今日の衣服消失、先日の男性化もそのせいです」

「ま、まさか……そんなことが……」

「会長、俺の家を知らないのに、朝起こしにきてくれたことがあったでしょう？　あれも……」

　しばらく沈黙が続いた。言い訳のようにとられただろうか……と思ったとき、背中に冷たい感触がした。鈴音がそっと撫なでているのだ。

「この鍛えぬいた体は……もしかして“〝ラブコメ現象”〟対策のためか？」

「え、ええ……力技でかわせることも多いんで……」

「そうか……つらかったね」

　八平が思わず振り返ると、鈴音がどこまでも優しい瞳で見返していた。

「君は呪いに立ち向かったじゃないか。なにも恥じることはない」

　こんな話信じてくれるんですか、と聞くと鈴音は苦笑し、

「まあ、現にこうして服も消えたしね」

「でも、俺のそばにいると、またこんな目に遭あうかもしれないんですよ……!?」

「私は言った。“〝薩さつ摩ま八平くんになら何をされてもかまわない”〟と。たとえそれが呪いでも……一度言ったその言葉を、反ほ故ごにはしない」

「か、会長……」

「一人で、よく戦ったね」

　八平は言葉に詰まると同時に、一人ではなかったことを言おうとした。俺には相方の幽霊がいて……。

「八平。魅み剣つるぎ柚ゆず姫きじゃ！　まっすぐこちらへ向かっておる！」

　突然の香か月づきの声。いつのまにか外を見張っていてくれたらしい。

　八平は鈴音を隠さねばと思い、その手を強く引っぱったが、彼女は「こ、こんなところで……!?」と何か勘違いしている。彼は目をそらしながら、

「会長、そこの陰へ！　早く！」

「そ、そんな……」

　鈴すず音ねがまごまごしているうちに、ドアが開いた。八はつ平ぺいは慌てて前を隠す。

「さ、薩さつ摩まさん……鈴音さんも！」

「み、魅み剣つるぎさん、これには深い事情があって…………」

　どんな深い事情を言えばいいのかさっぱりわからないが、彼はこの言葉で押し切ることにした。

「え、ええ、深い事情なんですね」　柚ゆず姫きは両手で顔を覆い、大きくかぶりを振り、「わかります。私にはわかります！　ぶっかけ大好きのいけない子ですから！　だからわかるんですよぉ！」

　なぜか知らないが、必死で肯定しようとしているようだ。自分が言うのもなんだが、素直に受け入れられるのもちょっと怖い。

「み、魅剣さん、お願いが……服を貸してください。せめて会長の服だけでも……」

「わ、わかりました……では、待っててください！」

　柚姫が外へ出ようとしたとき、また香か月づきの声が聞こえてきた。

「は、八平、また誰か来たぞ！」

　八平は鈴音の手を引いて、体育倉庫の奥に行き、跳び箱の陰に隠れる。今度は彼女も逆らわない。

　入ってきたのは、二人の男子生徒である。

　胸元のネクタイをだらしなくゆるめ、だぶだぶのズボンをはき、髪をそれぞれ赤と青に染めていた。葛か西さい高校にはほとんどいない、不良だ。

「はー、さてと今日も青春の無駄遣いすっかねー……と、誰か先約がいるな」

「……って、おお!?　あれ魅剣先輩じゃね!?」

　不良二人が柚姫に駆け寄る。八平は焦った。

「や、やばくないか……？　護衛の長は谷せ部べさんは……？」

　いつも魅剣さんに張り付いているのに、今日は見あたらない。

「こんなところで何してんスか!?　おい、魅剣さんってこんな前髪してるけど、ものすごい美人なんだぜ!?」

　不良の一人が、体をこわばらせる柚姫の腕を握った。

「くっ……私が助ける！」

　鈴音が飛び出したため、八平は、そのお腹なかを後ろから掴つかみ、抱き寄せた。

（うわ、細い……！）

　自分の胸に当たる、鈴音の背中。その吸いついてくるような感触と髪の香りに理性を吹き飛ばされそうになりながらも、八平は耳から小さなビニール袋を出し、中に密封されていたガーゼを彼女の口元に当てた。

「は、八平、く……ん……」

「ごめんなさい、会長」

　ぐったりした鈴すず音ねの体を見ないようにして、跳び箱の陰に隠す。

　ガーゼに染み込んでいる液体は、クロロホルムだ。先日、病院で霧きり子こから没収したもの。ポケットに入れっぱなしになっていたのだ。

「会長……」

　八はつ平ぺいは目を閉じて、鈴音の髪を撫なでる。

　こんな俺に、優しくしてくれた人。自己満足かもしれないけど……社会的に死ぬのは、俺だけで十分だ。

　全裸で出ていったら、退学になるかもしれないけれど。

　もし会長や魅み剣つるぎさんが傷ついたら、俺は自分を許せない。それは社会的に死ぬよりつらいことだ。

　柚ゆず姫きの「やめて……」という悲鳴が聞こえた。そちらを見れば、不良が柚姫の右手をつかみ、「顔見せてくださいよ！」と前髪に手を当てている。

　八平は飛び出し、思い切り声を出した。

「おまえたち……やめろ！」

「さ、薩さつ摩まさんっ……」

　柚姫は嬉うれしさを隠しきれないように微笑ほほえみ、振り向いたが……その笑顔が凍りつく。

　八平は、叫んだ。

「魅剣さんを傷つける奴は、俺が許さない！」

「いや、どっちかと言えば、おまえがトラウマを植え付けてるぞ!?」

　八平は不良にツッコまれ、柚姫を見た。前髪の隙すき間まから見える目は光を失っており、「なにかしら……あの雄大な……」とブツブツつぶやいている。

　彼は涙目になって、

「うるせェェェェ!!　俺は不可抗力だ!!」

「全裸になってるのに!?」

「魅剣さんが顔隠したっていいだろうが！　人にはな……それぞれ見られたくないものがアンだよ！」

「いや、お前のそれは、男みんな見られたくないものだと思うぞ!?」

　いちいち的確なツッコミを入れる不良である。

　八平は、ファイティングポーズをとった。社会的な死や、不良たちへの恐怖……それらを振り切るように。

「こ……こいつ強つええぞ！」

　不良の一人がおののき、一歩退いた。

（こいつ……喧けん嘩か慣れしているのか？）

　八平を一目見ただけで強さがわかるのだろうか。

「すげえ筋肉だ！」

　いや単純に、全裸だから筋肉のつき具合がよくわかるだけであった。

　八はつ平ぺいが一歩踏み出すごとに、不良たちが「ひ……」と後ずさる。絵的には変質者から逃げようとしている人たちである。

「こ、こいつ怖こええよ！　なんで全裸でいるんだよ!?　意味わかんねえよ！」

　そう言って、不良たちは外へ飛び出し、逃げていった。

　八平はのろのろとドアを閉めると、そのまま崩れ落ち、呻うめいた。

「ああ……絶対学校で社会的に終わった」

「あ、ありがとうございました……」

　柚ゆず姫きが駆け寄ってきてしゃがみ、礼を言った。前髪の隙すき間まからでもわかるほど、顔が赤い。

「薩さつ摩まさん、鈴すず音ねさんはどうしたのです？」

「ちょっと眠っててもらってます。たまたまクロロホルムがあったので……」

「ありえない、たまたまですね……」

　八平は膝ひざを抱えた。授業中教室を飛び出して、全裸になっていたのだから……よくて停学、悪くて退学……。

　やばい、泣きそう。

　でも、やるべきことをしないと……会長だけでも守らないと……。

「魅み剣つるぎさん、会長に何か着るものを持ってきていただけませんか」

「わ、わかりました……」

　柚姫は立ち上がったあと……八平を見おろして、

「で、でも、さっきの薩摩さん、かっこよかったです」

「え？」

「私、薩摩さんを尊敬しています！」

　八平は思う。ふつう、この状況で尊敬なんてありえるだろうか？

　ラブコメ現象の事情を知っている者ならば、おかしくはないが……。

　八平の脳裏に、柚姫がとってきた怪しい行動が雷光のように浮かぶ。

　俺が香か月づきと学食へ行ったとき、二度も牛乳を長は谷せ部べさんに向けて噴射した。

　部屋で香月がキスしてきたとき、魅剣さんは俺にポ○リスエットを噴いた。

　魅剣さんは、やはり……八平は真剣な口調で言った。

「魅剣さん」

「は、はいっ……」

「あなたは……」

　柚姫がうつむき、意を決したように顔を上げて、「私、実は……」と言いかけたとき、

「魅剣さん、ぶっかけだけでやめておいた方がいい。こっちの道は暗いですよ……」

「変態として尊敬しているという意味じゃないですっ！」



　先ほどの不良二人組は、グラウンドの隅まで逃げてきて膝ひざに手をついた。

「はあはあ……さっきの全裸の奴って、薩さつ摩ま八はつ平ぺいじゃないか？」

「マジで？　文化祭で北きた見み鈴すず音ねが告白した……」

「ケケケ、いいこと思いついたぜ。薩摩八平が変態だということを北見に言い、傷ついて呆ぼう然ぜんとしているところを俺たちが二人で……」

　不良は、煙草たばこのヤニで茶色くなった歯を剥むいて笑い、

「優しく慰なぐさめれば、一緒に昼飯くらいは食ってくれるかもしれない……」

　意外と純情な奴らだった。

　その時、一陣の風が吹く。二人の目の前に黒衣の人影が現れたと思った瞬間……仰あお向むけに倒され、喉のど元もとに手刀を突きつけられた。

「今、体育倉庫で見たことは忘れなさい。誰にも言うな。死にたくなければね」

　男なのか女なのかもわからない、奇妙な声だった。

　気づくと、二人は何度も何度もうなずいていた。この人間は、自分たちとはケタ違いに強い……。

「ならばいいでしょう」

　と言い、影はどこかに去っていった。



    

  
    
      
幕まく間あい劇げき



　忍しのぶはベッドに伏せ、顔を真っ赤にして、苦しげな吐息を漏らしている。

「しっかり体を休めるのよ？」

　柚ゆず姫きの声に、忍はハイとうなずき、

「申し訳ありません。風邪をひいて学校を休むなどと……護衛失格ですね」

「他にも護衛失格の部分があると思うけど……」

　主人の柚姫をガチで愛しているところとか。

「私は護衛である前に、一人の女ですので」

「一人の女でも駄目ですわっ！」

「ほう、男ならいいのですか？　誰か気になっている人でも？」

　忍の少ししつこい問いに、柚姫は「あ、あの、そのっ……」とあたふたしたあと、出ていった。

（あの反応……やはり……）

　忍は唇を噛かんだあと、ベッドから立ち上がり、クローゼットを開けた。その動きを見ると、とても風邪とは思えない。

　葛か西さい高校の制服に着替え、手早くメイクをし、カツラをつける。

　彼女が得意とする、変装である。

　忍しのぶは窓から出て、広い庭を抜け、三メートルほどの高さがある塀を乗り越えた。

　この屋敷には生まれた時から住んでいる。そのセキュリティの弱点も熟知していた。部屋の中にメイドが入ってきても、浮気の証拠を握っているのでこちらに悪い証言はしないだろう。

「薩さつ摩ま……八はつ平ぺい」

　柚ゆず姫きが最も気になっている男を、調べるのだ。

　思えば……最初の出会いからして、ありえない。

　柚姫が噴射した牛乳を、ハンカチで受け止めるなど、人間の反応速度を超えている。

　八平は文化祭の最後、一人だったにもかかわらず“〝誰かといるように”〟踊っていた。

　しかし……柚姫はその姿を、何か気高いものでも見るかのように、熱いまなざしで見ていた。何かにつけて冷めている主人としては極めて珍しいことである。

　もしそれが、誰かを好きになるという感情ならば、できる限り応援したい。

　応援したいのだ。

「ママー、なんで、あのお姉ちゃん、電柱に頭をうちつけてるの？」

「はっ!?」

　我に返ると、忍は電柱に両手をつけ、額ひたいから血を垂らしていた。目の前には血文字で“〝爆殺！　薩摩”〟と書かれている。

　どうやら無意識のうちにここまでやってしまったらしい。具体的な殺害方法が書かれているあたり、強い殺意を感じる。

「い、いかんいかん……」

　忍は珍しく動揺しつつ、血文字に血を上塗りして消す。親子連れは全力疾走で逃げていった。

「応援はするが……その前に、薩摩八平がどのような男か知らなければ……」

　柚姫に依頼されて、彼の過去を調べたことがある。

　その時の印象は、“〝中学時代いきなり気が狂い、性犯罪者となった男”〟。

　だが、そんな男に柚姫が惚ほれるはずはないのだ。現に、その報告をした時の表情を今も覚えている。あれは嫌悪の感情がこもっていた。

　柚姫の気持ちを変える何かがあったということになる。

　そして、先日、ファミレスでの出来事。

　柚姫がフライドポテトをくわえ、八平に差し出したとき、彼は柚姫を見ていなかったのだ。

　横目で、虚空を見ていたにもかかわらず、心拍数はかなりの上昇を示した……そして、柚姫も八平と同じ方向を向いたあと、急に怒りだし、彼にキスした。

　二人には、私には見えないものが見えているのか？

　そうすれば、屋上で八平が踊っていたことも、柚姫がそれを見て変に思わなかったこともつじつまが合うのだ。

　忍しのぶは、ファミレスにいた時、八はつ平ぺいの右手の不自然な動きに気づいていた。

　彼は、机の下で打だ鍵けんしていたのだ……誰にも気づかれないように。

　その携帯をスリ取り、中身を見ると、メール作成画面が開かれていてこうあった。

“〝もう一度、全力を尽くして俺をドキドキさせてくれ。俺もドキドキするようがんばる”〟

　一体誰に向けてのメッセージか？　鈴すず音ねか、八平の姉か、染そめ谷や佳よし乃のか、万まん石ごく浦うらヒカルか？

　いや……そうではない。「二人が見えているもの」ではないか？

「二人が見えているもの」は八平の願い通り彼を「ドキドキさせた」のだ。

　そうすれば、柚ゆず姫きの怒りも納得できる。あれだけがんばったのに、八平が明後日あさつての方向を向いていたのだから。

　普通なら一笑に付すような仮説だが、忍には一つだけ心あたりがある。三年前、柚姫と行ったおまじない。

（いや、まさか……）

　先日の野球でも、忍は八平のことを見ていた。

　彼は、時折一人で何か話したり、虚空に視線を向けたりしていた。

　変な人間だが……忍の変装技術を利用して奇策を打ったりと、頭は切れる。

　忍たちは試合で適度に手を抜き、接戦にし、彼の窮地への対応能力を見ていたのだ。

　今日も薩さつ摩ま八平を観察し、情報を集める。結論はそれからだ。

　薩摩八平はいつも自転車で通学する。

　忍は事前に用意しておいたママチャリに乗り、彼の後ろについた。

　今日、八平は万石浦ヒカルと学校へ向かっていた。

　基本的に八平は楽しそうに会話をしているのだが……時折、信号待ちなどになると、ちらちらと空へ視線をおくる。どこか申し訳なさそうな、寂しそうな表情。

「二人が見えているもの」を見ているのか。

　授業中はさすがに教室の中で観察できないので、忍は屋上へ向かう。八平はこの曜日、昼休みここで一人で過ごすのだ。

　相変わらず人ひと気けが全くない。普通にここで待っていたら、八平が来たときに気づかれてしまうだろう。

　忍は服をすべて脱ぎ、ビニール袋に入れると、屋上の中央に設置されている貯水槽の中へ入った。

　夏だが、水温は結構低い。メイクはとれるが、仕方がない。

　昼休みまでかなりの時間があるが、柚姫とは生まれてからのつきあいだ。その思い出を反はん芻すうすれば、待つのは苦にならない。

「えへへへ……柚姫様ぁ……もっと牛乳ぶっかけてください……」

　最初にでてきたのはこれである。柚姫からしたら、ほかにないのかよ！　という感じだ。

　貯水槽の水を、柚姫が噴射した牛乳がたまったものと想像し、潜ったり、「美お味いしい！　美お味いしいわ！」と叫んで飲んだりしている。中を覗のぞいた人がトラウマ確実な光景である。

　四時間ほど経過したとき、

「ふう、満足した……」

　と貯水槽から出ようとしたが……丁度屋上のドアが開く音がして、目的を思い出す。

　忍しのぶは貯水槽の壁に耳をつけて、外の音を聞いた。その目は冷徹な忍者のそれである。

「おお、今日はけっこう涼しいな」

　薩さつ摩ま八はつ平ぺいの声だ。

　屋上に人がいないか確認しているらしいが……貯水槽の中に人がいるとは思うまい。

「ええ、マジで!?」

　彼の驚いた声が聞こえてきたあと、貯水槽の梯はし子ごを上る音がした。

　まずい！　このままでは見つかってしまうだろう。忍は得意な忍術の一つ・水すい遁とんの術を使うことにした。

（使う機会がなかったけど、初めて役に立つわ！）

　水に潜り、髪に仕込んでおいた草の根を口にくわえ、空気を吸う。

　そう思った時、貯水槽のフタが開けられた。

「うおおおおあぁああ!?　水死体!!　しかも全裸!!　マジで!?」

　水が透明なので、全く意味がなかった。この術が役に立つ日はいつ来るのだろう。

　忍は水面から顔を出した。八平は目を見開いて、声を震わせながら、

「は、長は谷せ部べ忍さん……？　なに……してるんですか……？」

　忍は思う。ふつう、この中まで調べるだろうか？

　いや……わかるのか？　八平が一緒にいる「誰か」に見てもらったならば。

「そんな……ありえないわ……」

「いや、こっちのセリフですけど……大丈夫ですか？　助けましょうか？」

　八平が手を伸ばしてきた。不自然にならないよう、いいわけをせねばならない。

「いえ、これは趣味」

「趣味なんですか!?」

　相当不自然だった。

「学校中に行き渡る水に浸ることで、柚ゆず姫き様に私から取ったダシ汁を飲んでいただきたいと思ってるの」

「なるほど」

　理由を話すと、自然に受け入れられた。

　まあ普段の言動からすれば仕方ないし、言っているうちにそれもアリだなと思い始めたので、自分にとっては自然なことなのだろう。

「頑張ってください」

　なにを頑張るのかわからないが、八平は貯水槽のフタをしめて校舎内へ戻っていった。

　翌朝、忍は本当に風邪をひいた。きっと頑張ってダシを出そうと、夕方まで水遁の術で浸つかっていたからだろう。

（バカなことをしたものね。貯水槽でダシなどと……）

　忍しのぶは病床で、己の過ちに苦笑する。

（柚ゆず姫き様は学校の水をそんなに飲まない。ダシを取るなら別の場所だろうに……）

　自室のベッドで唸うなっていると、柚姫が心配した様子で見に来てくれた。手には、おかゆが入った小こ鍋なべを持っている。

「学校を休んだのに、悪化したんですわね……ひどい顔色……」

　珍しく心配してくれる主人に、忍は両手を前に出して、

「柚姫様～おでこで体温測ってください」

「はいはい、わかったわ」

　柚姫は苦笑し、前髪を開いて、おでことおでこを合わせてくれた。間近で見る主人の顔に、「はぁ……」と感嘆のため息が漏れる。この美び貌ぼうを見て、心がぐらつかない人間がいるだろうか？

　柚姫は眉まゆをひそめ、

「……すごく熱いわ」

「ええ、さっき体温計で測ったら三十九度でしたからね」

「おでこの意味ないわねっ！」

　柚姫のツッコミに、忍はえへへと笑ったあと、

「柚姫様～おかゆ～」

　はいはい、と柚姫は苦笑して、小鍋を手に取り、レンゲでおかゆをすくって、口でふー、ふーしてくれる。

「柚姫様～、おかゆ、口でぶーっ、ぶーってして～」

「ぶっかけませんわよ!?」

「じゃあ、ぶーっでいいですから」

「一回でも駄目ですわ！」

「じゃあ、鍋を顔にバーン！　でいいです」

「あなたはそれすらアリなんですの!?」

　柚姫は、ドン引きのあまり忍より顔色を悪くしながらも、最後まで食べさせてくれた。

　この際だから、思い切り甘えておく。忍は柚姫に抱きついて、大きな胸にもふもふした。

　その顔にイヤらしさはみじんもなく、ただ母に甘えるような安らぎがあった。柚姫は困惑しながらも、そっと背中を撫なでてくれる。

「もう……忍……」

「柚姫様……優しくて、大好きな私の主人……」

　あなたの願いは、すべてかなえます……同じ志を持つ、姉上と一緒に。

　たとえ、大おお旦だん那な様に背くことになろうとも。

　それが、あのとき柚姫様の心を守れなかった、私の罪滅ぼし。

　あなたが、薩さつ摩ま八はつ平ぺいが気になるのなら……くっつけてあげたい。どんな手段を使っても……。

　だけど、そうなると八平に、柚ゆず姫き様が抱かれるかもしれないのか……おのれあの野郎……殺したい……。

「し、忍しのぶ!?　なぜ太ももを血が出るほどつねっているの!?」

「自分を抑えているんです……」

「そ、そう……」

　柚姫は貞操の危機と勘違いしたらしく、そそくさと立ち上がり、「安静にしてるのよ」と言って学校へ向かった。

　その反応に忍は傷ついたが、いつもの自分の行動を鑑かんがみて、逃げるのは正しい判断だと思い直す。

　忍は三十九度の体にムチ打ち、昨日と同じように変装をして学校へ向かった。

「はあ……はあ……」

　今日は方針を変え、校舎の向かいにある体育館の屋根裏から望遠鏡を使って観察する。

　八平の席は窓際なので、見えやすい。体の不調と、柚姫を見たいという欲望と戦いつつ、八平の観察を続ける。

　そして、四時間目……それは起こった。

　八平の服が、何の前触れもなく、突然に消えたのだ。

「え!?」

　八平はかなり驚いたようだが、なんとか誰からも気づかれず窓から脱出した。忍は立ち上がり、尾行を開始する。これは一体……？

　八平の動きは、異様きわまりなかった。誰かに偵察でもしてもらっているかのように、人がいない箇所、視線がないタイミングを縫って駆け抜けていく。

　これは、もう間違いないのでは……。

　八平は体育用具室に入り、ドアを閉めた。

　忍は裏に回り、壁に張りついて、忍者として鍛えぬいた耳で中の音を聞きとった。

「俺は服を着なきゃならないんだよ。そのために校舎に戻らなくては……」

　少しの間のあと、再び八平の声。

「……ラブコメ現象は一日二回……俺に“〝服が消える”〟が起こせなくなれば、誰かほかの人に向かうかもしれない。会長や佳よし乃の、姉さん、万まん石ごく浦うら、魅み剣つるぎさんがそんなことになったら……俺は悔やんでも悔やみきれない」

　ラブコメ現象!?　それは一体……意味はよくわからないが、彼がこの異様な事態から柚姫を守ろうとしていることがわかる。

「ありがとな、香か月づき」

（か、香月……？　香月様……!!）

　忍は膝ひざをつき、息を荒げた。それは風邪のためではない。三年前の、忘れられない思い出……。

　愕がく然ぜんとしている間に、体育倉庫に鈴すず音ねが入り、いいムードになってきた。

　八はつ平ぺいが彼女に話したところでは、中学時代に呪のろいにかかり、体を鍛えたりすることで乗り越えてきたらしい。

（呪いという運命に、立ち向かってきたのですか……）

　魅み剣つるぎ家け次期当主という運命の中にいる、柚ゆず姫き。

　八平が一緒にいれば、その運命にともに立ち向かってくれるのではないか。呪いにすら屈しなかった意志の強さで。それに野球の時に見せた機転で。

　忍しのぶは柚姫にメールし、八平がここにいることを伝えようとしたが……自分は今学校にいないことになっている。一度姉上を経由して、上手く伝えてもらうことにした。

　それから、懐から取り出したクナイで壁に穴をあけ、中の様子をのぞき込む。

　少し経過して……柚姫が入ってきたが、続いて不良が乗り込んできて彼女に手を出す。

「おのれ……!!」

　忍は飛び出そうとしたが、己の太ふと股ももにクナイを刺して留とどまった。

　彼ならば……助けに入るのではないか。

　忍の期待どおり、八平は全裸でも不良たちの前に飛び出し、柚姫を守った。

　社会的に死ぬことを恐れず……いや、恐れながらも、それを振り切って。

「薩さつ摩ま……様」

　忍はその後、不良たちに口止めを行ったあと、屋敷に戻った。

「薩摩八平様。あなたを主あるじとして認めます。柚姫様を、どうか……」

　魅剣家のくびきから解放してください。幸せにしてあげてください。

　そのためには、香か月づき様。あなたを……。



    

  
    
      
四章



　魅み剣つるぎ柚ゆず姫きは、葛か西さい高校の二階を伏し目がちに歩いていた。

　ここは一年生のフロアである。下級生が向けてくる視線が、ひどく落ち着かない。

　だが、彼女は足を前に向け続ける。最近脳裏に焼き付いて離れない、ひとりの少年に会いにいくために。

　薩さつ摩ま八はつ平ぺい。

　鈴すず音ね、義理の姉、同級生の子に迫られても、誰にも見えない幽霊を選ぶ男。

　しかもその幽霊は、柚姫にそっくりな姿なのだ。

　まるでそれは……自分が出演している映画を見ているような感覚。

　柚姫にとっては、八平を周りの人間が「奇行」と評するもの全てが、崇高なものに見える。それらはすべて、香か月づきを気遣っての行動だから。

　しかも、香月のせいでかかっている呪のろい……「ラブコメ現象」にも負けず、一度社会的に死にながらも努力と工夫で高校生活を過ごしている。

（運命に、立ち向かっているのね……）

　それは、カゴの鳥のような今の自分からは、ひどくまぶしく見えた。

　魅剣家当主である祖父の思う通りに生き、政略結婚の道具として知らない男の妻になるのだろう。

　一度だけ反抗したときの恐怖は、柚姫の体に染み着いている。

　柚姫の美び貌ぼうは魅剣家のために活いかされねばならない。そのために、祖父は忍しのぶを護衛につけ、「近づく男を排除せよ」と厳命したのだ。

　思えば……生まれながらの運命に立ち向かわなかった弱さが、香月を「生み出した」のではなかったか。

（言おう……香月と薩摩さんに、真実を）

　三年前、香月と「別れる」方法を提案したのは忍である。

　だが、柚姫も忍も、香月が具現化しているとは予想外だったのだ。

　忍の性格からして、自分が提案した方法で柚姫がこんな妙な状況になったと知れば、強い自責の念にとらわれるだろう。

　ゆえに柚姫は学食で香月を見たとき、とっさに見えないフリをしたのだが……それをズルズル続けてしまった。

　このままではいけない。しっかり過去と向き合わなければ。

　自分には、問題の根本的解決を目指さず、退屈な日常を守ろうとする悪い癖がある……そのせいで、ぶっかけキャラという誤解も完全に定着してしまった。

　二人に真実を話し、その上で改めてつきあい方を決めよう。

　柚姫が八平のクラスをのぞき込むと、彼が染そめ谷や佳よし乃の、万まん石ごく浦うらヒカルと談笑していた。

　香か月づきはどこかしら、と思ったら、なんと八はつ平ぺいの机の脇わきにかかっているバッグに顔をつっこんでいる。

　異様な光景に言葉を失っていると、八平が挨あい拶さつしてきた。

「あ、どうも魅み剣つるぎさん。珍しいですね」

　彼の席に近づくと、佳よし乃のと万まん石ごく浦うらは警戒するような視線を送ってくる。

　柚ゆず姫きは、“〝薩さつ摩まさん、大事なお話があるので、二人きりで屋上に……”〟と言おうとしたが、

（これでは告白ではありませんの！）

　と、思いとどまる。あわあわしていると、八平が髪に手を伸ばしてきた。

「ひゃあ!?」

　驚いて身を引くと、「あ、すいません。これがついてましたよ」と手を広げて、ホコリを見せてきた。

「あ、ありがとうございます!!　お礼に夏休み、魅剣家が所有する島に招待しますわ!!」

「ホコリとっただけなのに凄すごいな！」

　気にしないでください、と言う八平。柚姫はその耳に口を寄せて、

「薩摩さん。約束を忘れてはいけません。あなたは確か、私のぶっかけ人形と化すと言ったではないですか」

「う……それは……」

「いいですね？　私と魅剣家の島へ行くのですよ？」

「わ、わかりました……」

　柚姫はそう言ったあと……机に手をついた。

（なんですの、ぶっかけ人形って……）

　意味がわからないし、とっさにそんな言葉が出てきた自分が悲しい。

（真実は、島で二人きりになったときに言いましょう……ちょっと待って……島で、二人？）

　むろん香月も来るだろうが、もう告白みたい、というレベルの誘いではない。香月はバッグから顔を出し、不安げに眉まゆをひそめている。

　柚姫は八平を見て、

「もちろん、薩摩さんの仲がいい人をお誘いになっても結構ですわ」

「わかりました。ではお言葉に甘えて……なんか楽しみになってきました」

「約束ですよ！」

　柚姫は来るときと打って変わって、廊下を走り、階段を駆け上がり、屋上までやってきた。相変わらず人が誰もいない。

　そのとき……いきなり携帯が鳴った。『オー、イエー、超絶合金、それは全てを砕く漆黒の槍やり!!』……“〝超絶合金エヴォルシオン”〟のテーマソングだ。

　八平と一緒にトイレの個室に入ったとき、香月が歌い、彼がノリノリで聞いていたもの。苦労して調べ、八平専用のメール受信音にしたのである。

　メールの内容は、鈴すず音ね、霧きり子こ、佳よし乃の、万まん石ごく浦うらをつれていきたい、というものだった。すぐに承諾の返信をし、手帳を開いて、準備するものを書き留めていく。

「ええと、新しい服も買おうかしら……」

　今まで着るものには無む頓とん着ちやくだったが、少しくらいがんばってもいいかもしれない。

　水着は学校指定のものしか持っていないけれど、少し大胆なのも買ってみたりして。

　今度忍しのぶと……いえ、忍と水着買うのは危険だからあの人とデパートに行こう。

「島では、香か月づきのことを絶対に話そう……そして、薩さつ摩まさんに……」

　柚ゆず姫きの顔は知らず知らずのうちにほころんでいた。二つおさげの白いリボンを取り、濡ぬれ羽ば色いろの長い髪を風にさらし、その美び貌ぼうを露あらわにする。

「おー、いえー、超絶合金、それは全てを砕く漆黒の槍やり！」

　いつものような、こもりがちの声でなく、透明で伸びのある……香月とまったく同じ美声で、柚姫は歌う。

　そしていつしか、文化祭の終了後に香月がここで歌っていた、“〝超絶合金エヴォルシオン”〟のＥＤテーマを口ずさんでいた。

　柚姫はステップを踏み、くるりとまわった。黒髪をひるがえし、左手を差し出す。まるであの時の八はつ平ぺいを思い浮かべるかのように。

　歌い、踊り終え、柚姫が頬ほおを紅潮させながら余韻に浸っていると、

「柚姫様……」

　え!?　と振り向くと、いつの間にか忍がそこに立っていた。

　咎とがめることもなく、柚姫は彼女に駆け寄った。忍が顔をくしゃくしゃに崩し、大泣きしはじめたからだ。

「柚姫様……柚姫様ぁ！」



（夏休みに、みんなで魅み剣つるぎ家けの島、かぁ……）

　八平は、柚姫が去ったあと、数学の授業を夢見心地で聞いていた。その傍かたわらでは、香月がバッグに顔をつっこんでいる。

（なんだよ、そのリア充イベントは……）

　海なんて、ラブコメ現象が起こるようになってから、トレーニングのためにしか行ったことがない。

　海水浴場でラブコメ現象を起こしたら、ライフセーバーにあっという間に捕まるだろう。

　だが、プライベートビーチなら人数は極端に少なくなり、ラブコメ現象も回避しやすくなる。

（全裸で体育倉庫にいたことの噂うわさも広まってないし……なんか最近ラッキーだな）

　眠れないほど怯おびえたが、不良たちは誰にも話さなかったのかもしれない。

　放課後、香月にラブコメ現象を警戒してもらいつつ家に帰ると、彼女は胸を押し上げるように腕組みし、

「魅み剣つるぎ柚ゆず姫きのお前への態度……やはり怪しい……」

「いや、まさか……」

　うつむく香か月づきに、八はつ平ぺいは明るく声をかけた。

「だけど海は楽しみだぜ？　一緒に遊ぼうな」

「ふむ？　しかし私と八平でできることがあるかの？」

「スイカ割りとかしようぜ。お前スイカの場所教えてくれよ」

「客観的に見ると一人スイカ割りか……ものすごいシュールじゃな」

　心眼が使える達人のようである。鈴すず音ねからの好感度がまた上がるかもしれない。

「よし、今日も一日三十分、書きますか」

　部屋着に着替えた八平はバッグから、携帯電話……スマートフォンを取り出した。霧きり子こが機種変更したため不要になったものを、譲り受けたのだ。

　ディスプレイには、香月の小説がテキストファイル形式で表示されている。

　一定時間経たつと、自動的に画面がスライドし次の文に移るようになっていた。最後まで行くと、また文の最初に戻る……ネットでこういう機能がついたアプリを探し、ダウンロードしたのである。

　香月はこれを見て、学校で直しのアイデアを考えていたのだ。

　二人は小説に当てる時間を「一日三十分」と決めている。直しに取りかかった当初、八平はパソコン画面に文書を一ページずつ表示して、香月が考えてから直していたが、それでは時間がかかりすぎた。



    

  
    
      



    

  
    
      　八はつ平ぺいはなんとか、香か月づきが「一日三十分」以外の時間で原稿を見、考えられるようにしたかった。原稿を全て印刷し、自室の壁に貼はる方法も考えたが、それでは手間がかかりすぎる。長編を書くときになったら、壁一面を使っても足りなくなるだろう。

　二人で話し合った結果、数学や美術など、手が使えないと厳しい授業の時間を直しに当てることにした。その間、バッグの中のスマートフォンを香月が見て、考えるのだ。

「直しのアイデアはどうだ？」

「うむ！　たくさん浮かんだぞ。まず十五ページを開いてくれぬか。その六行目の……」

「あいよ」

　彼は腕時計のストップウォッチを押して、ワープロソフトを立ち上げる。

　香月の小説は直しが進み、八平の目から見てもかなり完成度が上がってきている。

　満足いく出来になったら、ネットにアップする。

　香月の執筆のスタイルを、試行錯誤を繰り返して見つけていく。

　力がたまっていくのがわかる。

　香月が考えた小説を、誰かに楽しく読んでもらう……彼女が霊体のままでも、世界とつながれる力が。



    

  
    
      
五章



　夏休みに入り、魅み剣つるぎ家けの島へバカンスに行く日がやってきた。

　八平は朝食を食べ終えたあと、霧きり子こと二人で皿を洗いはじめる。

「昨日は、興奮して眠れなかったわ」

　子供みたいだなあ、と八平が微笑ほほえましく思っていると、霧子は目をこすり、

「ゲームに熱中しちゃって……」

「今日が楽しみだったからじゃないのか……でも、本当に子供みたいだね」

「もう、バカにしないでよ。私子供じゃないわ」

　霧子は八平の胸を軽く叩たたき、

「八平くんを主役にしたゲームの第二弾を作っていたんだから」

「あのエロゲーの!?　本当に子供じゃないな！」

　文化祭で見せられた、八平の声まで入っていた力作である。

「八平くん、エロスがなければたどり着けない感動というものもあるのよ」

　霧子はエロゲーマニアの言い訳みたいなことを言った。

「第一弾は、明らかにその感動にたどり着いてなかったけどな……」

「ええ、いつになったらたどり着けるのかしらね……」

「二弾目もたどり着けなかったんだね！」

「どうすればいいのかしら……八はつ平ぺいくん、あとで知恵を貸してね？　脳はまだ借りないから」

「永遠に貸さねえよ！」

「ふふ」と霧きり子こは皿洗いを終え、エプロンで手を拭き、荷物のチェックを始めた。

　香か月づきがバッグをのぞき込んで、

「うう……水着……私も着てみたい……」

　香月はどこへ行くにも浴衣だ。その反動として、ファッション全般に興味があるのだが……好きなだけに、なおさら苦しいのだろう。

　八平は香月と二階へ行き、忘れ物がないか点検しながら、

「香月、元気出せよ」

「浴衣もうイヤじゃ。飽きた……」

「だけど夏だぜ。お前の季節ともいえるぞ」

　確かに、浴衣は夏のものじゃが……と香月が言うと、

「おまえは幽霊だからな……」

「そういう意味で!?」

　誰も脅すことはできないが。

　今度一緒に、近所の夏祭り行こうぜ、と八平が言うと、香月は上目遣いで、

「……よいのか？　一人で祭りに行き、テンションが高いのもなかなか変じゃぞ……」

「お前じゃなきゃ駄目なんだ」

「は、八平……」

「くじ引きの箱の中のぞいてもらったりとか、宝ほう引びきの糸がどの景品についてるか見てもらったりとか……」

「そういう理由で!?」

　八平は体をくねくねさせて、

「え～!?　いいだろぉ～!?　今度だけだよぉ～。お前俺のこと好きなんだよなぁ～？」

「お前はヒモか!?」

「なあ～香月ぃ～、俺たち友達だろお～？」

「恋人未満に!?」

　つっこむ香月を横目に、八平はパソコンを起動した。

　ネットに接続し、小説を誰でも投稿できる掲示板を表示する。

　香月が書いた鬼の小説を、三日前からここにアップしたのだが、一つも感想が書き込まれない。

　何度も何度も直し、八平としてもかなり自信があったのだが……。

「……誰の心にも届かなかったのかの……」

　香月はうつむき、桜色の唇を噛かんだ。八平はその髪に手を添え、撫なでるように動かし、

「素人のオリジナル小説だからな……あまり興味をもってくれる人がいないのかもしれない。もう少し待ってみよう」

「……うん」

　次の話もよろしくの、と香か月づきが言ったので、八はつ平ぺいはうなずいた。バッグを持って一階へ戻ったとき、玄関のチャイムが鳴る。

　はーい、とドアを開けると、柚ゆず姫きが立っていた。

「お、おはようございます……」

　サマーニットに、ロングスカートと麦わら帽子。いつもの黒シャツとジーンズのそっけない格かつ好こうとは違う、いかにも「お嬢様」という風情である。

「うわ……スタイルがいいから、なんでも似合うのう……」

　香月が感嘆の吐息を漏らしている。八平も全く同感だったため頷うなずくと、柚姫の顔がほころんだ。

　家の前には、黒塗りのリムジンが停とまっている。

　二十代半ばほどの女性運転手が、にこやかに微笑ほほえんでドアを開けてくれた。

　柚姫は祖父から男に近づくことを禁じられている。

　しかし使用人たちが八平や万まん石ごく浦うらも参加できるよう、秘密裏に段取りを組んでくれたらしい。

「柚姫様がお友達を連れて遊びに行くなど、初めてのことです。大丈夫。大おお旦だん那な様……柚姫様のお祖父様には絶対にバレませんから」

　柚姫は使用人の間でかなり人望があるようだ。八平がお礼を言って車に乗ると、

「八平君！」「おはようございます、八平さん」「やあ」

　鈴すず音ね、佳よし乃の、万石浦が笑顔で迎えてくれた。

　リムジンなので、鈴音、佳乃と向き合って座ることができる。

　八平はふかふかの椅い子すに身を沈めて、

「しかし会長、魅み剣つるぎさんの家って、やっぱり凄すごいお金持ちですよね……」

「うん。でも一人娘らしいから、いずれは婿を取るとか言っていたな……むむ」

　鈴音は腕を組み、眉まゆを寄せて、

「魅剣先輩が男性を誘うなど、想像もできなかった……も、もしかして彼女も君のことを……」

「いやいや、まさか！　これ以上は絶対にないですって！」

「いや、わからんぞ……染そめ谷やさん」

　はい、と佳乃は万石浦の髪を結んだ。「はっぺー！」と言って彼が抱きついてくる。

「こういう風に、性の差すら超えた君だ……身分の差くらい、大したことないだろう」

「いや、まだ超えてないですけど……」

「まだ？」と期待をこめて迫る万石浦の頬ほおを押さえながら、八平は思った。

（俺は幽霊と添い遂げようとしてるんだ、確かに身分差くらい大したことないかもな……）

　ドアが開き、霧きり子こと柚ゆず姫きが乗り込んできた。

「……あれ？」

　八はつ平ぺいは違和感を覚え、柚姫に質問する。

「あの、長は谷せ部べさんは来ないのですか？」

　彼女は桜色の唇を噛かみ、一度だけうなずいた。踏み込んで聞くことを躊ちゆう躇ちよさせる仕草である。

　少し気まずくなった空気の中、リムジンがゆったりと走り出した。

　うわ、やっぱ走り心地最高だな……と八平が感動していたとき、

「ええと……こういう時は……」

　向かいに座る鈴すず音ねが手帳を取り出して、熱心に読んでいる。そして、目を閉じてイメージトレーニングしたあと……八平を緊張した面もちで見てきた。

　彼が怪け訝げんに思っていると、いきなり急ブレーキがかかった。まさか運転手つきの車でこんなことになるとは思わなかったので、八平は完全に油断していた。

　前のめりに倒れると、両手が勝手に動き、鈴音の双乳へ向かっていく。

（今日はコレか!?）

　ラブコメ現象の基本、“〝胸を揉もむ”〟である。八平はこれまでの経験から確信した。

　このままでは、会長の胸を……と思ったとき、鈴音が彼の両腕をつかんで受け止め、優しく微笑ほほえんだ。

「八平くん、気をつけないとだめだぞ？」

　香か月づきがそれを見てハッとし、ささやいてくる。

「は、八平、今の鈴音の動き……」

　まるで、あらかじめ八平がつっこんでくることを、想定していたような。

　柚姫が、「申し訳ありません。猫が飛び出してきたようですね」と謝り、再び出発した。

　車は二十分ほど走り、葛か西さい市し内の港に停車した。

　柚姫を先頭に、海へ向けて歩く。

　八平は鈴音の隣に並び、質問した。

「会長、さっき急ブレーキかかった時の動き、まさか……」

「あ、うん……」

　鈴音は頬ほおを染めてうつむき、

「ラブコメ現象のことを八平君に聞いてから、少しラブコメ漫画を買って読んでみたんだ」

「え……」

「それで、この主人公が八平くんだったら、って想像して……どうすれば“〝そういうハプニング”〟を回避できるかって考えて……ほら、君ひとりでやるより、私も協力したほうが、避けやすいだろう？」

　鈴音は両手をあわせ、指をからめながら、

「……め、迷惑かな」

　八はつ平ぺいは首をぶんぶん振った。

「め、迷惑なんてとんでもない！　うれしいです！　とてもうれしいです！」

　今まで香か月づきと二人だけで、ラブコメ現象に対処してきた。

　この人は、こんな馬鹿げた呪のろいを少しも笑わず、真剣に受け止めてくれている。

「それに、万一えっちなハプニングを受けても、多少ならかまわないし……」

「え、何か言いましたか？」

「い、いや、何でもない」

　今のなんでもないは、本当に聞こえなかった。香月に聞いてみても、目を伏せて首を振るだけだった。

　佳よし乃のと霧きり子こが、八平と鈴すず音ねに鋭い目を送ってくる。

「……むむ、怪しいですね。さっき車の中でも目と目で会話をしてましたし……」

「全校生徒の前で告白して、八平くんを救ってくれたからって……」

　先頭を歩く柚ゆず姫きが立ち止まり、あれに乗ります、と指さしたのは小型ボート。

　まさかこれで島まで行くのか？　と皆が不安に思ったとき、沖合に飛行機が着水した。どうやら水上着陸が可能な機種のようだ。

「ボートで、あの沖合の飛行機まで行き、島へ向かいます」

「……」

　御剣家の金持ちぶりは、天井知らずらしい。



　飛行機は十五分程度のフライトで、島へ到着した。

　八平は皆より早く水着に着替え、浜辺でストレッチを開始する。今日のラブコメ「胸を揉もむ」を意識からはずす訳にはいかないが、とにかく今日を楽しみたい。

　浜の近くに、魅み剣つるぎ家けの別荘が建っている。それほど贅ぜいを尽くした造りではなく、お洒落しやれなペンション、という感じの木造平屋建てだ。柚姫に羽を伸ばしてもらうため使用人は一人もいない。迎えが来るのは明後日あさつてだ。

　八平の傍かたわらには、別荘から運んできた、高級肉や野菜などが入ったクーラーボックス、バーベキューセットが置かれている。これが昼ごはんらしい。

「しかし……とんでもないお嬢様なんだな、魅剣さんって」

「まあ、私が稼いだわけではありませんから、大したことはありませんが……」

　柚姫の声に振り向くと、彼女が耳まで真っ赤にして立っていた。

「……な……」

　八平は目をこれ以上ないほど見開く。柚姫が着ていたのは、純白のビキニである。

　服越しでも大きさを強調していた胸……それが白日のもとにさらされ、その全容を露あらわにした。

　いや、全容を露わにしたら痴女だが、それほどに水着の面積は小さかった。柚姫がもじもじと体をくねらせるたびに胸が縦横無尽に揺れる。

　柚ゆず姫きは前髪の隙すき間まから八はつ平ぺいを見つめてきて、ほぅ……とため息をもらし、

「薩さつ摩まさん、相変わらず引き締まっていて……ものすごい体ですね」

「魅み剣つるぎさんも、ものすごい体ですよ」

　八平の茹ゆだった脳が発した言葉に、柚姫は腕で胸を隠した。

「あ、魅剣さん、違いますよ、締まるところ締まってるって意味じゃないですよ！　いやらしい意味でですよ！」

「逆ですわっ！」

　八平は混乱するあまり、逆になった。混乱すれば許されるってものではないが。

「……しかし魅剣さん、いつも露出が少ない服着てるのに、今日は大胆ですね……」

「そ、そうですか」

「ええ、手のやり場に困ります」

「お触り自由じゃないですよっ！」

　どこも触り放題というわけではない。

「すいません、混乱するあまり手と目を間違えました」

「ありえない間違いですね……」

　ため息をつく柚姫を見て、八平は思った。

　こんなにスタイル抜群で、美人だというのに、ぶっかけキャラというイメージがついてしまって……まるでデビュー時に変な口癖などのキャラ付けで売り出し、その後伸び悩むアイドルのようだな、と思った。

「な、なんですか、薩摩さん、あまり見つめないでください……」

　うつむく柚姫の顎あごを、八平はそっと掴つかみ、引き寄せる。

「もっと早く、キミと会いたかった……」

「さ、薩摩さんっ……」

「そうすれば、ぶっかけなんてボクがさせなかったのに」

　香か月づきが阿あ吽うんの呼吸で「どこのプロデューサーじゃ!?」と突っ込むも、柚姫は頬ほおを染めたまま動かない。つま先をピンと立て、唇を震わせている。

（……あれ？）

　なんだろう、この空気。

　どうやら柚姫には「ぶっかけなんて……」という八平の言葉は耳に入らなかったらしい。

　謎なぞのプロデューサーになってしまい、変なことを口走ってしまったが……。

　だ、誰かこの空気を打開してくれ！　香月だけではなく、もう一息！　と思ったとき、背中を強くつねられた。

　おお、これこそ求めていた物理的なツッコミ。八平が喜々として振り返ると、

「もう……何してるのっ？」

　万まん石ごく浦うらがビキニをつけ、肩からタオルをかけて立っていた。

「お前がだよ！」

　八はつ平ぺいは全力でつっこみ、それ外せよ、と言った。

　万まん石ごく浦うらは「わ……わかった……」とタオルだけ外した。八平はもう疲れてきて、

「ビキニの上もなんだけど……」

「さ、薩さつ摩まさん、何を言うんですか！　見損ないました！」

　柚ゆず姫きが割って入ってきた。「いや、忘れてるかもしれませんが、そいつ男ですよ？」と弁解すると、万石浦は遠い目をして、

「八平、海って大きいよね。ちっぽけな悩みなんて、どこかに吹き飛ぶよね」

「だが、男同士が結ばれるほどにはならないと思うぞ」

「こんな風に皆で遊べるのも、今のうちだけだよね。みんな、少しずつ変わっていくんだから……」

「お前は、少しずつどころではなく変わったけどな」

　もう、もとの男キャラがあまり思い出せないほどに。金持ちという属性は、完全に柚姫に奪われている。

　続いて「お待たせしました」と言い、佳よし乃のと霧きり子こがやってきた。二人とも万石浦のビキニには触れない。もう皆、受け入れつつあるらしい。

　佳乃はパレオがついたブルーのビキニ。しかし霧子はその後ろに隠れ……水着が見えない。

（あ、あの姉さんが恥ずかしがっている……！）

　女によ体たい盛もりすら喜々として行い、自分をヒロインにしたエロゲーすら作る霧子が。ま、まさか……。

「姉さん、“〝バカには見えない水着”〟とか言って全裸で歩き回るのはだめだぞ」

「八平くんは私をどんな風に見てるのっ!?」

「ええと……俺限定で痴女になる」

　佳乃が首をかしげ、

「え、呼びましたか？」

「君じゃねえ！　今は！」

「じゃ、じゃあボク……？」

「お前はそもそも女じゃねえ！」

　そんな痴女だらけの空間の中、霧子がぎゅっと目を閉じて佳乃の後ろから出てきた。

「……へ？」

　スクール水着である。もっとも色気からは遠い、胸元に「さつまきりこ」と書かれたもの。当然ながらキツキツで、その爆乳がナイロン生地さえ突き破って出てきそうだ。

「わ、私、今お金がなくて……それで、中学校の授業で使ってたのを引っ張りだしてきたんだけど……」

「そ、そう……」

「私、お友達いなかったから、海にも行ったことないし……本当は、ヒモ的なものを着たかったのに……ごめんね八はつ平ぺいくん」

　八平は、うつむく義姉を元気づけようと思い、ほとばしるように言った。

「姉さんの爆乳をスク水という矮わい小しような器うつわに閉じこめる……そこから生み出される恥じらいや、キツキツの水着の素晴らしさは、単純にヒモで露出度を上げるより遥はるかに素晴らしいんだよ！　わかってよ！」

「う……うん。ありがとう……？」

　彼の熱弁に、珍しく霧きり子こが引き気味になった。義弟が何を言っているのかよく分からないが、とりあえず怖いのでうなずいているらしい。

「あ、あの……お待たせ……」

　小さな声に皆が振り返ると、今度は鈴すず音ねが黒いビキニ姿で立っていた。均整の取れたしなやかな肉体に、要所要所で女性らしい膨らみがある。そして、その美脚は芸術的としか言いようがない。

「……」

　八平は皆を見て、ツツと涙を流した。

　な、なんだろう、この楽園は……。

　中学時代は病原菌のように扱われ、高校でも嫌われている。だけど……今は……うああぁああ……。

　八平の反応を窺うかがった鈴音が、



    

  
    
      



    

  
    
      「うおっ、八はつ平ぺいくん、なぜ泣いているっ!?」

「ち、ちげーよ、泣いてねーよ！」

「なんでケンカして負けた小学生みたいになってるのだ!?」

「胸がいっぱいになっただけですよ！　ちょっと一人になります！」

　八平はダッシュで砂浜を駆けた。

　岩場の陰に行って、涙をぬぐう。

「香か月づき……俺のまわり、いい人たちばかりだなあ」

「うむ……よ、よかったの」

「こんなに幸せでいいのかなあ」

「……あんまりそれ言わないほうがよいぞ？　それ、“〝幸せが壊れるフラグ”〟じゃ……」

　こういうことを口走ると、大体不幸なことが起きる前触れである。

「ところで香月、なんでお前隠れてるの？」

　声はするが、さっきから彼女の姿が見えないのだ。

「わ、笑うなよ」

　そう言って、岩場の陰から香月が出てきた。

　八平は立ったまま全身を痙けい攣れんさせる。それほどに香月の格かつ好こうは衝撃的であった。

　浴衣を幾重にも巻いてパレオ状にし、下半身を隠している。そして……胸元にはいつも髪を結っているリボンを巻きつけていた。

「ち、痴女だと笑うがいい！」

「お前も痴女なら、さっきの空間は驚異の痴女率だな……」

　鈴すず音ねと柚ゆず姫き以外全員である。いや柚姫も性癖的に怪しいかもしれない……と彼は思った。

「しかし、なんで香月そんな……」

「だ、だって……っ、お前、みんなの水着ばっかり見とるからっ……」

「そんなことはない」

　え……と目を輝かせる香月に、

「この大自然も見ているぞ」

「私を見んかいっ！」

　香月が八平にずいっと迫ったとき、巨乳が大きく揺れ、その衝撃に彼は思わず後ずさった。

　しかし、そこには何もなく……八平は岩場から海へ落下した。すごく優しい、穏やかな微笑ほほえみを浮かべて。

　まるで、死の直前にルーべンスの絵かい画がを見ることができたネロのように。

　パトラッシュ、僕、よくやったよね？　ラブコメに負けず、戦ったよね？

「は、八平、はっぺーっ！」

　幸せが壊れるフラグが、早くも現実になったかもしれない。



「しかし、おぬし丈夫じゃな……あの高さから落ちても傷ひとつないとは」

「うん……まあ岩にもぶつからなかったし、人間大砲に比べれば、あんくらい大したことないよ」

　八はつ平ぺいが浜辺に戻ると、佳よし乃のがパラソルの下で膝ひざを抱えていた。

「佳乃、泳がないの？」

「いえ、その、私は……笑わないでくださいね」

　うん、と八平がうなずくと、

「泳げないのです」

「ええええええ!?　マジで!?」

「驚かないでくださいね、と言うべきでしたっ！」

「その場合は、半笑いになったけど……」

　最低です、と佳乃はそっぽを向く。八平は頭を下げて謝りつつ、

「ごめんごめん、俺泳ぎ得意だから、よければ……」

　え、まさか、二人っきりでコーチとか……と期待をこめて見てくる佳乃に、

「顔だけ砂の上に出して、埋めてあげようか？」

「薩さつ摩まさんが泳ぎ得意なのと関係ないですっ！」

「いや、俺の泳ぎをそこから見ていてくれ」

「自慢!?」

「“〝私、泳げるけどこうして埋まってるんです”〟的な冷笑を浮かべてれば、面子めんつは保てるよ」

「悲しい見み栄えですね……じゃあ素直に言います。私に、泳ぎを教えてくださいませんか？」

「いや、俺そんなに泳ぎ得意じゃないから……」

「八平さんが、悲しい見栄を張ってましたっ！」

　まあ、あれ見たらね……と海を指さすと、ガチで泳いでいる鈴すず音ねの姿。インターハイに出ても好勝負ができそうなほどの速さだ。

「まあ、会長さんは運動に関して別次元ですから……基本でいいのです。教えてください」

　うん、と八平が頷うなずき、浅瀬で顔のつけかたからレクチャーを始めると、後ろから視線を感じた。

　鈴音が沖合から、こっちを寂しそうに見ている。目が合うとあわてて視線をそらした。

「……ぷはっ。八平さん、よそ見しちゃだめです」

　顔を上げた佳乃に頷き、レクチャーを続けていると……鈴音がおずおず近寄ってきた。

　佳乃が、意地悪な……だがどこか楽しんでいるような声を出す。

「あら？　会長さん、ここは泳げない人がくるところですよ。泳げる人は、マグロのように水中を楽しんでください」

「ええと……その、さっき、悪魔の実を食べたから、泳げなくなって……」

「訓練しても、泳げるようになりませんっ！」

　鈴すず音ねのありえない言い訳を、佳よし乃のは一いつ蹴しゆうした。

「食べたのは、スキスキの実だ。好きな人から離れられなくなるんだ」

「な……」

　八はつ平ぺいは絶句した。まさか、俺が好きだから離れたくないということか……？

「私は君たちが好きだ。だから一人は寂しい」

「うわあああああああ―――っ！」

　八平は恥ずかしさから、浜辺を全速力で駆けていった。

「む、八平くんはどうしたのだ」

「いや、その……会長さん、あなたは素直すぎます」

　さすがの佳乃も、毒気を抜かれたようになっている。



　霧きり子こは浜辺に、八平が二度と見たくない器具を設置していた。不気味に黒光りする砲身。まさか……。

「姉さん、これって……」

「人間大砲・弐に式しきよ。最大で、高さ五十メートルまで飛ばせるの」

「単なる殺人の道具だよね」

「ひ、ひどいわ、八平くん、私が作ったものに、殺人だなんて……」

「ご、ごめん……」

　うつむく霧子の頭をそっと撫なでると、

「殺人ではなく、処刑の道具よ」

「どっちにしろ死ぬよね!?」

　処刑は、現代日本の観点では殺人ではない。

「私のものにならない八平くんを処するための……あらあら、冗談よ」霧子は微笑し、怯おびえる八平の頬ほおを撫で、「これ、花火も打ち上げられるのよ。前の大砲を九割以上改造し……魅み剣つるぎさんにお願いして、先に島へ送ってもらってたの」

「……姉さん、結構楽しみにしてたんだね」

　霧子は「うん」と舌をぺろっと出した。

　姉弟、穏やかな雰囲気に浸っていると……霧子がいきなり沖合を指さし、

「……!?　八平くん、あれサメじゃないかしら……？」

「は？」

　八平がそちらを見ると、柚ゆず姫きがゴムボートに乗って揺られていた。

　その近くで鈴音が泳いでいるのだが……彼女に、海から突き出た尾ビレがゆっくりと迫っている。

　八平は、吠ほえた。

「会長オオオオオオ、魅剣さん！　やべえ！　サメ来てる！」

　声は届かないようだ。いかに鈴音が強くても、水中でサメにかなうわけがない。

　香か月づきが頭に手を当て、ええと……と言ってから、

「八はつ平ぺいよ、以前読んだ本によると、確か……サメは水中に伝わってくる振動に敏感なはずじゃ。それに、血に呼び寄せられるはず！」

「振動……血……！」八平の脳裏にある作戦がひらめいた。「姉さん、俺の言うとおりにしてくれ！」

　八平は霧きり子こに素早く指示を出すと、クーラーボックスの中から持てるだけの肉をとり、バーベキューセットからナイフを取り出した。

　もつれるように霧子のもとに戻る。彼女はすでに、人間大砲の照準を合わせていた。

「八平くん、本当にいいの!?　顔が真っ青だけど……」

　彼は奥歯をガチガチさせながら、砲身に入った。

　大砲で飛ぶのはイヤだし、サメと対たい峙じするのはもっとイヤだ。

　自分の臆おく病びようさは百も承知だ。だけど会長と魅み剣つるぎさんを置いて逃げたくない。

　その矛盾を解消するには……戦わざるを得ない状況へ目をつぶっても飛び込むのだ。

　足の裏から爆発的な衝撃を受け、砲身の中を滑走し、低空で射出される。

　ぎゃあああ!!　と全くヒーローらしくない悲鳴をあげながら、八平はゴムボートの近くに着水した。

　痛みに顔をしかめる間もなく、八平が盛大に起こした“〝水中への振動”〟、そして撒まき散らかした肉の“〝血の匂い”〟に反応し、サメが向かってくる。

（ひ……!!）

　体長は二・五メートルほどだろうか。映画で見るような化け物サイズではないが、むき出された牙きばに体が縮み上がる。

　八平は水面に顔を出し、鈴すず音ねにゴムボートに上がるよう指示した。

（サメが肉を食ってるうちに、早く……！）

　しかし、そのとき八平の足に、サメの尾ビレが当たった。痛みに顔をしかめると、鈴音が顔を蒼そう白はくにして、

「は、八平くん、噛かまれたのかっ!?」

　肉の血を八平のものと誤認したか、鈴音がこちらへ泳いでくる。

　サメの照準が鈴音に移ったのがわかる。頭をそちらへ向け、泳ぎだしたのだ。

　八平が絶叫したとき……鈴音はなんと、向かってきたサメの目を殴った。驚いたのか、サメは鈴音と一定の距離をとる。

　八平は慌ててゴムボートに乗り、「会長のところへ向かってください！」と柚ゆず姫きに指示を出した。

　さっきの鈴音の反撃は、あくまで例外だろう。あんな神技を水中で何度もできるとは思えない。

　鈴音は、サメを目で威嚇しているが……再びその牙は彼女に向かっていく。

「会長……今助けます！」

　この身に宿した呪のろい。きわめて情けない、ラブコメ現象という異能の力で。

　八はつ平ぺいは、ゴムボートにナイフを置き、めいっぱい助走をつけ、鈴すず音ねへ向けて飛んだ。競泳の飛び込みのような……両手を前に突き出し、双乳を掴つかみに行く姿勢で。

　今日のラブコメ現象「胸を揉もむ」発動！

　彼は今、鈴音の胸に向かう一本の矢となった。物理法則を無視して加速し、サメのスピードすら凌りよう駕がしたのだ。

「は、八平くんっ！」

　鈴音の双乳を鷲わし掴づかみにし、その勢いのまま水中深く潜り、サメの顎あぎとから間一髪救い出した。

　鈴音がすがりついてくる。気丈な彼女といえども、怖かったのだろう。

　その頭を優しく撫なで、ゴムボートへ向けて浮上する。

　柚ゆず姫きが差し出してきた手をとり、二人ともボートへ上がったとき……サメが今度は、水中から顔を出して襲ってきた。

「いい加減に……しろっ！」

　鈴音は八平が置いていたナイフをとり、サメの目に根元まで突き刺し、えぐった。

　暴れ回るサメは、最後の一撃を見舞った。八平に再び、その尾ビレを振るったのだ。こめかみを直撃し、彼の意識は飛び、水中へ落下していった。



「ああ、八平！　お願い！　しっかりして！」

　香か月づきは、彼の耳元で懸命に呼びかけた。

　どうやら完全に気絶しているらしく、ぴくりとも動かない。

　鈴音たちは水面近くを探しているらしい。サメが撒まき散らかした血のせいで、水の透明度がかなり落ちている。

　私は、八平の居場所を知っているのに……！　実体がないせいで。そのもどかしさに、香月は叫んだ。

「畜生めが!!　なぜじゃ！　なぜ私は！」

「香月！　聞こえる!?　香月！」

　空耳だろうか。誰かが自分のことを呼んでいる。

（……いや、これは……）

　香月は水面に出た。魅み剣つるぎ柚姫が、視線を周囲にめぐらせたあと、こちらを見て、目が合い……そして。

「香月、薩さつ摩まさんの居場所がわかる!?」

「え……？」

「わかるの!?」

　呆ぼう然ぜんとうなずく香月に、柚姫は言った。

「私を彼のところに案内して。鈴音さんは私の後ろをついてきてください！」

　そう言って、柚ゆず姫きは息を大きく吸い、潜った。鈴すず音ねも呆あつ気けにとられていたが、すぐに意識を切り替え彼女につづく。

（柚姫、こやつは一体……いや、今は……）

　八はつ平ぺいの命がすべてに優先する。そう思い、香か月づきは柚姫を誘導した。

　水深三メートルほどのところに八平は沈んでいた。柚姫は鈴音と協力し、水面へ引き上げ、ゴムボートへ乗せた。

　人工呼吸を開始する。鈴音が心臓マッサージをし、柚姫が唇の担当だ。

　八平が、ゴホっと水をはき、うっすらと目を開く。

　香月は、八平の胸に頬ほおを寄せた。

「あ、ああ……よかった……」

　しかし彼は、眼がん前ぜんの柚姫を見ている。今彼女は、その顔が丸見えになっていた。

　八平は苦しげに、

「……かづ……き……？」

「え……!?」

　香月は柚姫を凝視した。

　八平の言葉に柚姫は表情を曇らせ、大きく首を振る。

「いえ、私は香月ではありません。魅み剣つるぎ柚姫です」

　八平は、目を何度もしばたいたあと、眠るように目を閉じた。



　八平がベッドの上で目を覚ますと、鈴音が胸にすがりついてきた。

「ありがとう……！　サメが向かってきたとき、本当に怖かったんだ」

「い、いやその……もう少し格かつ好こういい方法で助けられればよかったんですけど」

　胸を揉もみにいく力で助けるヒーローなど、前代未聞だろう。

　鈴音は何度もかぶりを振って、「そんなことないよ」と言った。

　彼女の腕時計を見ると、深夜の一時である。かなり長い時間気を失っていたらしい。

　霧きり子こ、佳よし乃の、万まん石ごく浦うらが、八平から鈴音を引きはがしてから、安あん堵どの表情を見せてくる。

　ここは魅剣家の別荘の、八平にあてがわれた個室だ。

（あれ、香月と魅剣さんがいない……）

　部屋の外から足音が聞こえてきた。魅剣さんかな、と思ったが……入ってきた少女の顔を見て、八平は絶句した。

　濡ぬれ羽ば色いろの髪を腰まで伸ばしており、二本の足で歩いている。

　桜色の唇から紡がれる声は、まぎれもなく彼女のもの。

「あ、起きたんですね……」

「え……!?　香月！　お前実体化したのか!?」

　八平は起き上がり、ダッシュで駆け寄り、何のためらいもなく抱きついた。「あ、あのっ、薩さつ摩まさんっ……」と暴れる彼女の髪に頬ずりして、

「あ、ああ、あったかい……柔らかい……」

「は、はうう……」

　突然の事態に、鈴すず音ねたちは呆ぼう然ぜんとしている。

　日付が変わっていたためラブコメ現象が発動し、八はつ平ぺいの足がもつれ、抱いている少女を巻き込んで転び、その股こ間かんに顔をつっこんだ。

　慌てて離れた八平の耳に、香か月づきの声が聞こえる。

「おいおい！　この浮気者！　……あれ？　これは浮気なのか？　私と誤認しとるし……」

　彼が横を向くと、香月が複雑な表情で浮遊していた。

「え、お前……実体化したんじゃ……ここにいるのは……」

　柚ゆず姫きは頬ほおを染めて股間を押さえ、

「さ、薩さつ摩まさん、私は柚姫です……香月の正体を知っている者です」

「か、香月の正体……!?　ていうか魅み剣つるぎさん、香月が見えるんですか!?」

「ええ、今まで黙っていて、本当にごめんなさい」

　柚姫は正座し、深々と頭を下げた。



　事態が飲み込めず、混乱する鈴音たちには、「大事な話があるから」と席を外して貰もらうことにした。皆、しぶしぶ部屋を出ていく。

　八平と柚姫は、中央のテーブルで向かい合った。

「魅剣さん……香月の正体って、いったい……？」

　香月も食い入るように柚姫を見つめている。八平が目覚めるまで、聞くのを待っていたのだという。

　柚姫は長いまつげを伏せて、

「香月、あの……あなたはとても……悲しい存在なのです」

「「悲しい存在……？」」

　二人の声がハモッた。柚姫の、死んだ双子の妹とか。それとも人柱になった先祖……？

「香月、あなたは……私、私の……」

　柚姫はうつむき、己の胸をぎゅっとつかんだ。香月が不安なときによくする仕草である。

　八平は立ち上がり、柚姫の細い肩をつかみ、揺すった。

「魅剣さん、俺たちはどんなつらい現実でも受け止めます！　だから……」

　香月も、覚悟を決めたように、大きくうなずいた。それを見て、柚姫は絞り出すように告げる。

「か、香月……あなたは私の」

「「私の……？」」

「中二病が具現化した生き霊なのです」

「「…………」」

　は？　と目を点にした二人をよそに、柚姫の話は続く。

「三年前、私は重度の中二病にかかっていまして……自分の名をもじった“〝香か月づき”〟と名乗り、自宅では浴衣を着て生活していたのです」

「は、はあ」

「私は中二病と決別するための“〝おまじない”〟を行いました。その結果、具現化したのが……香月、あなたなのです」

　香月は口をぽかーんと開けている。

　八はつ平ぺいは、一拍の間をおいたあと、

「なるほど、それは悲しい存在だ……」

「そういう意味じゃったんかいっ!?」

　香月の一世一代のつっこみが炸さく裂れつした。壁に上半身をめり込ませ、「ええ～……」と唸うなったあと、

「か、悲しいって、それ……？　私、てっきり若くして死んだお姫様か何かと思っていたのに……」

　八平はその背に手を当て、撫なでるように動かしつつ、

「魅み剣つるぎさん、もしかして香月の“〝じゃ”〟とか、“〝よのう”〟という口癖も……」

「ええ、私がキャラ付けのために使っていたものです」

「こ、これから使いづらいのう……使いづらいじゃない！」

「言い直した！　じゃあ、香月が下着をつけてないのも……」

　柚ゆず姫きは頬ほおを染めて、

「か、香月、つけてないのですか……そういえば私、細部にこだわる性分なもので、リアリティを追求するために……」

「お前のせいか!!　お前のせいで、私は八平と二年以上もの間ノーパン生活を……」

「本当に、ありがとう」

「礼を言うな、八平！」

　八平は柚姫に向き合い、

「じゃあ、魅剣さんは香月の成長した姿、なんですか……そういえば香月、お前魅剣さんについて、“〝傾国にして絶世の美女。世界美女コンテストに参加したらぶっちぎりで優勝。いや、あの神に愛されているとしか思えぬ容姿を、人間が評価するのは傲ごう慢まんというものじゃな”〟とか言ってたな」

　香月は「ぎゃあー！」と顔を覆って、空中でぐるぐる回りだした。柚姫は「そ、それは言い過ぎです」と、染まった頬を隠すように髪をいじり、

「私は三年前……香月と決別するための“〝おまじない”〟を行ったのですが、高校であなた方とお会いするまで、こんな結果になっているとは思いませんでした」

「香月が生まれたことは知らなかったのですか？」

「そうです」

　八平は、その時ハッとした。香月の本体たる柚姫がここにいる。ならば、実体化も可能なのでは……。

　八はつ平ぺいがそのことを聞くと、柚ゆず姫きはゆっくりと首を振った。

「おそらく、無理でしょう。香か月づきが私の中に入ろうとすれば……おそらく、一日と持たずに私の意識の中に取り込まれ、消えるでしょう」

「な、なんでそんなことがわかるんですか」

「一つのコップに、二種類の飲み物は入れられない。それと同じようなものです……私にはなんとなくですが“〝わかる”〟のです」

「そ、そんな……」

　八平は香月を見た。彼女の目は虚うつろで、髪も輝きを失っている。唇をわななかせながら、

「わ、私は……中二病が具現化した生き霊……そんなしょうもない存在じゃったのか……八平と手を取り合えない。抱かれることもできない……」

　八平は、彼女を両腕で包もうとしたが……。

「ご、ごめん、八平っ……」

　彼女は床下に潜っていった。今の状況を考えると、無理もない。

　八平は、膝ひざをついて床に拳こぶしを打ちつけた。

　実体化の夢は消えた。

　彼も心のどこかで、冷凍保存でもされた香月の肉体があるのではないか……そんな甘い希望を抱いていたのである。

「薩さつ摩まさん……一つ、言いたいことがあります」

「なんですか」

　八平は少しいらだちを顔に出して反応した。柚姫は一瞬身をすくめたが、意を決したように背を伸ばして、

「あ、あなたが……好きです」

「は……!?」

　八平は目を見開いた。

　状況が変化しすぎて、頭がついていかない。

「ここしばらく、あなたを見ていました。誰にも理解されなくても……見えない幽霊に優しく寄り添い、運命にあらがい続けるあなたに……私は惹ひかれたのです」

「……」

「あなたがどう受け止めるかは、怖いですが……私はとにかく、この気持ちを伝えたかったのです」

　八平は改めて柚姫を見た。

　彼が求めてやまなかった、香月が肉体を持ち、成長した姿が……手を伸ばせば、届くところにある。

　彼はただ呆ぼう然ぜんとした。



　香か月づきは地下へと潜り、膝ひざをかかえていた。

（中二病が具現化したもの……実体化はできない……！）

　奥歯を噛かみしめ、胸を引きちぎるほど握りしめる。

　一生、八はつ平ぺいと柚ゆず姫き以外からは認識もされない。

（わ……私は……）

　黒髪を振り乱して嗚お咽えつする香月の耳に、一定のリズムで、パシッ、パシッ、という音が聞こえてきた。

　しばらく無視していたが……その音は途切れることがない。

　泣きはらした目で音の方向に向かっていくと、声が聞こえてきた。

「……づき様……香月様……香月様……」

　もう少し進むと、洞どう窟くつのような場所に出た。魅み剣つるぎ家けの別荘はこの上に建っているらしい。

　怪物の腹中のように、てらてらした壁。無数の不思議な形の石がある……ここは鍾しよう乳にゆう洞どうだろうか。

　なぜそれが見えるのかというと、一人の少女がカンテラを持って歩いているからだ。

「し、忍しのぶ!?」

　何度も香月の名を読んでいるのは、柚姫の護衛・長は谷せ部べ忍だ。先ほどの規則的な音は、彼女が掌てのひらで壁を叩たたいている音だったらしい。

　そういえば、なぜか島には来ていなかったが……。

　まさか、こいつからも自分が見えているのか？

　いや……違う。忍は視線をしきりに動かして、香月の眼がん前ぜんに来ても、「香月様！」と呼んでくる。

　忍は、握手を求めるように右手を前に差し出し、

「お願いです！　私と友達に、友達になってください！」

　それは……あまりにも異様な光景。長時間この行動を続けているのか、声が嗄かれていた。

　八平に報告しに行こうか、とも思ったが、さっきの手前どうも顔を合わせづらい。それに、忍の懸命な姿が胸を打つ。

　香月は、その必死さに引き寄せられ、握手した。

　そして……香月は実体化した。足の裏から、鍾乳洞のぬるりとした感触が伝わってくる。

「なに!?」

　だが、すぐに霊体に戻ってしまう。

　忍が驚いたように目を見開いたあと、ひざまずいた。

「お久しぶりです、香月様、忍でございます」

「……え……!?　おぬしにも見えるようになったのか!?」

　香月は驚き、今度こそ地上へ向けて飛びあがった。

　別荘の庭に出ると、八平が呆ぼう然ぜんとした表情でたたずんでいる。

「のう八平よ、なんと地下に忍がいての、私のことを認識したのじゃ……」

　八はつ平ぺいは立ち上がり、無表情でこちらへ向けて歩いてきた。

「なんじゃ、驚かんのか？　八平」

　彼は、香か月づきのことを素通りしてしまう。

「え、はっぺい……？」

　私のことが、見えていない？

　そんな、まさか……！

　香月は彼の周りを飛び、何度も話しかけた。胸もチラ見させたが、全く反応しない。

　そして……体が、地中に向かって引っぱられはじめた。

　まさか……自分は今、忍しのぶとくっついているのか？

「八平……お願い！　私を見て！　お前だけは……お前だけは！」

　香月は手を伸ばしたが地中に引きずり込まれ、視界が暗転した。



    

  
    
      
六章



　香月は、目の前で深々と土下座している忍を見つめた。

　鍾しよう乳にゆう洞どうの中を、カンテラの明かりが照らしている。忍はここをねぐらにしているらしい。柚ゆず姫きたちより先に、小型ボートで島に来ていたのだという。

　今、自分が「取とり憑ついている」のは忍であるらしく、二十メートル以上離れることができない。地上に上がるのは、先ほど握手したときより忍が深い場所に移動したため、不可能になった。

「香月様、だまし討ちのような方法をとってしまったこと、さぞ腹をたてておることでしょう」

　顔を上げた忍の表情には、一片の悪意も見られない。本当に申し訳なさそうだ……いつもと違いすぎて、調子が狂う。

　香月は十秒ほど目を閉じ、懸命に気持ちを落ちつけた。八平に認識されなくなったのは半はん身しんをもがれたような気持ちだが、忍と話し、現状を把握しなくては。

「……忍よ、おぬしと握手をすると、お前に“〝取り憑いた”〟状態になったが……」

「はい。ダメもとでやってみましたが……互いに“〝友達になりたい”〟という意志があり、その上で握手をすると“〝所有権”〟が移るようです」

　香か月づきは、八はつ平ぺいと出会った日のことを思い出してみる。

　そういえば……あのとき、香月は友達になって欲しいと言って握手をし、一瞬だけ実体化した。それから、彼と離れられなくなったのだ。

　忍しのぶは額ひたいを地面にこすりつけ、

「先ほど、香月様は自分のルーツを知り、打ちのめされていたでしょう？　私はその時を狙ねらい“〝友達になりましょう”〟と言ったのです。あなたが、握手する前に薩さつ摩ま様に相談したりしないように……私は、柚ゆず姫き様がこの島で真相を告げることを、知っていましたから」

「……なるほど、の。しかし、おぬしはなぜ“〝所有権”〟が移るルールを知っているのじゃ？」

　忍は傍かたわらに置いてある本を手に取った。見るからにぼろぼろで、五ページほどしかない和わ綴とじのものだ。

　忍がめくって見せてくれたが、古い文字のため香月には判読できない。

　長は谷せ部べ家けの先祖で、優秀だが変人だった者が戯れに書いた古文書だそうだ。

「香月様……ほら、このページに“〝見えざる誰かと友人になるおまじない”〟と書かれており、その方法も書かれてあります」

　友人になりたい、という意志を互いに持ち、手を握りあうべし。

　友人となった者とは、十一間けん（約二○メートル）程度しか離れること能あたわず。

　ふむ、と香月はうなずいた。忍は、自分の家のことを嬉うれしそうに語る。

「我が長谷部家は代々魅み剣つるぎ家けを守る忍者……その歴史は激しく、一度滅びそうになったこともあるのですよ」

「ほう、強敵から魅剣家の人間を守り、壊滅しかけたとか？」

「先祖が魅剣家の娘に手をつけて、殺されそうになったそうです」

「そういう意味で滅びそうになったのか……」

「でもほら、私の体には、柚姫様を守った傷がいっぱいあるんですよ？」

　忍は、誇らしげに黒いズボンを下ろした……確かに、すべすべの太ふと股ももに、痛々しい傷跡がいくつもある。

　しかし、なんで柚姫を守って太股にばかり傷がつくのか？

　首をかしげる香月をよそに、忍は穏やかに目を閉じ、微笑を浮かべた。

「私と柚姫様は幼い頃から一緒でした……護衛役にすぎない私に、柚姫様はいつも優しくしてくださって……」



「あそぼう？　忍」

「柚姫様、私などにもったいない」

「天は人の上に人を作らず、人の下に人を作らずって、お札になった偉い人もいってたよ」

「……それは誰ですか？」

「ええと、マハトマ・ガンジー？」

「それはインドのお札ですな。でも、ガンジーなら言いそうな気もしますな……」

　正しくは福ふく沢ざわ諭ゆ吉きちである。

「でも忍しのぶは、私の部下よ」

「今の引用はいったい!?」

「二人で氷オニしましょ。忍は永遠にオニよ」

「かまいませんが、それで柚ゆず姫き様、楽しいのですか!?」



　にこにこしながら一人芝居をする忍を見て、香か月づきは、

「ふむ、柚姫はずいぶん明るい子じゃったようじゃの」

「幼いころはそうでした。でも、柚姫様は魅み剣つるぎ家けの跡取りとして大おお旦だん那な様――柚姫様のお爺じいさまです――のお考えの通りに生きなければなりませんでした。一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくにいたる厳しい躾しつけ、英才教育。それらは頻繁に体罰も含んでいました。家の利益になる男に嫁ぐ義務も課され……沢山のプレッシャーに、少しずつ押しつぶされていったのです」

　やがて柚姫は、家では浴衣、髪留め、リボンを身につけ「香月」と名乗りはじめた。それは、大旦那への唯一の抵抗だったのだろう。もしくは、自分の心は限界に達しているという、精一杯のサインだったのかもしれない。



「柚姫様――」

「忍よ、私は柚姫ではない。香月じゃ」

「は……申し訳ありません。香月様……」

「ちなみに魅剣家の十四代前の先祖、という設定じゃから、そういう風に扱うがよい」

「設定って言ってますけど……」

「まあ、忍の忍者の末まつ裔えいという設定も、どうかと思うしのう」

「私のは設定ではなく、家系ですっ！」



「魅剣家には香月様……のお姿をされる柚姫様に陰口をたたく者もおりました。“〝なんだろう、あの口癖の痛々しさは！”〟、“〝下着を身につけないなんて、まるで痴女よね！”〟、“〝あの胸はなんだ!?　なんてけしからん大きさだろう！　全く、むしゃぶりつきたいものだ！”〟」

　香月は頭を抱えた。どうも自分が言われているような気持ちになってしまう。

「しかし最後の陰口はいかんの。魅剣家の中に柚姫をそのような目で見るものがいたとは……」

「ちなみに私ですが」

「お前かい！」

　まあ確かに、面と向かって言われても柚姫は困ったことだろう。

　ほとんどの使用人は柚姫の境遇に同情を寄せているが、中には口の悪い者もいたそうだ。

　柚姫の奇行は、魅剣家の支配者である大旦那の逆げき鱗りんに触れ……彼は、「香月」を形成するものを、破壊した。

　柚ゆず姫きが香か月づきになるためのアイテム……沢山の浴衣、髪留め等をナイフで切り裂いたのだ。

　忍しのぶは、再び一人芝居をはじめる。額ひたいに皺しわがより、怒りを表すように顔がゆがんだ。おそらく「大おお旦だん那な」の演技に違いない。



「柚姫よ、満足したか？　お芝居は終わりだ」

「お、お爺じいさま……」

「この……恥さらしが」



　忍は、虚空に向けて何度も平手打ちを放った。思わず香月が一歩引くほどの憎悪がこもっている……柚姫が受けたものをなぞっているのだ。

　忍は呼吸を整え、血走った目で香月を見た。

「……香月様が身につけておられる浴衣、髪留め、リボンは、大旦那様の目を逃れた唯一のものです」

「これが」

　どうりで高級品のはずだ。魅み剣つるぎ家けの令嬢が使っていたものならば。

　忍は拳こぶしで壁を叩たたき、

「……私は柚姫様が大旦那様に手ひどく打たれるのを、泣いて見ていたのです。長は谷せ部べ家けを守るため、と言い訳をして……」

　柚姫にとって、唯一の逃げ場を壊された瞬間だったのだろう。

　そして、彼女はあきらめたのだ。

　逃避は許されぬ。ただ魅剣家の女として生きる運命しかないことを。

　香月を捨て、柚姫として生きるしかないことを。

「私は、自分の家にある“〝おまじないの本”〟のことを知っており、柚姫様に一つの“〝おまじない”〟を提案したのです。きちんと区切りをつけて、明日に向かっていただけるように」

　忍は本を開き、香月に見せ、内容を説明してくれた。

“〝嫌いな自分と決別するおまじない”〟

“〝海辺へ行き、嫌いな自分の大事なものを燃やして以下の呪文を唱えるべし……”〟

　この本には五つほどの「おまじない」が書かれていたようだが、カビや虫食い等による劣化で「見えざる者と友人になるおまじない」と「嫌いな自分と決別するおまじない」以外は判読不可能だそうだ。

「そして、柚姫様と私は儀式の準備をし、火をたき、柚姫様は髪留め、リボン、浴衣を身からはずし、燃やされました。それを見て、私はこみ上げてくるものを抑えることができませんでした」

「……なるほど、主人の姿に涙に暮れたのか……」

「いえ、柚姫様の裸身のあまりの美しさに、こみ上げる劣情を抑えることができなくなったのです」

「空気を読め！」

　まさか抱きついたりしたのではあるまいな、と香か月づきがジト目で見ると、

「抱きつきましたが、私はクナイを太ふと股ももにぐっさり刺して目を覚ましました。そうやって自分を抑え、私は柚ゆず姫き様を守ったのです」

「守った傷ってそういう意味!?　加害者はお前じゃろうが！」

「そして――私は誓ったのです。柚姫様が笑顔で生きていくために、生涯をかけると。たとえ、大おお旦だん那なに逆らおうとも」

　忍しのぶは強く拳こぶしを握った。大旦那に様をつけていない。

　香月の脳裏に、佳よし乃のが忍を評した言葉がよみがえる。

“〝本気で魅み剣つるぎさんを愛していて……彼女に近づく男を、あらゆる手段で抹殺するのです。おそらく、北きた見み会長と同クラスの戦闘力を持っているでしょう”〟

「お前が、柚姫から男を遠ざけていた、というのは、私欲ではなかったのか……」

「いえ、私欲もありますが」忍は正直に言ったあと、「柚姫様には近づいてくる男が多すぎた……私は、柚姫様には愛する殿方と添い遂げていただきたいのです。“〝魅剣家のくびき”〟から解放されてほしい。だから柚姫様の見合い話も、影でつぶしてきました」

　忍は申し訳なさそうな表情で、続ける。

「香月様を薩さつ摩ま八はつ平ぺい様から奪ったのは、あなたがいては、柚姫様が彼と結ばれることなど、まずなかろうと思ったからです」

「……言い分は、まあわかった。それで私をどうする？　消滅させようとでもいうのか？」

　忍はきょとんとして、

「まさか。香月様も私の大事な主人……面倒を見させて頂きます。私の命が尽きるまで」

　……面倒を見る、か。

　そういえば八平は、一度もそんな言い方をしたことはなかったな、と香月は思った。

　そうだ、忍ならあの呪のろいについても……。

「ところで忍、ラブコメについて何か心当たりはないかの？」

「え、ラブコメ……ですか？　ラブコメ……」

　忍は腕組みをして、うーんと唸うなったあと、

「そういえば、香月様の衣装を燃やすとき、私のラブコメマンガも一緒に火にくべましたな。私も大事なものを失わないと柚姫様に申し訳が立たないとも思いましたし」

「そ、そんなことで八平はここまで苦労させられたのか……」

　おまじないの本の手順を守らなかったため、イレギュラーが発生したのだろうか。

　忍は指折りしながら、

「ちなみにその時、燃やす候補にはガチムチのホモ漫画、触手陵辱漫画もありましたな」

「あっぶな!!　その中で言ったらラブコメが一番いいのう！」

　ガチムチのホモ漫画現象に悩まされつつも、幽霊少女との愛を貫くのも見応えがあるかもしれないが。

「……それで忍しのぶよ、お主ぬしはこれから、どうするつもりなのじゃ？」

「できることなら、柚ゆず姫き様のそばにいて薩さつ摩ま様との仲を取り持ちたいところですが……」

　忍は苦笑し、

「あなたのお姿を柚姫様に見せるわけにはいきません。だから私は、柚姫様に見つからない、どこか遠くへ行きます」

「……お主はそれでよいのか？　柚姫を守るのじゃろう？」

「柚姫様を守っているのは私だけではありませんし……それに」忍は香か月づきを見て、「薩摩様が、あなたの面影を求め柚姫様と恋仲になれば、彼は何者からも守るでしょう。わけのわからない呪のろいに見まわれても、意志の力で戦った方なのですから」

　確かに、そうだ。ラブコメ現象のルールを身をもって調べ、立ち向かった八はつ平ぺいからすれば、かたちある“〝魅み剣つるぎ家けのくびき”〟など可愛かわいいものだろう。

　忍の目の端に涙が浮かぶ。

「……それに、私には、柚姫様を守り続ける資格なんか、ないんです……」

　膝ひざを抱え、顔を伏せて、

「あの時……私は、ただ泣いていただけでしたから」

　柚姫が、大おお旦だん那なにひどく打たれたときのことだろう。

　だが香月は、ふと疑問を覚えた。

「……忍よ、なぜ今、この島を脱出せんのだ？」

　そうすれば、柚姫には見つけようがないではないか。

　忍は顔を伏せたまま、

「今夜は波が結構高く、私達がここへ来た小型ボートで出るのは危険です。万一私が死ねば、香月様は私の死体に“〝取とり憑ついた”〟状態になって離れられなくなるおそれもあります」

　私達、という言葉に引っかかる香月に、忍は続けた。

「薩摩様が香月様を“〝消えた”〟と確信するには、もう少し時間が必要でしょうから」

「……？」

「しばらくは、香月様が落ち込んで隠れていると思うはずですし……自分から全包囲二十メートルに貴方あなたがいないか、確認するすべなんて、この島にはないでしょう？」

　……そうか。

　忍は、人間大砲の意味を知らないのだ。

　普通に考えて、あんな器具で二十メートルの高さまで飛ぶ人間がいるとは思わない。昨日、サメと戦うとき霧きり子こはかなり低空で飛ばしたし。

（……いや、それ以上に）

　忍は、柚姫がいる地上を見上げ、大粒の涙をこぼしたあと、しゃくりあげた。

　香月は忍のそばにより、母鳥のようにその体を包んだ。どうしても、この子を憎むことができない。

（……忍しのぶは、柚ゆず姫きと同じ島に、少しでも長くいたいのじゃな）

　そのために、自分に言い訳をしている。

「柚姫様ぁ……！」

　香か月づきは、胸にすがりついてきた忍の頭を撫なでながら、地上を見上げる。

　実体化の希望は消え、自分はただの呪のろいつきの幽霊だ。

（忍と一緒に、どこかへ消えるのも……）

　八はつ平ぺいが、ラブコメ現象から解放され、違う誰かと幸福に過ごせるのなら。

　しかし……実体がない自分を、着物選びや小説で懸命に世界とつなごうとしてくれた彼が脳裏に浮かぶ。

　嫌だ。離れたくない。香月は二つの気持ちの狭間で揺れながら、ぎゅっと目を閉じた。



　夜の七時を回ったころ、八平は人間大砲弐に式しきから射出された。

（香月、いい加減顔を見せてくれよ……）

　二十メートルの高さまで飛び上がり、水面を食い入るように見つめる。

　彼は香月をどんな暗くら闇やみでも見ることができるが……どこにも姿がない。うそだろ、と思った瞬間、着水した。

　アスファルトに叩たたきつけられたような痛みに、意識を朦もう朧ろうとさせながらも、なんとか岸まで戻る。

　波打ち際に、濡ぬれ羽ば色いろの髪をした少女が立っていた。

「香月！」

　そう叫んで、駆け寄るも……それは柚姫であった。

　彼女はもう前髪で顔を隠すことをやめ、その美び貌ぼうを露あらわにしている。

　柚姫は、香月と間違われたことに悲しげな顔をするも、ゆっくり首を振った。

「見えません……」

「魅み剣つるぎさんから見ても、ですか……」

　柚姫には、今の飛ひ翔しようを観察してもらった。八平の死角となる場所に香月がいないか確かめてもらうためである。

　見逃しただけだ、と思い、八平は人間大砲のそばにいる霧きり子こに駆け寄った。

「姉さん、もう一回頼むよ……」

「だ、だめよ八平くん。危険すぎるわ……」

「いいから早く！」

　珍しく声を荒げる八平に、霧子はびくっとおびえる。

「あ……ご、ごめん……でも、お願い、もう一回……あと一回だけ……」

　八平は、心の片隅で気づいていた。

　香月なら、俺がこのような危険を冒していると気づけば、すぐに飛び出してくるだろう。

　今回は……以前姿が見えなくなった時と、明らかに違う。

　……そうだ。もう一つ、香か月づきが消えたかどうか確かめる方法がある。今日の昼間は起こらなかったけど、きっと注意していたからで……。

「姉さん……そこに正座してくれないか」

「ど、どうして？」

「本当に悪いけど……もしかしたら、姉さんの股こ間かんに顔をつっこむかもしれない」

「え、ええっ!?」

　霧きり子こはいつものハッチャケぶりはどこへやら、ガチガチに緊張して正座する。

　八はつ平ぺいは彼女から十メートルほど離れると、霧子へ向けてゆっくりと走り出した。彼女に近づくとブレーキをかけ、つんのめるように霧子の股間へ顔を向ける。

　それを三十回ほど行い……八平は、愕がく然ぜんとした。

（ラブコメ現象が、起こらない……！）

　今日のラブコメは、「股間に顔をつっこむ」……明け方に、柚ゆず姫きに行った。

　だが、あれから体が全く操られない。

　八平はついに、ラブコメ現象から解放された。香月からの別離という形をもって。

（なんでだよ……）

　どうして、また消えたんだ……。

　八平は、砂浜に崩れ落ちた。

　香月……かけがえのない俺の半はん身しん。

　彼女はいつも、明るかったが……どこか申し訳なさそうな、陰があった。

　以前のように、また、身を引いてどこかに消えてしまったのか。

　だが、どこへ……？

　八平の脳裏に、昨夜の柚姫の言葉がよみがえる。

“〝香月が私の中に入ろうとすれば……おそらく、一日と持たずに私の意識の中に取り込まれ、消えるでしょう”〟

　彼は柚姫を見た。まさか、彼女の中に入り、取り込まれてしまったのか。

　香月は、世界とつながりたいんじゃなかったのか。小説だって頑張ってたのに……。

「魅み剣つるぎさん、あなたが昨夜眠ってるとき、中に香月が入った可能性はありませんか……？」

　柚姫は、虚空を向いてしばらく考えたあと、わかりません、と言ってかぶりを振った。

　八平は藁にもすがるような気持ちで、一度柚姫と島を回ってみた。万一の確率で、俺から香月が離れられるようになったのではないか？　と思ったからだ。

　三日月のような形をしたこの島は、直径一・五キロほどの平へい坦たんな地形で、高い木はほとんどない。

　二人とも、香月を見つけることはできなかった。



　少し遅い夕食の席で、八平はふさぎこんでいた。

　せっかくの楽しい旅行。こんな態度はいけないとわかっているが……衝撃が大きすぎて、夢の中にでもいるような気分だった。

　ラブコメ現象から、俺は解放された。しかも、超大金持ちの香か月づきの本体、皆のあこがれの生徒会長、美人の義姉、同級生の女の子から好意を寄せられている。

　これ以上ないほどの、ハッピーエンドだ……香月がいないことをのぞけば。

　彼女は、絶対に実体化しない。最初出会ったときの実体化は謎なぞのままだが……希望は絶たれた。

「薩さつ摩まさん……もう食べないのですか？」

「あ、はい……」

　柚ゆず姫きが、ごはんを勧めてくる。

　シーフードカレーに、サラダ、手作りプリン。材料もいいのだろうが、すばらしい味だ。

　彼女は、いま純白のワンピースを着ていた。黒髪によく映えていて……恐ろしく似合う。

　香月が渇望してやまなかったものを、魅み剣つるぎさんはあっさりと手に入れている。時折髪をいじる仕草が、さらに彼女を想起させた。

　香月が魅剣さんに取り込まれたなら……俺はどうすればいいんだろう？

「八はつ平ぺいくん、どうした？　ひどく元気がないようだが……」

　鈴すず音ねが心配そうに見つめてきて、

「もしかして、それは君の“〝好きな人”〟と関係があるのか？」

　八平は驚いて彼女を見た。鈴音は目を伏せて、

「君は再び、人間大砲をしていた……“〝好きな人に会うため”〟と言っていたときと同じように」

　八平は意を決し、皆に話しはじめた。

　ラブコメ現象という呪のろい……そして、香月という存在について。

　佳よし乃のは聞きおえたあと、大きくうなずき、

「なるほど。八平さんが時折虚空へ向けて話していたり、昨晩魅剣さんに抱きついたのは、そういうわけだったのですか」

「よ、佳乃、信じてくれるの？」

「魅剣さんという証人もいますし、それに……八平さんにそのような相手でもいない限り、私たちの立つ瀬がありません」

　佳乃は苦笑した。

「……ありがとう。それで俺は……中学時代その呪いのおかげで不登校になりました。対策を練って、心機一転、葛か西さい市しへやってきたんです」

　八平には、ラブコメ現象はなく、今すべてがある。

　ラブコメ現象にあらがうために鍛え続けた肉体と意志、友人、そして魅力的な女性たち。

　野球部に入れば、レギュラーとして活躍することも可能だろう。

　だが香月、お前がいない。

　本当に、消えてしまったのなら……俺は……。



　八はつ平ぺいは自室に入り、ベッドに深く腰を下ろした。

　サイドテーブルに、ノートパソコンが置いてある。この島でも執筆の習慣を途絶えさせないよう、霧きり子こが使わなくなった古い機種を借りたのだ。

　うつろな目で、パソコンを立ち上げる。

　香か月づきの完成原稿……「鬼」の話を表示させ、冒頭から読み返していく。

　どこか、童話のような話だった。

　山の中に、一匹の鬼が住んでいる。

　彼はふもとの村に下りるが迫害され、山の中に逃げ帰る。

　だが彼はあきらめず、人の役に立つための努力を続ける。

　持ち前の力で堤防の決壊を止め、一人で祭まつり囃ばや子しのリズムを覚える。誰にも理解されず笑われても、続ける。

　代筆しているときにも、うすうす気づいていたが……これは、香月の物語だ。

　彼女が誰にも認識されず、孤独でいたときの心境を執筆に活いかしている。

　俺に取とり憑ついてからも……いつもラブコメ現象を警戒してくれた。役立とうと、必死に。

　文章は、書いた者を映す鏡だというが……。

　香月は、自分の孤独さすら武器にして、小説というかたちにしようとしていた。

　それは、なんのためか。

“〝私にも、人を喜ばせることができるのだと―――”〟

　文化祭で、彼女はこう言っていた。

　それに……。

　この鬼は、香月でもあり、俺でもある。

　ラブコメ現象により社会から追われ、それでも、社会とつながることをあきらめきれなかった。

　だから俺は……あんなランニングや筋トレなどを毎日続けてきたのではなかったか。

　八平は立ち上がった。

（香月は……もう自分から消えない。消えるはずがない）

　俺にはわかる。

　彼女は以前、俺の前から姿を消した。

　だが……今、社会とつながりたいという願いを持ち、そのための努力を続けている彼女が、消えるはずはないのだ！

　俺のそばにいなくても、どこかにいる。

　きっと、俺のことを、待っている……！

　八平は、サンダルからランニングシューズにはきかえた。

　そして、頭をフル回転させる。

（香月は、魅み剣つるぎさんの中に入ったのではないなら……）

　誰かに連れ去られた？　それとも消滅した？

　今は、消滅したという可能性は考えまい。

　俺のそばに“〝いない”〟ことは、人間大砲とラブコメ現象の消滅が証明している。

　ならばいったい……？　そもそも連れ去る動機がわからない。

　だが、それができそうな人間は限られている。

　八はつ平ぺいは柚ゆず姫きの部屋へ行き、問いかけた。

「魅み剣つるぎさん。長は谷せ部べ忍しのぶさんですけど……今どこにいるんですか」

「忍は……その……首になりました」

「は!?」

「この前、風邪をひいて護衛を休み、私が不良に襲われそうになった一件で……今はどこにいるかもわかりません」

　柚姫は悲しげに顔を伏せた。かなりぶっ飛んだ護衛だったが、心の奥では気持ちが通じあっていたのだろう。

「魅剣さん、長谷部さんが言った“〝おまじない”〟であなたと香か月づきは分離したとおっしゃいましたが、彼女は他にもそういう“〝おまじない”〟を知っているのではないですか？　たとえば、香月を……俺以外の人間に取とり憑つかせる方法とか」

「……もしかしたら、知っているのかもしれませんが……」

「一つの仮説として、長谷部さんが香月をさらったということは考えられませんか」

「……忍は私を本気で愛していますので、中学時代の私である香月を見て興奮しないとも限りませんが」

　柚姫は一度考えてから、

「そうすると……忍は私に永遠に近づけなくなります。おそらく、香月が誰に取り憑こうと、私には見えるでしょうから。だから、忍がそこまでするとは思えません……」

　八平は、考えた。

　犯人が忍かどうかはわからない。だが、新たに取り憑いた人間にも「二十メートル」のルールが適用されるなら、この島で隠れられる場所はかなり限られるはずなのだ。

　今の俺には、香月が見えないかもしれないが……本体である魅剣さんが、見れるのなら。

　八平は壁の地図をとった。平へい坦たんなこの島で、香月が二十メートルも飛び上がればすぐに柚姫の目につくだろう。

「この島、地下洞どう窟くつとかないですか」

「……北部に鍾しよう乳にゆう洞どうの入り口があります。ただ、まるで整備されていないため、お客様をお連れするようなところでは……」

「魅剣さん、本当に申し訳ないんですが……俺、行ってきます」

　八平が踏み出したとき、柚姫が強く抱きついてきた。

「み、魅剣、さん……」

「私では……だめなのですか」

　八はつ平ぺいは柚ゆず姫きを見下ろした。大きな瞳。濡ぬれ羽ば色いろの髪。ワンピース越しの、妖よう艶えんな体。八平が求めてやまなかったものが、今ここにある。

　しかし……。

「俺が香か月づきに惚ほれたのは……」

　見た目じゃない、と言おうとしたが、思えば一ひと目め惚ぼれだったのだから見た目である。つくづく俺は締まらないな、と思いつつ、

「香月は、俺の役に立とうと、いつも必死で……肉体がないという運命と戦っていました」

　野球部をやめさせられ、「死ね、消えろ！」と罵ば倒とうしたあとでも、香月は側そばにいた。

　だから俺は、と八平は続けた。

「ラブコメ現象に負けたくないと、努力を続けてこれたんです。運命に屈しない彼女がいるから、俺も屈したくないと思ったんです」

「……薩さつ摩まさん……」

「俺は……彼女を捜します」

　八平は、柚姫の肩をそっと押した。彼女は虚うつろな目でベッドにへたりこむ。その様子を見ると、さすがに捜索に協力してくれとは言えない。

　ドアをでると、今度は鈴すず音ねがいた。

「……あの、ごめん、話、聞いてた……」

「……」

　八平は目をぎゅっと閉じ、拳こぶしを握った。

　こんな自分に優しくしてくれて、ばかげた呪のろいの話もしっかりと受け止めてくれた人。

「そんなに、誰からも見えない子がいいの？」

　鈴音が、すがるように左腕をつかんできた。花のような香りが鼻孔をくすぐる。

「周りから変な目で見られても？　ラブコメ現象にまた悩まされても？」

　鈴音は、涙を浮かべて感情をほとばしらせた。

「……私と、こうして遊べなくなっても!?」

　この人を振りきっても。

　俺は香月を捜しに行く。

　この身に呪いを再び宿すとしても。

「会長……本当にありがとうございました」

　八平は、鈴音の手をそっとつかみ、優しく離した。

「でも、俺は……行きます」

　八平は鈴音の脇わきを通り過ぎた。彼女が崩れ落ちる音……そして、嗚お咽えつを聞きながら、走り出す。

　玄関の懐中電灯を取り、外へでる。

「……行こう」

　八平は、駆けた。

　後ろから、霧きり子こ、佳よし乃の、万まん石ごく浦うらの声が聞こえたので、「心配しないで！」と叫び、別荘のそばの獣道に入った。

　俺が知る香か月づきならば、もう、自分から消えようなどとは思わないはずだ。

　そして、俺が来るのを待っている。

　姿が見えなくても、俺にはわかる。

　この二年、二人きりで社会とつながるために戦ってきた、その絆きずなで。

「香月」

　八はつ平ぺいは、喋しやべりはじめた。

　今近くにいるかもしれず、孤独に震えているかもしれない彼女に向けて。

「実体なんてなくてもいい。俺がお前の手になる。俺がおまえと世界をつなぐ」

　獣道を一キロほど走っても、まるで息は乱れない。

　ラブコメ現象と戦うために鍛えた体で。

　香月を取り戻し、ラブコメ現象を再びこの身に宿すのだ。



    

  
    
      
七章



「あそこか……？」

　八平は、島の北部で鍾しよう乳にゆう洞どうの入り口を見つけた。ぼろぼろの看板に「立ち入り禁止」とかかっている。

　懐中電灯で、中を照らす。

　幅は三メートルほどだろうか。つるりとした壁に手をつけ、慎重に中へ入り始めた。

　天井からは氷柱つららのような鍾乳石が無数に垂れ、地面にはタケノコ形の石せき筍じゆんがある。

　時折コウモリが舞い、巨大なキノコみたいな奇岩が無数にある。

　前へ行くほど、怪物の腹中に飛び込んでいくような錯覚にとらわれる。

　八平は恐怖のために咳き込んだ。こんな所、どう考えても夜中に一人で来る場所ではない。

　ひょっとして、俺は凄すごく馬鹿なことをしているんじゃないか？

　香月が俺以外の誰かに取とり憑ついていて、この島で隠れられるのはここしかない……そんな薄弱な根拠にすがって。

（言い訳するな。行くと決めたじゃないか……！）

　会長や魅み剣つるぎさんを振り切ったくせに……臆おく病びような自分がつくづく嫌になる。

　意志の力を総動員して、足を前に出す……そういう風に、ビクビクしていたのがよかったのかもしれない。

　突如、風切り音が聞こえた。危機を察知し、反射的にしゃがむと……キンっ、と甲高い、壁に何かがぶつかる音がした。慌てて振り向き懐中電灯で照らす。

（な、なんだあいつ……？）

　黒衣の人間が、そこにいた。顔にはミイラのように黒い布を巻きつけている。身長がそこそこあるため、忍しのぶではないようだ。右手に持っている小さな筒は、吹き矢だろうか。

　八はつ平ぺいは岩の陰に隠れ、黒衣の側面に回り込み、足下の小石を拾い、思い切り投げた。右手に命中し、吹き矢はコロコロ転がっていく。

「あれ、吹き矢落としちゃった」

　意外にも、軽い声が聞こえてきた。

　そして……黒衣は、八平めがけて疾走してくる。

（け、喧けん嘩かは苦手だが……やってやる！）

　八平は構えたものの……黒衣が放った蹴けりは、彼の想像を絶していた。左手でガードしたものの、吹っ飛ばされ、壁に背中を打ちつける。

「ま、マジか……!?」

　鍛えぬいた自分の体に、自信を持っていた。しかし……こいつは、戦うために訓練してきた人間だろう。その練度が違う。

　黒衣は、黒い布の向こうから意外なほど穏やかな目で、

「吹き矢は落としちゃったけど……格闘の方が自信あるんだな、これが」

「いったい、おまえは……！」

　八平の問いに答えず、黒衣は間合いを詰め、拳こぶしを放ってきた。それをかわしても、ハイキックが飛んでくる。そして――流れるようなコンビネーションの前蹴り。

　それを八平は腹に思い切り喰くらった。夕食が胃から喉のどへ上がってくる。痛みに悶もん絶ぜつしかけたが、歯を食いしばってこらえた。

　黒衣が言う。

「あまり抵抗をしないほうがいいわ。そうすれば、安らかに眠らせてあげる……眠らせるといっても、気絶という意味だけど」

　記憶飛ばすには、どこを殴るんだったかなー、と黒衣は軽く言った。

「あんたは誰なんだ!?　香か月づきを知ってるのか!?」

　答えるわけないでしょ、という風に沈黙が返ってくる。

　八平は懸命に呼吸を整え、考えた。

　この黒衣に、香月は憑ついてないんじゃないか？

　なぜならここは地上に近く、香月が二十メートル飛び上がれば柚ゆず姫きに見える可能性があるからだ。

　それに、こいつは今、俺の後ろから襲ってきた……鍾しよう乳にゆう洞どうの奥に行かせたくないからではないか？

　八はつ平ぺいは、再び構える。そこに香か月づきがいるのなら、こいつを倒して進むだけだ――！

「いい目だけど……気合いだけで、実力差を埋めることはできないの」

　黒衣が再び向かってきた。初撃の拳こぶしは受け止めるも、再びハイキックが飛んでくる。

（今度はかわせない……！）

　八平は衝撃を覚悟し、歯を食いしばり目を閉じた。

　ばきっ、という音がしたが、痛みはこない。

　目を開くと、そこにいたのは……艶つややかなポニーテールの、細身の少女だった。

「か、会長……」

　鈴すず音ねが八平を守るように立ち、腕で蹴けりを受け止めている。

　そして彼女は、裂れつ帛ぱくの気合いとともに正せい拳けんを放った。

「!!」

　黒衣が初めて焦りを見せ、バックステップで距離をとった。それほどに鈴音の一撃は恐ろしいものだったのだろう。

　鈴音は、左手を前に出し、右手を胸の前に置くかたちで構えた。

「八平くん、加勢するぞ！」

　さっき、あんなやりとりをしたあとなのに。

　俺を、助けにきてくれた。

　自分の心を抑え、俺のわけのわからない恋路のために。

「八平くん、こいつに香月さんが取とり憑ついているのか!?」

「いえ！　たぶん違います……忍しのぶさんではないようですし」

　それに、八平にはもう一つ理由があった。

　この黒衣に、香月が取り憑いているなら。

　鍾しよう乳にゆう洞どうの中で、あんなに動き回ったのに……しかもこいつは女なのに。

「会長、この奥が怪しいんです」

「そうか……ではこいつは私が倒す」鈴音は黒衣との間合いを詰め、「……先に行くんだ」

　八平は何度も頭を下げ、何度も礼を言いながら、奥へ向かった。

　ありがとうございました。

　こんな俺のために戦ってくれて。好きになってくれて。優しくしてくれて。

　溢あふれる感謝を胸に、八平は駆けだした。



　北きた見み鈴音は、黒衣と対たい峙じした。敵は、黒い布の奥から、皮肉げに言葉を発してくる。

「いいのかしら？　私とこんなことをしていて」

　鈴音は相手にせず、八平のもとへ行かせないよう黒衣を目や拳で牽けん制せいする。

「あなた、わざと負ければいいのよ。そうすれば、私が薩さつ摩ま君に追いついて、今度こそ妨害するわ。そうすれば傷心の彼は、絶対にあなたに傾く」

　黒衣の言葉は、鈴すず音ねの心に甘く響いたが……彼女は何度もかぶりを振って、言った。

「……うるさい……」

「結構、心動いてるでしょう？　……そんなに泣いたら、きれいな顔が台無しよ」

「……言葉は不要！」

　鈴音は間合いを詰め、拳こぶしを放った。黒衣はそれを右手でうけながし、こちらの首を刈るような蹴けりで応酬してくる。

　鈴音はそれをわずかな前傾でかわした。絶好の勝機。左足を強く踏み出し、必殺の正せい拳けんを放とうとしたが……その瞬間、黒衣が小さな筒をくわえているのを見た。

（吹き矢……!?）

　しかし、鈴音は攻撃動作を続ける。ただ一つの変化は、左手をわずかに上げたことくらいか。

　ひゅんっ！　と飛来する針。鈴音はそれを……あろうことか、左手首で受け止めた。

「な……!?」

　黒衣が驚くのも無理もない。鈴音は、高速で飛来する針を腕時計の文字盤でガードしたのだ。そして、正拳を放つ。

　しかし黒衣も尋常の達人ではない。ガード動作で鈴音の動きがわずかに乱れたのを見逃さず、正拳を紙一重で避け手刀で応戦する。

　これらの攻防は、一瞬のものにすぎない。

　かつてない強敵と戦いながら、鈴音は思った。

　中学まで野球に熱中し、空手を始めたのは高校に入ってから……一年ちょっとの期間である。

　その間に、血のにじむような訓練を重ね、江戸時代から続く北きた見み流・史上屈指の使い手と言われるようになった。

　才能と、訓練で得た力を……好きな人の恋路のために、使わなくてはならないなんて。

　なんという皮肉。だけど……。

　鈴音は戦い続ける。迷いを吹き飛ばすように吼ほえ、拳を振るい、この強敵に勝つための糸口を探し続ける。

　その奮戦を見て、黒衣は悲しい笑みを浮かべたようだった。



　八はつ平ぺいは、駆けた。

　黒衣に蹴られた腹の痛みが消えない。

　だけど――もっと深い、心の奥のどこかで、もっと鋭い痛みがある。

　会長が、あの強敵と戦ってくれている。

　自分には、何の利益もないのに。

　いや、むしろ損でしかないのに。

「……会長」

　本当に、俺なんかにはもったいない人だ。

　いつだって、あの人は自分を傷つけて、押し殺しても、俺を守ってくれた。

　全校生徒の前で、告白してまで。

　ラブコメ現象で男になっても全裸にされても、ただ一いち途ずに。

　そんな人を傷つけても、俺は……。

「香か月づき！　いるのか！」

　鍾しよう乳にゆう洞どうは分かれ道もなく、途中からずっと下り坂になっている。

　いつの間にか恐怖は消え、体中を熱いものがかけめぐっている。会長にあそこまでさせたんだ。ビビっている場合じゃない。

「俺はおまえを思っている！　たとえ見えなくても！　だから……！」

　待っていろ。そういいかけた時……八はつ平ぺいは、呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

（行き止まり……！）



　香月は、八平の姿を呆然と見ていた。

（来て……くれた……）

　三十メートルほど下ったところにある行き止まりで、彼は、懸命に叫び続けている。

「香月、いないのか!?　一緒に帰ろう！」

　たとえ彼から姿は見えなくても、心は伝わってくる。

　ラブコメ現象から解放されても、こんなところへ来てくれた。

　香月は大きな胸を強くつかみ、微笑ほほえんだ……帰るのだ。八平のもとに！

（そのためには……）

　香月は傍かたわらにいる忍しのぶを見た。大きな岩の影に隠れ、八平をやりすごしたのだ。

　まさか香月を奪って一日も経たたずに、八平が“〝周りにいない”〟と確信して、ここに来るとは思わなかったのだろう。

　人間大砲に対する誤解、それに柚ゆず姫きに対する未練が生んだ危機だった。

　香月は懸命に考える。

（忍は優しい子じゃ。それに、私と同じ姿の柚姫を愛しておる。そこにつけこめば……）

　香月は、忍にすがりついた。

「忍、お願いじゃ！　せめて最後の別れを……！　八平を抱きしめさせておくれ！　傍に行かせておくれ！」

「香月……様……」

　弱々しく答えた忍を置いて、八平のもとに飛ぶ。彼から十メートルほど離れたところで“〝壁”〟にぶつかり、それ以上近づけない。

　香月は泣き叫んだ。八平の名を何度も呼び、涙を滂沱のように流し、“〝壁”〟を叩たたき、柚姫と同じ声で、絹を裂くような絶叫をあげる……忍の心に届くように。

　そして……“〝壁”〟がゆっくり前へ動きだした。忍が懇願に応え、別れを味あわせるために、こっそり近づいてきてくれたのだ。

　香か月づきと八はつ平ぺいの体が重なろうとしたころ……彼女は泣きながら、祈った。

（お願い、起こって……！）

　初めてラブコメ現象が起こることを願う。忌まわしい、あれほど避け続けた呪のろいが、今、自分と八平をつなぐ絆きずな。

　今、自分が取り付いているのは忍しのぶ……ならばラブコメ現象も、八平から彼女に移っているはずなのだ。

　しかもここは鍾しよう乳にゆう洞どう……滑るには絶好の条件！

「!?」

　忍は足を滑らせ、そのまま下り坂を滑降し、段差でジャンプし、八平の顔面にその股こ間かんをぶつけた。

　まさにラブコメマンガでしか起こらないラッキースケベ。

「きゃ、きゃあっ……!?」

　忍は股間を押さえ、震えた。柚ゆず姫き以外の人間に触られるのが嫌なのもしれない。

　吹っ飛ばされた八平が、不敵に笑った。

「お前……憑つかれているな？」

　そして叫んだ。

「香月、助けにきたぞ！」



　八平は、もう一人の黒衣と対たい峙じした。

　今のこの黒衣の動き……間違いなく今日のラブコメ現象「股間に顔をつっこむ」だ。

　しかも、その呪いは俺についているものではなく…………この黒衣についているもの。

　香月が憑いているのは、彼女だ……股間に顔をつっこんだとき、女であることは確認済みである。

「香月、帰ろう」

　八平は、香月の頭の高さで手を撫なでるように動かした。

　お前は、こうすると落ち着くよな。

　そのためには、この黒衣をとらえ、香月を奪った方法を聞き出さなければ。

　黒衣は、重心を落とし……右腕を鞭むちのようにしならせ、手刀を放ってきた。

　ガードした腕の、骨にまで響く強烈な一撃である。

（数を食らうとまずい……）

　八平も拳こぶしで応戦するも……。

「あ、あたらねえっ……」

　柳やなぎを相手にしているように、まるで手応えがない。

　仮に、この黒衣が忍なら、魅み剣つるぎさんを守るために、鍛え続けた肉体。

　同じように鍛えることが日常になっている八平は、素直な賞賛を覚えた。

（……だけど、俺も）

　側頭部に強烈な蹴けりを食らった。だけど、首ブリッジで鍛え続けた首は、柔らかく衝撃を吸収してくれる。

　一日十キロを走ってきた足腰は、まだまだ動く。

　カード指さしで磨いた反射神経が、どうかわせばいいのかを教えてくれる。

　腹の痛みは引かないが、腹筋を固めてそこへの攻撃をこらえる。

　いくら打撃を食らっても……練り続けた意志が、膝ひざを屈することを許さない。

　ラブコメ現象と戦うために鍛えつづけたことが――今、役立っている。

　痛いけど。

　苦しいけれど。

“〝お前がいるだけで、出場停止になるんだよ、この性犯罪者が!!”〟

　こんなの、あの時の痛みに比べれば、どうってことはない。

　大事な野球を失い、皆から見下され、先が見えない努力をし続けていた時に比べれば……。

　こいつを倒せば、香か月づきが戻ってくるのなら。

　呪のろいと戦ってきた俺だ。こんな形あるものに屈してたまるものか！

　八はつ平ぺいの拳こぶしが、初めて黒衣をとらえ、腹部に突き刺ささった。

「ぐ……！」

　さすがに効きいたらしく、黒衣は距離をとった。

　本当に理解できない、という風に、感情をむき出しにして叫ぶ。

「なぜですか……なぜここに来たのです!?　柚ゆず姫き様では、駄目なのですか！　あんなに優しく、お美しく――香月様と違って、肉体だってあるのに――あなたが香月様と添い遂げても、その未来にはなにもないではないですか！」

　この台詞せりふで黒衣が忍しのぶと判明したが、八平はそんなことが気にならぬほどの怒りにおそわれた。

　なにもない？　ふざけるな。タンカを切るのなんて大嫌いだが、ここは言ってやる。

　近くにいるであろう、香月に聞かせるためにも。

「何もないなんて、お前が決めるな！」

　文化祭の着物選びに全力を尽くし、彼女はこう言った。

“〝おまえ以外誰にも認識されない私に、頑張る機会をくれた。私でも、人を喜ばせることができるのだと、わからせてくれた。その充実感も、お前の優しさも……”〟

　香月は己の胸を見て、“〝私のここに、永遠に残るから”〟

　あれがなにもなかったなんて――言わせない。

　文化祭の出し物という、ちっぽけなことかもしれない。

　だけどそれに全力を尽くし、喜びを見いだしたことを、誰にも否定させない。

　その喜びを何度も味わいたいから、俺たちは小説を書くという方法を選んだ。

　今は感想も何ももらえていない。だけど、世界とつながろうとする努力そのものにも……代え難い輝きがあった。

「お前にはわからなくてもいい！　世界中で誰も認めなくても、俺だけは香か月づきを肯定する！　だからここへ来たんだ！」

「う……あああッ！」

　忍しのぶが狂ったようにラッシュをかけてきた。

　立ち続けなければならない。痩やせ我慢でもいい。香月が見ているのなら……お前を取り戻すという意志を、全身で表し、この強敵に立ち向かう。



　一方、北きた見み鈴すず音ねは、黒衣と一進一退の攻防を繰り広げていた。

　師範代である父さえ超えた彼女にとって……黒衣は今まで出会った中で、間違いなく最強の敵であった。

　あくまで敵があと一人という仮定のもとだが……この黒衣に自分が負けてしまい、自由に動かれてしまっては八はつ平ぺいにほとんど勝利の見込みはなくなるだろう。

　……だがそれは、八平の失恋を意味する。

　鈴音にとって、何の損にもならない。

　だが……鈴音は拳こぶしをふるい続けた。もしも手を抜いてしまえば……彼に二度と胸を張って会えない気がする。

「……すごいわ。本当にスゴい。空手始めて一年？　天才なんていうものじゃないわ」

　黒衣は、やはり自分のことを詳しく知っているらしい。これほどの使い手ならば、忘れるはずはないのだが……。

「あなたは私より強い。でもね――」

　鈴音がとどめを刺さんと、間合いを詰めた瞬間……。

　一本の糸に、行く手を阻まれた。どうやら戦闘の最中、鍾しよう乳にゆう石せきの間に黒衣が張っていたらしい。

　それは一瞬の隙すき。だがそれは、達人同士の戦いでは致命的となる。

　左わき腹に、膝ひざ蹴げりを食らった。思わずたたらを踏んだところへ……側頭部に強烈な回し蹴りを見舞われた。

「あ……」

　膝をつく鈴音の前に黒衣は立ち、「あなたの戦いは、綺き麗れいすぎるのよね」と言って懐から針を取り出した。

　綺麗すぎる……確かに、自分の練習は型が中心で、実戦経験はそれほどない。ああいうダーティな手に自分は弱い。

　あの針には、おそらく眠り薬が塗られているのだろう。戦いの最中にも何度も取り出し、こちらに刺そうとしてきた。

（あれを食らえば……負けだろうな）

　朦もう朧ろうとする意識の中、考える。

　そうすれば、この黒衣は八はつ平ぺいくんの邪魔をしにいくだろう。そうすれば……私は……。

　この人間はそれほど悪い人間には見えない。眠らされても、それほどひどい目にはあわないだろう。

「あなたは、よく戦ったわ。あとは眠っていなさい」

　そう、全力で戦った。

　彼にも胸を張って会えるほど。

　針先が迫ってくる。あれをくらえば、安らかな眠りの中に――。

　ぱしんっ。

　鈴すず音ねは、左手で針を払った。

「そう……あなたはどこまでも……」

　黒衣がひどく悲しい声を出した。そして、今度こそ決着をつけんと右みぎ拳こぶしで突きを放ってくる。

　対する鈴音は……穏やかに目を閉じ、息を吸った。

（北きた見み流、究極奥義……）

　文化祭で乱入してきた父親を破った、すべての突き技に対応する究極のカウンター技。

「熊殺し、返し――！」

　そうだ、これを見せたとき、八平君は子供のように凄すごい凄いとはしゃいでいたな。

　鈴音の正せい拳けんが、黒衣の胸に深々と突き刺さる。

「な……バカ、な……なんて速さ……」

　黒衣は、己の胸元を見たあと、崩れ落ちた。

　鈴音が蹴けられた側頭部を押さえながら立ち上がると、黒衣は、

「鈴音さん……彼のもとへ行くの？」

「もちろんです。あなたは大丈夫ですか？」

　鈴音は、この黒衣の人間に不思議な敬意を覚えていた。

「私はもう、戦えないわ……でも気にしないで。動くことくらいはできるから」

「……そうですか」

「どうやら私たちの負けみたいね……罪悪感にとらわれたあの子を、救ってあげて」

「？」

　鈴音は、弱々しい足取りながらも洞どう窟くつの奥へ進み始めた。

　まだこの体は動く。ならば……彼のために戦おう。

　そう思ったとき、洞窟の入り口の方から多数の足音が聞こえてきた。



　香か月づきは、八平と忍しのぶの死闘を見守っていた。

（私にも、なにか……！）

　自分のために八平はここまでぼろぼろになって戦ってくれているのだ。

　八はつ平ぺいと握手すれば彼に所有権が移るのかもしれないが……確か、互いに「友達になろう」と思わなければならないはず。今、彼はそれどころではない。

（そうだ……！）

　香か月づきは、忍しのぶがパンチを繰り出そうとした瞬間……八平をかばうように立ちふさがった。

「あっ！」

　忍は驚いて、飛びすさる。おやめください――と言いかけたようだが、八平に聞かれるのを恐れて口に出せないようだ。

「やはり忍よ、お前は……柚ゆず姫きの姿をする私に、手が出せないようじゃな」

　たとえ、傷つけられなくても……拳こぶしをふりおろすことはできない。

　体が、拒否してしまう。

　そして……香月の行動は、もう一つの変化をもたらした。



　薩さつ摩ま八平は、虚空を見回し、笑顔で叫んだ。

「やはり、香月……いるのか！」

　長は谷せ部べ忍は、魅み剣つるぎ柚姫をガチで愛している。

　だから……傷つけられないとわかっていても、彼女と同じ顔の香月に拳をふるえないのだ。

　傷ついた体に、活力が戻っていく。

「香月、やはりいるんだな！　待ってろよ……」

　たとえ見えなくても、そばにいる。その気持ちが、八平を後押しする。

　忍には香月が見える……ならば、八平がふつうに繰り出す拳すら、香月にさえぎられて見えないはずだ。

　繰り出したパンチが、久しぶりに当たった。

　二人で戦っている。

　今、俺には見えないからこそ、香月と一緒に戦える。

　攻撃の時はフェイント役に。そして防御の時は盾として。

　俺のもとに戻りたいという意志を、感じることができる。

　八平と香月は、いま意志の疎通はできなくとも、忍という鏡を通して、ともに立ち向かっていた。

（……？）

　忍の動きが、変わった。先ほどまでと違って、攻撃にためらいがない。その分精度がかなり落ちているが……。

（もしかして……目を閉じている？）

　心眼というものでこちらの動きを見ているのでは？　そうすれば、柚姫と同じ顔の香月に惑わされることはない。

「だけど……それを無力化する手段だってあるはずだ。頼むぜ香月！」

　見えない香か月づきに指示を送る。

　忍しのぶが気配でこちらの動きを探っているのなら、喋しやべりかけたりして集中力を削そげばいい。

　突然、忍は頭を押さえて苦しみ始めた。

「み、見たい、見たいぃ……全裸で雌め豹ひようのポーズ、だと……だが目を開けるわけには……」

　どうやら香月が口で誘惑しているらしい。

　さすがだ。忍が柚ゆず姫きに惚ほれていることを利用し、嘘うそをついたのだろう。

「ごばああああああっ!?」忍が突然叫んだあと、床をのたうちまわった。「ホントだった。イヤッッホオオォォォオオ!!」

　これには八はつ平ぺいがショックを受けた。

「ま、マジだったのか!?　くっそおおおお!!　見てええええ！」

「め、雌豹だけじゃないのですか!?　そんなことまで!?　恥ずかしがらずにもっと見せてください！」

「俺の香月をそんな目で見るな!!」

　八平が忍に向かっていくと……後ろに回り込まれ、首を絞めつけられた。

「これなら……惑わされることもありません」

「ぐ……」

「殺しはしません。ただ落とすだけです」

　八平は首に巻きついている腕をはずそうとしたが……万力のようにびくともしない。

　背中越しに壁にぶつけても、忍は悲鳴一つ漏らさない。

（ほ、本当に強い……）

　意識が遠のく。

　脳裏に浮かぶのは……初めて香月と出会った時のこと。

（走そう馬ま燈とうってやつか……？）

　道路の真ん中に立っていた香月。

　彼女がトラックにひかれると思い、助けに入ったこと。そして……。

“〝よければ、私と……友達になってくれないか”〟

　彼女の言葉にうなずき、握手したら、そのあと……。

（……!!）

　まさか、そんな簡単なことで。

　だけど、それしか今はないのなら。

「俺と……」

　八平は、懸命に腕を前に伸ばし、切れ切れに声を出した。

「もう……一回、友達にならね？」

　三秒ほどの間があく。ラブコメ現象を再び八平に宿してもいいか、ためらっているのかもしれない。

　だけど、それを覚悟の上で……俺はここへ来た。

　八はつ平ぺいの右手に温かい感触が伝わってくる。

　目の前に香か月づきが……実体化し、泣き笑いの表情で、つぶやいた。

「友達では嫌じゃな」

　そして。

「八平から――離れんかいっ!!」

　忍しのぶのこめかみに強烈な蹴けりを見舞う。「ぐっ！」と彼女が離れた隙すきに、香月は八平にキスをせんと唇を向けてきた。

　八平も阿あ吽うんの呼吸で応じたものの……唇が重なりあう寸前、再び霊体となってしまった。

「「くっっそおおおお!!　惜しい!!」」

　二人の声がハモる。まあ、あの勢いでキスしていたら絶対に負傷していただろうが。

「あ、ああ……香月様！　香月様！」

　忍が懸命に香月を探している。

　八平は拳こぶしを握ったものの……それをゆっくりと開いた。

　香月を取り戻すという目的は達したのだ。もう戦うこともない。

「八平くん……」

　側頭部を押さえた鈴すず音ねが、こちらを見ている。八平はあわてて駆け寄り、

「だ、大丈夫ですか!?」

「……うん。何とか……ここまで走ってこれたしね。ところで、さっき見えた浴衣の人……あれが香か月づきさんか」



    

  
    
      



    

  
    
      　先ほどの実体化を見ていたらしい。八はつ平ぺいがうなずくと、

「なるほど……魅み剣つるぎさんとそっくりで……本当に綺き麗れいな人だな。その様子を見ると、うまくいったのか？」

「はい。今は俺にしか見えない状態で、隣にいます」

　鈴すず音ねは、はじめまして北きた見み鈴音です、と挨あい拶さつする。それを見て八平は、

「あの、会長のおかげです」

　そう、鈴音は八平が好きであるにもかかわらず、ここまでぼろぼろになって戦ってくれた。香月にそのことを教えると、

「鈴音、本当にありがとう。お主ぬしにはいくら感謝してもしきれん……」

「会長、香月も、ありがとうと言っています」

　鈴音は、無む理り矢や理りな微笑ほほえみを浮かべると、

「そ、そうか、ではお幸せに……」

　と言って回れ右して入り口へ向かおうとしたものの、思いっきり前のめりに転んだ。

　そして、「う、うう～……」と言いながら拳こぶしと足で地面を叩たたいている。悲しみがぶり返してきたらしい。

　八平はあわてて鈴音の前にかがみ、背をむけた。

「会長。おぶっていきますよ」

「は、八平くん、今、その優しさは……残酷だぞ」

「そう言ってすでに、乗っかってますが……」

　鈴音は八平にしがみつき、きゅっと抱きついてくる。張りのある胸が背中に当たった。

「気のせいだ」

「すごいレベルの気のせいですね！」

　八平は、動こうとしない忍しのぶに声をかける。

「……長は谷せ部べさん、あなたも行きましょう」

「私はもう……柚ゆず姫き様のもとへ帰れません。護衛でありながら、勝手な行動をしすぎましたから」

「勝手な行動だけでなく、もっと反省してほしいところがあるけれど……」

　柚姫がもう一人の黒衣と現れた。

　霧きり子こ、佳よし乃の、万まん石ごく浦うらも一緒だ。

　霧子は八平と鈴音を優しく抱擁し、佳乃はティッシュを地下水に浸して、二人が打撃を受けた箇所を冷やしてくれる。万石浦は「大丈夫？　痛くない……？」と自分のことのように涙ぐんでいた。

　忍は柚姫から目をそらして、

「ゆ、柚姫様……！　私には、柚姫様に抱かれる資格なんか、ありません」

「誰も抱くとは言ってませんが……話はかえでさんに聞きました」

　入り口にいた黒衣が顔の覆いをはずした。八はつ平ぺいの担任、かえで先生である。驚く皆に、柚ゆず姫きは言った。

「かえでさんは、忍しのぶの姉。葛か西さい高校で私を護衛してくれている、もう一人の魅み剣つるぎ家けの忍者なのです」

　そして柚姫は、忍を見て、

「あなたは私を、魅剣家のくびきから解放するために……呪のろいにも屈しなかった薩さつ摩まさんとくっつけたかったそうですね？」

　八平は、そういうことだったのか、と驚いた。

「忍、私は魅剣家の長女としての運命と戦うことにしました。家の都合ではなく、自由に生き、好きな人と添い遂げる……そういう生き方をすることにします」

「ゆ、柚姫様……」

　柚姫は忍に近づき、黒い布を取り、その頭を撫なでた。

「そのためには、あなたが必要です。わかりますね？」

「柚姫様ぁ……！」

　忍は柚姫に抱きつき、

「ゆ、柚姫様、あなたと私は、両想いだったのですね……！」

「あなた、文脈というものをわかってるの!?　あなたの力が必要という意味よ！」

「マジですか!?」

　忍は愕がく然ぜんとしたが、それ以上にほかの面々が「本気でそう思ったのか……」と驚きよう愕がくした。

「……忍、これからも私の側そばにいてください。あなたがいないと……ただでさえ少ないお友達が、また一人減ってしまいますもの」

「ゆ、柚姫様、私のことを友達と……」

　忍は涙をつつと流した。護衛ではなく、友達……そう言ってくれたことにかな、と八平は思ったが。

「やはり友達止まりなんですね……」

「友達以上になにがありますの!?」

　まさか、恋人になりたいとか言い出すんじゃないだろうな、と皆が引きかけたとき、

「私は柚姫様と親友になりたいです！」

「忍……」

「柚姫様……大好きです。一生お守りいたします。大おお旦だん那なからも」

　柚姫は忍を深く抱きしめ、聖母のような笑顔で撫でたあと、皆へ向かって、主従二人で頭を下げた。

「薩摩さん……みなさん。今回は本当にご迷惑をおかけいたしました」

　そして、八平を見てうつむき、耳まで真っ赤にして言う。

「……そのお詫わびと言ってはなんですが……、…………プレゼントを差し上げたいのです」



　島から戻ると、柚ゆず姫きは忍しのぶを仕事に復帰させるべく奔走した。

　もともと解雇は、忍が魅み剣つるぎ一族の有力者のスキャンダルを握り、大おお旦だん那なに働きかけさせて行ったもの……いわゆる自作自演だったのだ。

　香か月づきと忍が同時に消えたら、どう見ても怪しく思われるからである。

　忍は、姉とともに再びスキャンダルをちらつかせ、有力者を操った。

　しかし大旦那は一度出した決定を、面子めんつにこだわりなかなか覆さなかった。

　それに立ち向かったのは、柚姫だった。

　大旦那の眼光に臆おくしながらも、決して心を折らず、魅剣家にとって大事な、自分の顔を傷つけることすらチラつかせ、忍の復職を勝ち取ったのだ。

　そして……。



    

  
    
      
終章



　八はつ平ぺいは、自宅一階の廊下を歩き回っていた。

　何度も脱衣所のドアを見て、心配そうにため息をつく。

「八平、よいぞ」

　中から香月の声が聞こえてきた。今までのような脳に直接響いてくるような声ではなく……空気を実際に震わせている声。

　八平はドアへダッシュで駆け寄り、開けた。

　部屋の中に、体のラインがはっきりわかる黒いドレスを着た、柚姫が立っていた。

　だけど、その目を見れば、八平にはわかる。

「か、かづき……だよな……」

　彼女はぎこちなく回って、両手を広げ、笑った。

「ほほ、どうじゃ、これで完かん璧ぺきじゃろ。お前の大好きな爆乳お姉さんじゃぞ……」

　軽口を聞き終える前に、八平は彼女に突進し、抱きついて、臆おく面めんもなく泣いた。

「か……香月……香月……!!」

　この肉体は、仮かり初そめにすぎない。柚姫の肉体に香月が入ると、一日も経たたずに取り込まれるが……逆に言えば、わずかな時間なら持つのだ。柚姫の意識は今眠っているという。

　だが、これを一度行ってしまうと、香か月づきと柚ゆず姫きの意識が癒着しかけてしまい、数年単位で出来なくなるらしい。

　体を借りた香月は、確信をもってそれが“〝わかる”〟ようだ。

　八はつ平ぺいはそれを聞いて落胆したが、彼女の頭を撫なでて言う。

「まず居間へ行こう」

　二人で歩きだしたとき……香月がいきなりつまずいた。彼はあわてて抱き止める。

「す、すまぬ。霊体と肉体では感覚がかなり違い、うまく“〝歩く”〟ということができないのじゃ……」

　八平は少し考えたあと「よっと」と言って香月をお姫様だっこした。

「うわ、軽いな」

「ふ、ふん。普段の私に比べれば大したことはないがな」

「何の対抗意識だよ……」

　香月を抱えたまま、居間へ入り、座布団に座らせ、台所へダッシュする。

　手早く準備を整え、お盆を持って戻った。

「おおお……それは……」

　八平が、テーブルの上にご飯、具だくさんの味み噌そ汁しる、コロッケ、サラダを置くと、香月は目を輝かせた。

　以前香月の執筆のために作ったもの。彼女が“〝食べられないのが悔しいの”〟と言ったのを覚えていたのだ。

　向かい合い、二人で「いただきます」と言って食べ始める。

　香月は箸はしをうまく使うことができないらしく、苦戦している。

　八平は頭を一度掻かいたあと、「ほれ」と言ってコロッケを箸で割いてつまみ、香月の口元に寄せた。彼女はそれを食べ、目を細める。

「……美う味まいのう……あ、これが“〝美味い”〟ということか……」

　八平はもう、本を熟読したから、などという照れ隠しをすることなく、言った。

「そうだろ。大事なお前が喜んでくれるように、一生懸命作ったんだ。だから、忘れないでくれ。この味を……！」

「……うん……」

　八平は、香月の口元に運び続けた。彼女も、コロッケを手でつかんだり、スプーンでご飯や味噌汁をすくい食べさせてくれる。

　食事を終えたあと、八平は再び香月を抱え、

「……俺の部屋行こうぜ、なにもしないから」

「なにも……しないの？」

「いや、そりゃしたいけども！　体借りてる魅み剣つるぎさんに悪いだろ……！」

「大丈夫じゃ、柚姫には……」

　おお、許可をもらっているのか、と八平が思ったとき、

「黙っていれば、バレはせん」

「お前、本体にもっと気を使えよ！」

　実体持っても相変わらずだな、と八はつ平ぺいは笑った。

　階段を上り、自室に入ると、香か月づきをそっと下ろす。

「おお……実体を持って入ると、何か違う感じがするのう」

　香月は、壁の感触を確かめるように触っている。

　床の読書マシーンを見つけると、何度も撫なでてから、愛いとおしげに胸に抱いた。

　八平はそれを見て微笑し、肩に手を置いた。

「いい知らせがあるんだ」

　八平は香月を椅い子すに座らせ、スクリーンセーバーが起動しているパソコンをクリックした。

　そこには、小説投稿用掲示板に載せた香月の小説に、初めて感想が書き込まれていた。

「お、おおお!!」

　香月は身を乗り出し、画面を眺めた。

“〝はじめまして、香月様。小説読ませていただきました。……どーしてくれるんですかこの私の衝動を！　鬼の孤独さと、後半に人と仲良くなれるその対比。キュンキュン来ます！　特にあの料理を食べる場面がツボに入りました。次も期待してます!!”〟

「なんたる熱烈な感想じゃあ……」

　やった！　やった……！　と満面の笑顔で、八平の胸にしがみついてくる。

　彼女の言葉が、誰かに届き、心を揺さぶったのだ。

　文化祭の、着物のコーディネートと同じように…………実体がなくても、こうして俺を通して世界とつながれる。

「香月、もっともっと書こうな」

「うむ。もしも、小説家デビューができれば……おいしいものをおごってやろう」

「それは楽しみだな。そのときもペンネームは、やはり香月か？」

「いや……」

　香月は、ペンを取り、メモ帳に文字を書き始めた。

　慣れていないせいか、ひどくゆっくり、拙つたない字で…………そこに書かれていたのは、“〝薩さつ摩ま香月”〟。

　八平は、無言で香月を抱きしめた。

「か、勘違いするなよ八平。私とお前の二人で書いているから、という意味ではないぞ。お前と夫婦っぽくてよいなあ、と思ったからじゃぞ」

「最初からそう思ったよ！」

　ツンデレになるなら、順序が逆である。

　そして八平は……香月を見て思った。

　果たして……してしまっていいのでしょうか？

　今抱きしめているのは香か月づきだけど、その体は魅み剣つるぎさんなわけで。でも魅剣さんは俺のことが好きなわけで。

　だけどその気持ちにつけ込むのも、人としてどうよ？

「か、香月、魅剣さんから、どこまでＯＫか聞いてるか？」

「その……好きに使っていい、と言われたぞ」

「す、好きにですか……」

　八はつ平ぺいは、香月を体から離して見つめた。

　香月が成長し、八平の好みの爆乳となった姿……言うまでもなく、超ストライクであった。

（い、いいの？　マジで？　魅剣さんそれでいいの？）

　八平の中で、悪魔と天使が激しくせめぎ合う。

（ケケケ、八平、本能に正直になれよ。荒々しくむさぼり尽くせよ）

（だめだよ八平、優しくやらないと）

　悪魔も天使もやることは決定事項のようである。

（くっそ……ラブコメ現象・“〝寸止め”〟でも起これば、気が楽なのによ……）

　ヘタレたことを考えつつ、八平は香月と唇をあわせた。

　香月とこうして触れあえるのは、今晩だけである。ならば、これくらいは……。

　唇を離すと、香月が潤んだ瞳で見返してくる。



    

  
    
      



    

  
    
      「八はつ平ぺいよ……私は……」

　しばし見つめあっていると……八平の両腕が勝手に動き、香か月づきの双乳へ導かれ、床へ押し倒した。

「は、八平、もっと優しく……」

「いや……今のはラブコメ現象だ」

　八平は怒りをこめた声で言った。

　そして、勢いよく立ち上がり、虚空に向けて叫ぶ。

「香月を抱くかどうかは俺が決める！」そしてつづけた。「ラブコメ現象、俺たちは負けないぞ、このバカ野郎！」



　しばらくの間、八平は壁に背を預け、香月と深く抱き合っていた。濡ぬれ羽ば色いろの髪を撫なでるたび、彼女は猫のように目を細めていたが……いきなりハッとして、

「は、八平よ、やばいやばい。もう少しで私……柚ゆず姫きの意識に取り込まれてしまう！　早く出なくては……」

「も、もう終わりか……」

　八平と香月はもう一度唇をあわせた。

　そして、その瞬間……香月が柚姫の体から飛び出し、霊体となる。

「……ん、んんん!?」

　柚姫が目を見開き、手をじたばたさせた。

　八平はあわてて彼女を離し、「す、すいません！」と謝った。

　柚姫は余韻を味わうように唇に手を当て、

「お、終わりましたか……」

　香月は腕組みして、深くうなずく。

「うむ、堪たん能のうさせてもらったぞ」

「た、堪能……ところで香月、どこまで行ったの？」

　柚姫がおずおず問いかけると、香月は人差し指を顎あごに当てて、

「ええと、この部屋に入って、ちゅーをしたあと、胸を鷲わし掴づかみにされ、押し倒され、八平は怒り狂ったように」

　ラブコメ現象に対して言葉をぶちまけたのだが。

「ま、待って……。その先は言わなくていいわ……」

　柚姫は耳をふさいで、目を閉じた。「ま、まさか体育倉庫で見た、あの……」とつぶやいている。

　八平は柚姫の肩をつかみ、

「魅み剣つるぎさん、俺の話を聞いてください。胸を掴んであなたの体を押し倒したあと、勢いよく立ち上がり……」

「雄大なアレが!?　いやあぁぁぁ!!　言わないで！　お願い！」

　なんか変なプレイのようになってきた。

　ようやく柚ゆず姫きを落ち着かせ、説明する。

「なるほど……ではキスを何度もして、抱き合っていただけだと……ははあ、何度も……」

「俺……魅み剣つるぎさんの体を、許可を得たとはいえ、好きに使うなんてできなかったんです」

　キメ顔の八はつ平ぺいに、柚姫は「薩さつ摩まさん……」とうっとりしている。香か月づきはそれをジト目で見て、

「まあ、要するにヘタレということじゃな」

「うるせえよ！」

　八平はダッシュで部屋を出ていった。

「あれ、薩摩さんはどこへ？」

　首をかしげる柚姫に、香月は長年連れ合った妻のように微笑して、

「おそらく、後悔を振り切るためランニングに行ったのじゃろう。二十五キロほどは走るじゃろうな」

「……」

　外から、「ちくしょおおおお!!　俺のヘタレ!!」という声がドップラー効果付きで聞こえてきた。



    

  
    
      
エピローグ



「“〝本当にありがとうございます。貴方あなたが私の小説に、初めて感想をくれた人です。楽しんでいただいて心の底から嬉うれしいです”〟……」

　八平は香月の言葉を、掲示板の返信欄に打ち込んでいく。昨日感想をくれた人に向けてのものだ。

「……“〝もっともっと沢山の人と、私が書いたものでつながりたい。そして楽しんでもらいたい。それが私の喜びです”〟……」

　香月は八平を見てきて、

「“〝そのために、努力し続けることを……私の頼れるパートナーに誓います”〟」

　八平は打ち込んだあと頬ほおを染め、「そ、そうすか」とアホのような返答をした。香月はくすくすと笑う。

　そして、彼は香月の小説をいつものように代筆する。一作目はちょっと硬かったので、コメディ要素を意識して増やしているらしい。もっと経験を積んだら、どこかの新人賞に応募しよう、と二人で話している。

　続いて八平は筋トレしたあと、首ブリッジを始めた……ラブコメ現象とはこれからも戦い続けなければならない。

　傍かたわらで数える香か月づきが、

「じゅうに、じゅうさん……む、どうした八はつ平ぺいよ、暗い顔をしておるのう」

「うん……俺って、またお前と二人だけになるのかな」

　八平はブリッジをとき、うつむいた。なぜじゃ、と首をかしげる香月に、

「いやだって……まるで天てん地ち創そう造ぞうくらいの奇跡だが、会長、魅み剣つるぎさん、姉さん、佳よし乃の、万まん石ごく浦うら……俺と仲のいい人全員に惚ほれられてるだろ。おまえという本命がいる以上、皆どこかに行ってしまうんだろうな……」

「……そのようなことにはならぬと思うし、それに……」

　香月は、落ち着きなく前髪をいじったあと、意を決したように言った。

「八平よ、別にその、他の子と仲良くしても文句は言わんぞ。私は実体がないし、一いち途ずでいろ、というのにも無理がある……」

「ええ？」

「ぶっちゃけ、お前他の子も……特に鈴すず音ねが、気になっとるじゃろう？」

　うっ、と言葉に詰まる八平を見て、香月は寂しげに微笑ほほえみ、

「大丈夫。私は怒らないから……」

　八平は、そのしおらしい姿を見て、親指をグッと立てた。

「香月、心配するな！　俺は浮気などしない！」

「八平……」と頬ほおを染める香月だが、第三者が見ていたら、なんでこいつら互いにネタ振りをしているんだ、と思うに違いない。

　今日のノルマを終え、一階へ降り、居間のドアを開けると……いきなり多くのクラッカーが鳴らされた。

「ようこそ、香月さん！」

　鈴音、霧きり子こ、佳乃、万石浦、柚ゆず姫き、忍しのぶがいる。

　香月が「え……え!?」と部屋を見回した。

　居間には“〝歓迎！　香月さん”〟という垂れ幕と、折り紙で作られたチェーンがかかっている。

　八平に、鈴音が「香月さんは驚いているか？」と聞いてきた。

　彼がうなずくと、皆笑顔で顔を見合わせた。

　佳乃が、八平にかかったクラッカーのテープをとりつつ、

「八平さん、驚きましたか？　香月さん歓迎パーティです」

「お、驚いたけど……あ、香月が、幽霊である私に、こんなことしてくれるなんて……と驚いてるぞ」

「まあ、マッドサイエンティストやらストーカーやら忍者がいて、いまさら幽霊が一人増えてもねえ」

「自分でストーカーって言っちゃった！」

　ドレスを着た万石浦が飛び出してきて、

「香か月づきさん、ボクに女装のすばらしさを教えてくれてありがとう！」裾すそをひるがえして回り、「みっ見てぇ！　綺き麗れいになったボクを見てぇ！」

　香月はひきつった笑みを浮かべているが、八はつ平ぺいは「香月も綺麗じゃと言っている」と大人の対応をした。

　しかし、死闘を繰り広げた忍しのぶまで来るとは……と思っていると、彼女は八平の両手をとり、

「薩さつ摩ま様、私は新たなる計画を立てました！　名付けて、薩摩ハーレム・魅み剣つるぎ家け乗っ取り計画！」

「は、はい!?」

「あなたは柚ゆず姫き様と香月様両方を妻とするのです。これで私の主人は二人ともハッピー！　しかも法には何ら触れない！」

　困惑する八平をよそに、忍は唇の端からヨダレを糸のように垂らしながら、

「薩摩様は魅剣家当主となり、この忍をハーレムの末席に。さすれば私は柚姫様と間接的に結ばれ……」

「忍、下品ですよ」と柚姫が忍の頭をはたいた。

　えへへ、と忍は主人を見て笑う。先日の一件で、二人の絆きずなはかえって深まったようだ。

「魅剣家乗っ取り計画……確かにそれも一案かもしれないわね」

　意外なことに、賛成したのは霧きり子こだ。大きな胸を押し上げて腕組みし、

「八平くんが魅剣家の当主になれば、私の夢“〝八平くんと霧子・脳だけ計画”〟の資金が手に入るわ」

　やはりそういう理由か、と八平は納得した。

「そのお金が入ったら、私は八平くんと小さなトランク一つで魅剣家から駆け落ちするの」

「俺は行かないぞ」

「大丈夫よ。その時すでに、八平くんは小さなトランクに入っているから……」

「ひいいいい!!」

　八平が脳を確認するように頭を押さえていると、佳よし乃のが近づいてきた。長いまつげを伏せ、ぼそりと、

「八平さん、私はあなたを諦あきらめました。どんなに周りから変に思われても、香月さんへの気遣いを続ける気持ち……私の負けです」

「……佳乃……」

「でも、よろしければ香月さんとお友達になりたいのです……よろしいですか？」

　佳乃は虚空に向けて手を差し出した。

　香月は破顔し「も、もちろんじゃ！」と言い、佳乃の手をとる。

　香月が一瞬だけ実体化し、八平からは見えなくなった。

　佳乃は「わわ!?　すごい美人さんです」と言ったあと……唇の端をつり上げ、

「ふはははは！　香月さんは私のものです。八平さん、返して欲しくば薩摩ハーレムの結成を宣言してください！」

　さすが佳よし乃の。まったく諦あきらめていなかったらしく、居間をダッシュで出て行こうとしたが……廊下との段差の部分に足をひっかけて転んでしまった。

「いたた……あ、大丈夫です。ありがとうございます」

　どうやら香か月づきが介抱しているようだ。佳乃は正座し、丁寧に礼をしている。

「文化祭の時は着物のコーディネートご苦労様でした。お見事でした……いえいえ……」

　佳乃はとてつもない大物かもしれない。香月といい友達になれるかも……と八はつ平ぺいが思ったとき、万まん石ごく浦うらが佳乃のそばに近づき、虚空へ手を伸ばした。

　再び香月が一瞬だけ実体化し、万石浦にしか見えない状態になる。

「あ、あなたが香月さん……！　よかったら、今度買い物につきあって！　ボクに似合う服とか考えてよ！」

　香月がしたかったコーディネートの申し出。喜んでうなずく彼女の顔が見えるようだ。

　八平に、柚ゆず姫きが話しかけてくる。彼女はもう、顔を隠すのをやめたらしい。

「嬉うれしそうですね、薩さつ摩まさん」

「ええ、まさか一日で香月にこんなに友達が増えるとは……」

「はい。香月もとても楽しそうです……でも、私も生き霊に負けたままではいませんからね。私は、運命と戦うと決めたのですから！」

　意味深なセリフに八平が首をかしげると、柚姫はいたずらっぽい笑みを浮かべた。

　香月がいるであろう場所に、今度は鈴すず音ねが近づいていく。

「香月さん、私とも友達になってください」

　手を差し出すと、香月が再び実体となり、八平からは見えなくなった。

　鈴音は虚空に向けて礼をしている。

「いえいえ、こちらこそ八平くんにはお世話に……」

　どうやら香月は、いつも八平が世話になって、みたいなことを話しているらしい。

「お前はお母さんか！」

　八平の叫びに、鈴音は目を見開いた。

「す、すごいな八平くん。姿も声も認識できないのにツッコミができるなんて……」

　やはり、二人の間に入り込む余地など……と鈴音がうつむいた。

　八平と柚姫が彼女へ駆け寄ると……鈴音は何の前触れもなく足を滑らせ、八平へ倒れ込んできた。

　鈴音にかかったラブコメ現象のせいだ。

　呪のろいのことを失念していた八平は、柚姫を巻き込んで転んでしまう。

　いてて……と目を開けたとき、唇の上にひどく柔らかいものが乗っているのに気づいた。

　鈴音の唇だった。彼女は驚いたように目を見開いたあと離れ、八平の胸元をつかみ、

「……す、すまない。我ながらしつこいとは思うが、君の今までの不思議な行動は、全て香月さんのためだったと知って……」

　学校で誰とも通話していないのに携帯を耳に当てたり、彼は服飾に興味がないのに、着物喫茶を提案したり。

　身を引く、ということではなく、ますますホレなおしたらしい。

　八はつ平ぺいの脳裏に、鈴すず音ねの献身的な行動がよみがえる。

　そして、見下ろしてくる、熱のこもった大きな瞳……。

（……あ……あ、やっぱり会長、とても綺き麗れいだ……）

　姿だけじゃなく、人のために身を削る生きざまが。

　そういえば香か月づきも、他の人と仲良くしてもオッケーって言ってなかったっけ？

（それに、香月と二人だけになるはず、なかったんだよな……）

　会長、姉さん、佳よし乃の、魅み剣つるぎさん、万まん石ごく浦うら……みんなこんな俺のそばにいてくれる。忍しのぶさんともきっと友人になれるはずだ。

　彼がそんなことを考えていた時、鈴音が虚空を見て、

「……うん？　待ってくれ香月さん！　え、その髪って、自由自在に操れるのか!?　い、いや、違うんだ。確かに私は八平くんがまだ好きだけど……」

　どうやら香月が髪で鈴音を威嚇しているらしい。

　八平は少し考えてから、表情をキリッと引き締め、虚空へ向けてつぶやく。

「……これからも、ラブコメ現象で何度も社会的に死ぬような目にあうだろう……だけど、努力を続け、仲間がいるのなら、きっと乗り越えていける。実体がないことにも負けずに、社会と、世界とつながろう」

　綺麗な長なが台詞ぜりふを不自然なほど語ったあと、手を伸ばした。

　すぐに香月がそれをつかみ、実体化した。頬ほおを染めてそっぽを向いている。

　イイ空気に持っていこうとしても無駄じゃぞ！　ということらしい。

　さすが香月、丸め込まれないな。

　まあ、今のセリフは百パー本気だけどな。

　香月が唇をあわせるべく、向かってきた。

（これからも、奇跡を願わず、意志の力で――）

　共にがんばっていこう、と八平は誓った。香月も、よろしくの、と微笑ほほえみ、近づいてくる。

　しかし、唇があわさる直前……香月は再び霊体になり、キスは未遂に終わった。

　二人の声がハモる。

「「くっそおおおおおお!!　惜しい!!」」

　そして、仲間たちの笑い声が広がった。



    

  









    
      
あとがき



　どうもお久しぶりです。壱いち日にち千せん次じです。

　このたびは「社会的には死んでも君を！」三巻を手にとっていただき誠にありがとうございます。

　一年半ほど前、この呪のろいの設定を思いついたあと、ラブコメマンガを手当たり次第に読み「女の子が起こしにくる」、「パンツに顔をつっこむ」などのお約束をワープロに箇条書きしたものです。

　俺はいったい何をやっているんだ、と何度も疑問に思いましたが、こうして本を出せたし、いろいろな人と知り合えたし、つくづく人生分からんものだなあ、と痛感いたします。



　それでは謝辞を。

　担当のＫ様、いつも参考になるご意見等ありがとうございます。次の作品もよろしくお願い致します！

　イラストの明あけ星ぼしかがよ様。全巻素敵なイラストありがとうございました！　あがってくるのを毎回ワクワクしながら待っておりました。

　編集部の皆様、前担当のＳ様、校正様、デザイナー様。この本に関かかわっていただいた全ての方々、本当にありがとうございました。

　しんどい時にメールをくれたさがらさん、本当にありがとう。麻雀マージヤンするのを楽しみにしてます！

　家族にも感謝を。いつもありがとう。お世話かけてます。なんかうまいもんを食いに行こう。

「社会的には死んでも君を！」に最後まで付き合っていただいた読者の皆様。本当にありがとうございました。

　八はつ平ぺい君たちの話を書くのはここまでです。

　名残惜しくもありますが、次はファンタジーを書こうかな、それとも日常系かなー、とかいろいろぼんやり考えています。

　どういう話にしましょうかね。

　それでは、次の本でもお会いできること、それに楽しんでいただけることを願っております。







壱日千次



    

  
    
      　著者

　壱日千次（いちにち・せんじ）

　　第６回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞で佳作を受賞。

　　自転車で旅に出たいなぁ、と思っているが、最近自転車に乗っていないのでその気持ちを忘れつつある。



　イラスト

　明星かがよ（あけぼし・かがよ）

　　「七花、時跳び！Time-Travel at the After School」（電撃文庫）「前略。ねこと天使と同居はじめました」（ＨＪ文庫）などで挿絵を担当。



    

  
    
      社会的には死んでも君を！３
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